




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　それはこの大地に多くの国々が乱立していた頃ころの話──。

　それぞれの国の王は自ら皇こう帝ていを名乗り、密ひそかに大陸の統一を狙ねらっている。そのため常にどこかしらで戦いくさが起きている状態だった。

　自国のみでは潰つぶされる。では、こちらの国と手を結んで、あちらの国を滅ほろぼそう。

　けれども同盟を結んだとしても束つかの間のこと。約束は簡単に破られ、味方であった国が明日は憎にくい敵国となる。

　そんなこともよくある話。

　そうして大陸中の国々が疑ぎ心しん暗あん鬼きにとらわれ、さらに争いが増えていく。

　どうしようもない時代だった。




　　　　†








１






　さて、大陸の北方には陶とうという国があった。大陸では三番目に大きな領土を持っているが、栄さかえているのは都だけで、国境のあたりは見る影もなく寂さびれているといった国だ。

　その陶国の外れの山道を、瘦やせた農耕馬がゆっくりと進んでいた。

　馬の轡くつわを取っているのはみすぼらしい形なりの農夫で、馬の背には五歳か六歳ほどの子供を乗せている。

　山は冬の訪おとずれが早い。分厚い雲で覆おおわれた空から白い雪がちらつき始め、農夫は陽ひに焼けた顔をしかめた。

「とうとう降ってきた。これじゃ陽のあるうちに村までたどり着けるかどうか……。僅わずかな謝礼につられたのは失敗だったな」

　農夫の呟つぶやきに、馬上の子供はびくっと身をすくめた。

　名を朱しゆ琰えん里りという。身につけている着物は、村の子供とさほど変わりない粗そ末まつなものだが、琰里にはどことなく気品があった。

　さらりとした髪かみはこの国では非常に珍めずらしい薄うすい金色で、肩かたを覆う長さで切り揃そろえられている。顔立ちがたいそう可か愛わいらしく、一見すると女の子だと思うほどだ。

「ほら、とっとと歩け」

　農夫は瘦せ衰おとろえた馬の尻しりを叩たたいて急がせるが、雪は徐じよ々じよに本降りになる。

　峠とうげ道には真っ白な雪が降り積もり、視界も悪くなる一方だった。

　そのうちに、馬がとうとう動かなくなる。

「チッ。こりゃ、無理だ。おい、馬がもう限界だ。自分で歩くしかないぞ」

　農夫は激しく舌打ちして、馬上の琰里を見み据すえた。

「馬から下りればいいですか？」

　琰里は年ねん齢れいに似合わずはっきりとした物言いで問い返した。

「ああ、置いていかれたくなければ、さっさと馬から下りて歩くんだ」

　農夫の言葉にはまったく気き遣づかいがない。

　小さな琰里が独りで馬から下りるのは大変だ。なのに手伝う素そ振ぶりもなかった。

「……わかり、ました」

　答えた琰里は一度強く唇くちびるを嚙かみしめる。そして、薄い金緑色の目を不安げに彷徨さまよわせたあと、必死に力を振ふり絞しぼって馬の背から下りた。

「この役立たずが、とっとと村に帰れ！」

　農夫は鞍くらにくくりつけてあった自分の荷物を手にすると、口くち汚ぎたなくののしりながら、馬の尻を叩く。

　自力で村まで帰れとの命令だが、疲つかれ果てた馬にその力が残っているかどうかは非常に怪あやしかった。

「さあ、行くぞ。先に言っておくが、遅おくれずについてこいよ。子供だからと甘えてられると思うな。俺はあの村の住人じゃねぇんだ。村長に義理もねぇ。帰り道のついでにおまえを連れていってくれと頼たのまれただけだ。途と中ちゆうで足を止めても、負おぶってなぞやらんからな。わかったか？」

「……はい」

　琰里は、こくりと頷うなずいた。

　男が村長とやり取りを交かわすのを見ていた。自分が村の厄やつ介かい者だったこともよくわきまえている。それゆえ男を恨うらむといった気持ちもなかった。

「雪が本降りになってきた。さっさと歩かないと次の村までたどり着けない。もし途中で夜になったら凍とう死しするからな」

　吐はき捨てた男に、琰里は再び頷いた。

　そうして農夫と琰里は黙もく々もくと真っ白な山道を歩き始めたのだ。

　だが、状じよう況きようはますます厳しくなるばかりだった。雪がさらに激しくなり、道の在あり処かさえ見えなくなる。

　最初のうちは必死についていった琰里も、しだいに歩みが遅おそくなった。どんなに頑がん張ばろうと、大人と子供では脚きやく力りよくが違ちがう。加えて琰里が履はいているのは、山道には向かない布製の沓くつだ。

　琰里は何度も雪で足を滑すべらせ、そのたびに先を行く男との距きよ離りが開いていく。

　このままではすぐに男の姿が見えなくなるだろう。

「ま、待って！　お願いです、少し待って」

　琰里がそう叫さけんだ時だった。

　ふいに目の前を走り抜ぬけていく物体があった。

「え？」

　雪の中で見分けがつきにくいが、真っ白な固まりだった。

　とおり過ぎた雪の上には、赤い点々が残っている。

　もしかして、血？

　はっとして目を向けたせつな、真っ白な物体が崖がけから転げ落ちていった。

「あっ！」

　幸いにも崖はさほど急ではなく、転げ落ちた物体は途中の松の木に引っかかって止まる。

　真っ白な物体はおそらく獣けものの仔こだろう。雪の白さと同化していたが、琰里はそう確信した。

　赤い点々は血の跡あとだ。

　琰里は先を行く男に声をかけようとして、首をゆるく横に振った。

　男の姿はすでに遠くなっている。

　山道で独り残されればどうなるか。今すぐ追いかけないと恐おそろしいことになる。

　それでも、琰里は落ちていったもののことが気になった。

　早く助けないと、ひどい怪け我がをしているかもしれない。

　琰里はほとんど衝しよう動どう的に崖のほうへと足を踏ふみ出した。

　そろりと進んだにもかかわらず、足が滑る。

「ああっ！」

　あとはもう獣の仔が辿たどったと同じに、小さな身体からだが崖に投げ出された。

　恐きよう怖ふでぎゅっと両目を閉じたが、覚かく悟ごした衝しよう撃げきはやってこない。空くうに投げ出された琰里は、何かやわらかなものに抱き留められていた。

　温かく包み込まれ、そのあとふわりと地面に下ろされる。

　はっと目を開けると、松の木の根元に獣の仔が蹲うずくまっていた。

　真っ白な被ひ毛もうに覆われた仔犬？

　猪いのししにでも襲おそわれたのか、背中と右の前まえ肢あしに傷があって真っ赤な血が滴したたっていた。

　自分の身に何が起きたのか考えるどころではない。

　琰里は両りよう膝ひざをついて、仔犬の様子を窺うかがった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか怪我したんだね」

　急に触ふれては怖こわがらせてしまう。だから、なるべく優しい声で話しかける。

　真っ白な仔犬は青い目でじっとこちらの様子を見据えていた。

　でも敵意がないことは伝わっているようで、逃げようとはしなかった。

　琰里は仔犬を驚おどろかさないように、そうっと手を伸ばしてふわふわの被毛に触れた。

「怪我してるとこ、ぼくに見せてね？」

　純白の毛を搔かき分けると、幸いにも傷はさほど深くはなさそうだ。

　まだ六歳にしかならない自分には、きちんとした手当てなどできない。だから薄い生き地じの帯おび飾かざりをほどいて、傷に巻きつけた。

　これで血が止まってくれることを祈いのるだけだ。

　琰里は手当てした仔犬を腕うでに抱き上げた。

「クゥン」

　仔犬が甘えた声を出したので、ふわりと微笑ほほえむ。

「お母さんかお父さんはいないのかな？」

「キャウ、キャウ、クウゥウン」

　仔犬は盛んに声を立て、何事かを訴うつたえている。

　でも琰里にはわかるはずもなかった。だから困ったように首を傾かしげただけだ。

　そうしている間にも、雪がさらにひどくなってくる。

　松の木の枝に遮さえぎられて、琰里のいる場所だけはなんとか地面が見えていたが、他は一面の銀世界と化してしまった。もう崖の上もほとんど見えない。自分を次の村まで送ってくれるはずの男は、戻もどってくる気配さえなかった。

　琰里はため息をついて、松の木の根元に腰こしを下ろした。

　上の道まで仔犬を抱いて戻ろうかと思ったが、急な崖は登れない。このままでいたほうがよさそうだ。

「困ったね。雪は止やみそうにない。おまえは寒くない？」

　そう問いかけながら、琰里は小刻みに震ふるえていた。

「クゥン」

　仔犬はなんでもないよと言いたげだったが、琰里のほうは切実だった。

　じっとしていると、いっそう寒さが身に染しみてくる。でも仔犬を抱きしめていると、ほんの少しだけその寒さがやわらいだ。

「あったかい……これじゃ、ぼくのほうがおまえに助けられてるね」

　しんしんと雪が降り積もる静かな世界で、琰里は独りぼっちだった。抱きしめている仔犬を除き、他には誰だれもいない。

　独りでいることには慣れていたはずなのに、琰里は急に寂しさに襲われた。

「母上はどうしていらっしゃるかな……。ずっとお会いしてないから、お顔も忘れてしまいそうだな……」

　誰へともなく、ぽつりと呟つぶやく。

　琰里が母親と一いつ緒しよにいられたのは、二年ほど前までのことだった。

　──琰里、ごめんなさいね。母はもう一緒にいられないのです。明日からは乳う母ばと一緒に暮らしなさい。

　そう言われ、最後に抱きしめられたことは、辛かろうじて覚えている。

　乳母は琰里を連れて、あちこちを渡わたり歩いた。

　──一つの場所には留とどまっていられないのです。お可か哀わい想そうな琰里様。男の子でいらっしゃったばかりに、こんなことになって。

　──乳母や、泣かないで。

　──琰里様は本当にお優しいですね。琰里様が姫ひめ君ぎみだったなら、もう少しましな暮らしができましたものを……。本当にお可哀想……。

　乳母は行く先々で、何かにつけて涙なみだを流していた。

　でも、その乳母はひと月ほど前に儚はかなくなってしまったのだ。

　小さな村の長おさの家に身を寄せていた琰里は、他に頼たよる人もいなかった。

　村長にしてみれば、保護者を失った琰里は厄やつ介かい者でしかなかったのだ。

　乳母がいて、大切に扱あつかわれている子供。

　それ以外、村長は琰里に関して何一つ知らなかった。ゆえに、亡なくなった乳母から聞いていた唯ゆい一いつの連れん絡らく先に、琰里を送ることにしたのだ。

　いくつか峠とうげを越こえた先の街からは、琰里をこちらへ寄こせとしか知らせてこなかった。支し度たく金はおろか、路銀すらなしでの話で、村長は激しく舌打ちしていた。

　だから、隣村の農夫に琰里を托たくしてくれただけでも、よしとしなければならない状況だった。

　でも琰里はほんの少しだけ自分の身の上を知っていた。

　母はまだ健在で、都で暮らしている。その母は、乳母から姫君と呼ばれていた。

　そして乳母は、琰里のことを若君と呼び、この国の王の三十番目の子供なのだと言っていた。

　都で暮らしていた記き憶おくはほとんど残っていない。かすかに覚えているのは美しかった母の面おも影かげだけだ。

　三十番目の子供ということは、他に大勢兄や姉がいたはずだが、琰里は今まで会ったこともなかった。ゆえに、自分が陶国の皇子であるといわれても、まったくその自覚がなかったのだ。

「母上に会いたいな……。でも、このままだと無理かもしれない……」

　琰里はそう言って、ため息をこぼす。

　すると腕の中の仔犬が、琰里を慰なぐさめるかのようにぺろりと頰ほほを舐なめてきた。

「ひゃう、くすぐったいよ。ぼくを慰めてくれるの？」

　琰里の声に応こたえ、仔犬はまた頰を舐める。

「ありがと。こうしてると、おまえはほんとにあったかいね」

　琰里は傷に影えい響きようしないように気をつけながら、そっと仔犬を抱きしめる。

　ふわふわの毛が頰に触れると、ほんの少しだけ寂しさがなくなるようだった。

「ぼくは迷子になったみたいけど、おまえだけでも、お父さんやお母さんのところへ戻れるといいね。でも、雪が止まないと、道もわかんない」

「キャゥ……」

　仔犬は琰里の言葉を解しているように答える。

「ぼくが言ってること、全部わかるんだ。おまえはお利口だね。雪が止んだら、一緒にお父さんやお母さんを探してあげるからね」

　琰里は抱いた仔犬に懸けん命めいに話しかけた。

　しかし、そうしている間にも、雪がますます激しくなる。

　辛うじて見えていた山の稜りよう線せんや木々の影さえも消えて、あたりは白一色の世界になっていた。

「なんだか眠ねむくなってきた……」

　雪の中に残された琰里は、そう呟いて目を閉じた。

『カワロウ。オマエデハチイサスギテ、ソノコガコオッテシマウ』

『……サマ、ヨカッタ。ヒトリデ、ドウシヨウカトオモッテオリマシタ』

『ソノテイドノキズ、ドウトイウコトモナイダロウ』

『ハイ、コノコガチヲトメテクレタノデ、サトニカエルマデダイジョウブデス』

　誰かが夢の中で話していた。

　一つは子供の声。もう一つの低く滑なめらかな声は、とても心地よくて安心できる。

　身体中がふわふわしたものに包まれていた。

　母の腕に抱かれているかのようだ。

　優しい声は、自分を抱く温かなものから発せられているみたいだった。

『コノコヲドウシタモノカ……ココニオイテオケバ、スグニモシンデシマウ。シカタナイ。イッタンサトヘツレテイクカ』

『……サマ、ヨイノデスカ？』

『マキコンダノハコチラダ』

『モウシワケアリマセン！』

『ヨイ。オマエヘノバツハ、サトヘカエッテカラダ』

　半分以上夢の世界の住人と化していた琰里には、二人が何を話しているのか、よくわからなかった。

　とにかく、自分を包み込むこの温かなものからは離れたくない。

　それだけを思って、ぎゅっとしがみつく。

　すると、さらにしっかりと抱きしめられて、幸せな気分になった。

『デハ、ユクゾ』

『ハイ』

　子供の声が元気よく答える。

　と、次の瞬間、琰里は温かなものに包まれたままで、ふわりと浮うき上がった。

「ああっ」

　驚おどろいた琰里が必死に縋すがりつくと、優しく宥なだめるように言われる。

『ダイジョウブ。コワクハナイゾ。オマエハワタシガマモッテヤル。アンシンスルガイイ。ソノママダキツイテイロ』

　琰里は目を瞑つぶったままで、さらにしっかりと温かなものにしがみついた。

「うん……怖こわく、ない」

『イイコダ』

　響ひびいてくる声はやっぱり優しい。

　琰里は夢の中でふわりと微笑んだ。

　そうして、さらに深い眠りの世界へと誘いざなわれたのだ。
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　頰に何か温かなものが触れていた。

　ふわふわだけど、ちょっとくすぐったい。

　でも、琰里はそのふわふわのものから離れたくなくて、いっそう顔を押しつけた。

　何か大きな動物に抱きついている気がする。

　それだけではなく、丸めた背中や折り曲げた足のところにも何かいるようで温かい。

　脹ふくら脛はぎをぺろりと舐められた感かん触しよくがあって、琰里は再び大きなものにしがみついた。

「まだ、目覚めぬか」

「すごく気持ちよさそうに眠ってるよ」

「かわいいねぇ」

「この子、さっきから晧こう月げつ様にぴったり抱きついて離れないのぉ」

「うるさくすると目が覚めてしまうぞ」

「はーい」

　夢の中で聞いていたのと同じく、深みのある男の人の声に、子供たちの声が重なる。

　不思議なことに、今度は話の内容がすんなりと頭の中に入ってきた。

　もしかして、心配されているのは自分だろうか？

　そんなことを思い浮かべると、しがみついているものの感触がさらにはっきりとする。

　両手を広げて撫なでてみると、もふもふして気持ちがよかった。

　琰里は頰もいっそう擦りつけて、心ゆくまでその感触を味わった。

　だが、背中や腰、膝ひざ裏うらにいた小さな固まりが、我が慢まんできないといったふうに動き始める。

　なんだかくすぐったくて、琰里はとうとうまぶたを開けた。

「あ……」

　最初に見えたのは純白の被ひ毛もうだった。少し顔を上げると、天てん藍らん石のように真っ青な瞳ひとみが視界に飛び込んでくる。

　琰里はひゅっと息をのんだ。

　何か大きな動物と思っていたけれど、予想より遥はるかに巨大で美しい。

「目が覚めたか？」

「えっ？」

　琰里はびくっと固まった。

　怖いと思ったのは一瞬だ。でも反射的に涙なみだが一ひと粒つぶこぼれてしまう。

「すまぬ。いきなりで驚いたか？　おまえを傷つける気はない。安心しろ」

「しゃ、しゃべった……。な、なんで……？」

　琰里は信じられずに目を見開いた。

　自分がしがみついていたのは、今まで見たことがないほど大きくて精せい悍かんな犬だった。

　真っ青な瞳で、雪のように純白の毛並みの美しい獣だ。

　でも、どうして人の言葉を話しているのだろう？

「我らはそういうものだ。人の言葉を解する。おまえのことを傷つけるつもりはない。だから、泣くな」

　大きな獣は琰里を安心させるようにゆっくりとくり返す。

「ご、ごめんなさい。怖くないの。びっくりしただけ」

「そうか」

　大きな獣は安あん堵どしたように頷うなずき、そのあと琰里の頰をぺろりと舐めた。

「あ……」

「大丈夫だ。傷つけたりしないと言っただろう。涙を舐めてやっただけだ」

「ご、ごめんなさい」

　琰里は身を縮めたままで謝った。

　すると美しい獣が困ったように青い目を細める。

「だいじょーぶだよー」

「晧月様はお優しいから、平気だよー」

「目が覚めたなら、ぼくたちと遊ぼーよー」

　背中や足のあたりから、いっせいに子供たちの声がして、琰里ははっとなった。

　見れば、まわりに十頭ほどの真っ白な仔こ犬いぬがいる。

　琰里は目の前の大きな大きな獣にしがみついていた。そしてこの子たちは琰里にくっついていたのだ。

「すごい、真っ白な仔犬がいっぱい」

　思わずそう呟つぶやいて、琰里は口元をほころばせた。

　けれど、次の瞬間、仔犬たちがさも心外だとばかりに立ち上がった。

「ちがーう。ぼくたちはいぬじゃない」

「立派な狼なんだから、間違えないで」

「仔犬だなんて失礼な！」

「仔犬じゃなくて、狼だからね」

　十頭ほどの仔犬たちは、四本の肢を突っ張らせ、ふさふさの尻しつ尾ぽを立てて、いっせいに抗こう議ぎする。

　琰里はきょとんとなった。

「狼？　犬じゃないの？」

「だから、失礼なこと言わないで」

「ちがーう。いぬじゃないって」

「狼！　ぼくたちだって、立派に氷ひよう狼ろう族の一員なんだから」

　狼？　氷狼族？

　琰里は首を傾げた。

　狼だと言われても、怖いとは思わなかった。何故なら、真っ白な子供たちは文句なく可愛いから。

　──狼は恐ろしい獣なんですよ。人の子をさらって喰くらうのだという話です。

　そう言っていたのは乳母だった。

　でも目の前にいる子たちには、いっさい害意がなさそうだ。

　それより不思議なのは、狼が人の言葉をしゃべっているという事実だ。

「氷狼族って、何？」

「えー、氷狼族を知らないの？」

「なんでぇ？」

「そうだよ。氷狼は人の世界では神しん獣じゆうって言われてるはずなのに、知らないなんて、ひどいよ」

「ご、ごめん」

　責め立てられた琰里は思わず謝った。

　だが、その時、思わぬところから助けが入る。

「そなたたちは、いつまで晧月様の邪じや魔まをしているつもりか？」

　凜りんとした声が響いたと同時に、まわりに群れていた仔狼たちがダッと駆け出した。

　驚いて振ふり向くと、きれいな着物を着た女の人が立っていた。

　宮中で見かけた女官たちのように、髪を結ゆい上げ、化け粧しようもほどこしている。

　琰里と目が合うと、両りよう腕うでを前で重ねて優ゆう雅がに礼をした。

　𠮟しかられた仔狼たちは、その女官風の女の横をすり抜けて逃げていく。

　目覚めてから初めて会った人間だ。

　ここには狼だけしかいないのだろうかと思っていたので、ほんの少し安堵する。

　この女の人なら、きっと色々と教えてくれるに違いない。

　室内は広く、琰里がいたのは、一段高くなった場所だった。

　女官風の女は、すうっと足音を立てずに近づいてくる。

　琰里は慌あわてて居住まいを正した。

「あ、すみません。朱琰里と申します。あの、もしかして、雪の中からぼくを助けてくださったのでしょうか？　ありがとうございます」

　しっかりと名乗りを上げて礼を言うと、女がやわらかな微び笑しようを浮うかべる。

「朱、琰里様ですね？　わたくしは青せい氷ひよう宮きゆうの女官を務めております蓉よう華かです。琰里様をここへお連れになられたのは、わたくしではなく、晧月様でございます」

「晧月、様？」

　琰里は首を傾げた。

　すると蓉華と名乗った女官は、さりげなく琰里の注意を後方へと促うながす。

　振り返った琰里は息をのんだ。

　先ほどまで純白の大きな狼が寝そべっていたはずなのに、そこにいたのは豪ごう華かな装しよう束ぞくに身を包んだ若い男だった。

　静かに座した男は、驚くほど端たん整せいな顔立ちをしている。白銀の長い髪をさらりと肩に流し、冠かんむりはつけていない。殊ことに印象的なのは、吸い込まれてしまいそうなほど澄すみきった青い双そう眸ぼうだった。

「いきなり人の姿になって、逆に驚かせてしまったか？」

「え？　あ、あの……」

　琰里は恥はずかしさに頰を染めながらも、じっと晧月という男を見つめてしまう。

　何が起きたのかわからない。

　この人とは初対面のはずなのに、何故か懐なつかしい感じがするのはどうしてだろう？

　何もかもがわからなかった。

「大人になった氷狼族は人の姿にもなる。私は晧月。この国を治めている氷狼族の王だ」

「氷狼族？　王？」　>>>♥

　琰里は男の言葉を反はん芻すうした。

　そして、一つの答えに辿たどり着き、どきりと心の臓を高鳴らせた。

「えっ、そんな……、さっきの真っ白な犬？」

　目を見開いた琰里に、晧月はやれやれといったように嘆たん息そくする。

「犬ではない。狼だ」

「ご、ごめんなさい」

　慌てて謝りながら、琰里は真っ赤になった。

　もう六歳にもなるのに、挨拶一つできないのは恥ずかしいことだ。

　琰里は遅ればせながら、きちんと座り直して頭を下げた。

「ぼくを助けていただいたのですね？　本当にありがとうございました」

　不思議なことばかり立て続けに起きて、すぐには理解が及ばなかった。

　でも、あの雪の中から自分を助け出してくれたのは、この人なのだ。

「礼には及ばぬ。むしろ、こちらのほうがおまえに礼を言わねばならぬ」

「どうして、ですか？」

　そう問い返すと、晧月は天てん藍らん石の瞳ひとみを優やさしく細める。

「結界の外へ飛び出した仔狼を助けてくれただろう？」

「え？」

「帯布で血を止めてくれた」

　そこまで言われ、琰里はあの時の状じよう況きようをはっきりと思い出した。

　確かに傷ついた仔犬、いや仔狼に、布を巻いてやった。

　でも、なんとなく、あれは必要なかったのだろうと思う。

「あの、仔犬、あ、ごめんなさい。仔狼に布は巻きました。でも、あの時、崖から落ちたぼくを受け止めて下さったのは、晧月様ではないですか？」

　疑問に思ったことを一気に訴えると、晧月は驚いたように身み動じろぐ。

「どうして、そう思った？」

「だって、ぼく、何かに抱だかれてたと思うんです。怪け我がもしなかったし……。だから、晧月様が助けてくださったのかなと思って……」

「なるほど、おまえは幼い見かけによらず聡さといのだな。しかし、この国の仔狼がおまえに助けられたのは事実。ゆえに、お互たがい様ということだ」

「わかりました」

　琰里は素す直なおに頷うなずいた。

　でも、そのあとふと不安になって晧月を見つめる。

「なんだ？　どうしたのだ？」

「あ、あの……、ここはあの崖から遠いですか？　きっとぼくには道がわからないので、あの場所まで誰かに案内していただけると嬉しいのですが」

　琰里はそう口にしながら、ぎりぎりと胸が締めつけられたように痛むのを感じていた。

　自分がこの先、どこへ行けばいいかわからない。

　知っているのは遠い街に住んでいるという役人の名前だけだ。最初の目的地だった村に行けば、そのあとどうすればいいかわかるだろうか？

　乳母が亡くなってから、こんなふうにまともに人と話したのは初めてだ。

　そのせいか、いつの間にか人ひと恋こいしさが募つのっていた。

　これからまた独りぼっちになるかと思うと、すごくつらかった。

「悪いが、おまえにはしばらくこの国にいてもらうことになる」

「え？」

　晧月は琰里の頭を宥めるように撫でてくる。

「この国と人の住む地は特別な結界によって隔へだてられている」

「結界？」

「そうだ。簡単には行き来できないということだ。適当な時期が来るまで、おまえはここで暮らすのだ。悪いが、承知してもらう」

　晧月の声が耳に入ったとたん、琰里の胸には喜びが湧わいた。

「ここにいて、いいんですか？」

　震える声で確かめると、晧月が深く頷く。

「ありがとう……、ありがとうございます……うぅう」

　きちんと礼を言わなければと思うのに、涙が溢れて止まらなくなった。

　晧月は戸と惑まどったように、そんな琰里を見つめている。

「我らは狼。なのに、おまえは我らが怖くないのか？」

「怖く、ない、ですっ……、怖くなんか、ない……っ。だって、もふもふ、……もふもふ、気持ちいいし……ひっく……ひっく……ご、ごめんなさい……ひっく、嬉しくて……」

　琰里はしゃくり上げながら、必死に訴えた。

「そうか、怖くないか」

　晧月はそう言ったあと、躊躇ためらいがちに手を伸ばしてくる。

　腕を広げられたせつな、琰里は衝しよう動どう的に晧月の胸にしがみついた。

「ぼくには誰も……っ、は、母上は都にいらっしゃるけど、ぼ、ぼくは、厄やつ介かい者で……ずっと乳母と一緒にいて……でも、乳母が死んじゃって……、ひ、独りぼっち……は、さ、寂しい。もう、いや……、独りでいるのは、もういや……っ」

　涙が止めどなくこぼれてきて、晧月の胸を濡らしてしまう。

　でも晧月は厭いとう様子もなく、琰里を抱きしめてくれる。

「好きなだけ、ここにいればいい。子供たちはみんな、おまえのことが好きなようだ。一緒に遊びたいと騒さわいでいた。あれらはまだ変へん化げもできぬ。あと何年かは狼のままだが、それでもよいか？」

　宥めるように頭を撫でられて、琰里はこくりと頷いた。

「もふもふ、大好きだから……」

「なるほど、おまえは、もふもふが好きか」

　晧月は呆あきれたように言うが、頭を撫でる手つきは優しいままだった。

　そして晧月は、琰里が泣き止やむまでずっと抱きしめてくれていたのだ。
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「えんりぃー、あそぼー」

「えんりぃ、木切れを投げてぇ」

「えんりぃ、はやくぅ」

　真っ白な狼の子供たちが、次々に声をかけてくる。

　小さい子はまだ猫ねこぐらいの大きさで、少し大きな子でも小型犬程度。合わせて十頭の仔狼たちは、皆が新しい住人の琰里に夢中だった。

　何かといえば、琰里に遊んでもらおうとする仔狼たちは、期待で青い瞳を輝かせている。ふさふさの尻尾がぶんぶん揺れている様を見て、琰里は目を細めた。

「みんな可愛い」

　頰が自然とゆるんでしまう。

　けれども、その時、毅き然ぜんと口を出したのは、女官の蓉華だった。

「琰里様は、これから学問のお時間です。そなたたちはもう朝の分を終えたのですか？」

　じろりとひと睨にらみされ、仔狼たちはそろりそろりと後じさっていく。少し離れた場所まで行ったとたん、くるっと背を向けて逃げ出した。

「やばいぞ」

「早く逃げろ！」

　十頭の仔狼たちの姿はあっという間に消え失せた。

　可愛い姿が見えなくなり、がっかりしてしまう。

「さあ、琰里様、もう少し学習を続けましょう。あの子たちとはあとで遊ぶ時間を差し上げますから」

「はい、わかりました。よろしくお願いします」

　琰里は蓉華に教えられたとおり、丁寧に頭を下げた。

　晧月が王として治めるこの国は、今、春の盛りを迎えていた。

　人間の国と違って、広い国土はないとのこと。それでも王宮はかなりの大きさがあった。

　青い屋や根ね瓦がわらを載のせた三層の建物はたいそう美しく、どこを見てもため息が出るほどだ。

　この王宮で暮らしている氷ひよう狼ろう族はさして数が多くない。小さな子供たちが中心で、大人になった氷狼族は、この王宮を出て人間の世界で暮らしているのだという。

　それゆえに、残っているのは子供たちの世話と教育を受け持つ、蓉華のような女官たちだ。

　琰里は乳母から様々なことを習っていたが、蓉華はそれを引き継いでくれた形だった。

　教わることは多い。部屋中に山のように積まれた竹簡で、国の成り立ちや重要な祭さい儀ぎのことなどを学んでいく。読み書きはすでに苦労なくこなしていた琰里は、蓉華に教えられたことを砂地に水が染みるように吸収していった。

　仔狼たちは別の場所で、琰里より少し易しい内容の勉強を続けているらしかった。

　朝の座学を終えたあとは、晧月に剣けんなど武術の手て解ほどきを受ける。仔狼たちと遊ぶのは、鍛たん錬れんが終わったあとだ。その他、夜には琴ことや笛、舞まいなども習っていた。

「琰里、遠えん慮りよせずに打ち込んでこい。おまえは狼ではない。ゆえに、戦う牙きばも鉤かぎ爪づめも持っていない。剣の扱いぐらい覚えておかないと、いざという時に困るぞ」

　琰里は庭の一角で、晧月と向かい合っていた。

　堂々とした長身の晧月は淡い青の深しん衣い姿だ。白銀の長い髪を背中あたりで一つに結ゆわえ、手に木剣を持っている。

　仔狼たちも青い目をしているが、晧月の双眸は誰よりも澄みきっていると思う。

　背後から陽射しを受けているせいで、白銀の髪がいっそう輝いて見える。そして晧月の双眸は、美しい天藍石の色。

　見つめていると、いつもため息が出そうになる。

「お願いします、晧月様」

　琰里は丁寧に挨拶してから子供用の木剣を構えた。

　深衣では動きにくいので、丈の短い空色の上衣に、股またの割れた下衣を身につけている。

　艶つややかな金色の髪は、頭頂部で一つにまとめ、あとは華きや奢しやな背中に流している。

　小さな琰里では、晧月に敵かなうはずもない。でも教えられたとおり、全力でぶつかっていくだけだ。

「琰里、来い！」

「はい！」

　琰里は勢いよく晧月に向かって走り出した。

　晧月はだらりと木剣を下げたままだが、どこにも隙すきはない。だが今日こそは、せめて一ひと太た刀ちだけでも攻め込みたいと思う。

　最初にこの王宮に来た時、庭には雪が積もっていた。間近まで迫っている急きゆう峻しゆんな山々も、すべてが白一色だったけれど、今はもう季節が移って、桃とう林りんでは見事な花が咲いている。王宮を取り囲む城じよう壁へきの近くには、可か憐れんな花はな海かい棠どうも美しく咲き誇ほこっていた。

　桃林や、庭園の花々にはきれいな蝶ちようがひらひらと舞っている。穏おだやかに吹ふく風と、やわらかな陽射し。そんな中で、琰里は懸けん命めいに稽けい古こに励はげんだ。

　息が上がり、額に汗あせが浮かんだ頃、晧月から指示が飛ぶ。

「次は木剣ではなく、素す手ででかかってこい」

「はい、行きます！」

　木剣を置いた琰里は、元気な声を上げて晧月に向かっていった。

　体術も大切な鍛錬の一つ。でも琰里がいくら頑がん張ばっても、晧月は一歩も動かない。小こ揺ゆるぎもせずにその場で立っているだけだ。

　仔狼たちも体術の鍛錬を行っている。いくら軀からだが小さくても、皆ものすごく強いのに、晧月はいっせいにかかっていっても、いつも平気で立っているだけだ。

「さあ、もう一度だ」

「はい！」

　琰里は隙を狙ねらうように、少し工く夫ふうを凝こらして晧月に体当たりする。

　だが、うまく腰のあたりに飛びついたと思ったのに、次の瞬間、くるりと視界が回る。

「ああっ！」

　琰里の小さな身体はあっけなく空中に投げ出された。

　しかし、地面に落下する前に、同じ晧月の手で受け止められる。

「少し強く投げすぎたか。目を回さなかったか？」

　大人と子供なのだから、力は比べようもない。

　それでも琰里は晧月にあっさり抱き留められたことが恥ずかしかった。

「これぐらい平気です。受け身も練習してたのに……」

　我知らず抗こう議ぎすると、晧月はわざわざ端整な顔を近づけて間近から覗き込んでくる。

「おまえが痣あざを作ると、蓉華がうるさい。私も可愛いおまえに青痣ができているところは見たくないからな」

「ぼくは男の子なのだから、痣ぐらいできたって平気です」

　琰里はかっと頰を染めながら言い返した。

　晧月の迫はく力りよくに負けないように、懸命に青の双眸を見つめ返す。

　すると、しばらくして、我慢できないといった感じで晧月が笑い出した。

「ハハハ、そうか、琰里は男の子だったか……ハハハ」

「ひどいです、晧月様。もう下ろしてください」

　笑い続ける晧月に、琰里は唇くちびるを尖とがらせた。

　なのに晧月は琰里を抱いたままで、なかなか下ろしてくれない。

「おまえはほんとうに可愛いな。大きくなった時、どれほど美しくなるか、今から楽しみだ」

　晧月は何故かため息混じりで言い、そのあとようやく琰里を地面に下ろす。

　それを見計らっていたかのように、仔狼たちが駆け寄ってきた。

「たんれん、おわり？　だったらあそぼ、えんり」

「琰里ぃ、棒投げして遊ぼう」

　仔狼たちは、晧月と琰里をぐるりと取り囲み、我先にと頭を押しつけ甘えてくる。

　年長の子たちは、用意よく棒投げに使う木切れを咥くわえていた。

　棒投げは仔狼たちのお気に入りの遊びだ。

「はやく、はやくぅ」

「晧月様も投げてぇ」

「うんと遠くまで投げて」

　仔狼たちは群れの長おさである晧月にも、少しも遠慮しないで甘えている。

「よし、遠くまで投げてやるから、取って来い」

　最初に投げたのは晧月だ。膂りよ力りよくにものをいわせ、遥はるか彼方かなたの庭の奥を目め掛がけて棒を投げる。

　ダッと走り出したのは年長組。

　琰里は年少組のために、棒を投げてやる。

　琰里の力では遠くまで棒を飛ばせない。でも、小さな子にはちょうどいい距きよ離りだった。

　すかさず棒を咥えて戻もどってきた子の頭を、琰里はしっかりと撫でてやる。

「わふっ」

　仔狼は嬉しげに、千切れそうな勢いで尻尾を振った。

「それじゃ、今度は上に投げるよ？」

　掛け声をかけ、琰里は次の棒を空に向かって投げる。

「俺のだ！」

　一番に大地を蹴けって飛び上がったのは、祥しよう季きという名の仔狼だった。

　琰里が投げた棒を空中で、がふっと咥え、そのまま華か麗れいに軀を捻ひねって着地する。

「わあ、すごいね」

　猫にも負けない身ごなしで、琰里は思わず両手を叩いた。

　こうなると、他の子たちも負けてはいない。

「つぎはぼくぅ」

「だめぇ、おれのばんだって」

　自分が一番になりたい子たちは、闘とう争そう心を漲みなぎらせている。

　その可愛い姿を見ていた琰里は、胸が温かくなった。

　雪の中で崖から落ちた時を境に、寂しさが縁えん遠どおくなった。

　もふもふの子供たちが庭を駆け回り、誰よりも立派な晧月がいつも優しく自分を見守ってくれている。今までどこにも居場所のなかった自分を、晧月は受け入れてくれた。

　幸せで胸がいっぱいで、嬉しくてたまらないからこそ、涙が溢れてきそうになる。

「どうした、琰里？」

　いつの間にか晧月がそばまで来ていた。そして琰里のそばでしゃがみ込む。

　目線が同じ高さになると、晧月の端整な顔以外が見えなくなった。

　青の瞳でじっと見つめられると、さらに心の臓が高鳴る。

「なんでも……なんでもない、です」

　幸せなのに泣くなんておかしいから、琰里は必死で嗚お咽えつを堪こらえた。

「そうか」

　晧月は短く言って、また頭を撫でてくれる。

　優しい感触に琰里は胸を震わせながら微笑んでいた。

　仔狼たちは相変わらずまとわりついている。

　晧月と琰里が近い距離で仲よくしているのが気に入らないように、かなり本気で突進してくる子もいるほどだ。

「あっ！」

　今も一頭の仔狼に背中から突とつ撃げきされ、琰里はドンと前に倒たおれてしまった。

　もちろんすぐに晧月が抱き留めてくれる。

「おまえたち、少しは加減しろ。琰里はおまえたちとは違ちがうんだぞ」

　晧月はそう言って、琰里を抱いたままで立ち上がる。

　こうなると、もう仔狼たちにはどうしようもない。

「えんり、ずるいぃ」

「晧月様、琰里を取り上げるなんて、ひどいよ」

「もっとえんりに、すりすりしたいのにぃ」

　集まった仔狼たちは遠えん慮りよなしに文句を言う。

「仕方のないやつらだ。それなら、こうしよう」

　晧月は琰里を腕に抱いたまま、そっと腰をかがめた。

　そして、次の瞬間、突然変へん化げを始める。

「あっ」

　抱かれたままの琰里は驚きの声を上げたが、晧月が本来の氷ひよう狼ろう姿となったのは一瞬ののちだった。

　琰里を落としてしまわないように、地に伏ふせた姿勢だ。そして琰里は前肢の間にしっかりと収まっていた。

「わーい、晧月様が氷狼になられたぁ」

「わーい、こうげつさまぁ」

　仔狼たちは歓かん声せいを上げる。皆、晧月が自分と同じ姿になるのが好きでたまらないのだ。

「すごいなぁ、こうげつさま」

「えんりをだっこしたままだよ？」

　仔狼たちが大騒ぎする中で、白銀の氷狼となった晧月は前肢の間に抱いた琰里の頰をぺろりと舐める。

「ひゃあ、くすぐったいです」

「舐められるのはいやか？」

「ううん、いやじゃない」

　そう答えながら、琰里は何故か胸が熱くなった。

　仔狼たちは、氷狼となった晧月のまわりにしっかりとくっついている。

「よし、ぼくは晧月様の背中に乗るぞ」

「ええー、おれもー、おれもー」

　琰里を前肢で抱いた晧月に、皆がよじ登り始める。

　ただでは登らせないと、晧月は時々しなやかに軀からだを動かす。すると背中に前肢をかけていた子が、ころんと地面に落ちてしまうといった具合だ。

「やーん、おちたー。もういっかい」

「俺が一番だ」

　仔狼たちは我先にと、再び晧月の背中によじ登り始める。

　琰里は前肢でゆったり囲まれた体勢で、皆の様子を眺めていた。　>>>♥

　純白の被毛を輝かせている氷狼姿の晧月は、心の臓がどきどきするほど美しい。

　その高貴な氷狼王にまとわりついている仔狼たち。

　時折、仔狼に頭を蹴られたりするけれど、皆が戯たわむれる様を見ているだけで、ほっこりと胸が温かくなった。

　自分は独りぼっちじゃない。たとえ姿が違おうとも、仲間として認めてもらっている。

　そして、琰里にこの幸せをもたらしてくれたのは晧月なのだ。

「晧月様……」

　琰里は白銀の狼の胸によりかかる格好で、上を見た。

「なんだ、琰里？」

「なんでもないです。ただ、すごく幸せだなと思って」

「そうか、おまえはここにいるのが幸せか」

　優しい声で問われ、琰里はこくりと頷いた。

　天藍石のように澄みきった目でじっと見つめられる。

　そうして琰里の幸せな一日が過ぎていくのだった。
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　季節の移ろいは早く、琰里が青氷宮に来て一年ほどが経過した。

　女官の蓉華に様々な学問を、晧月に武の手て解ほどきを受ける。そして、仔狼たちに時折晧月も加わった状態でのもふもふを堪たん能のうする。

　琰里にとって、今の暮らしは何一つとして不足のないものだった。

　仔狼たちはただただ愛らしい。

　それに琰里自身は気づかぬことだったが、晧月に向けた憧あこがれは、最大のものに膨ふくれ上がっていたのだ。

　今まで琰里が愛情と呼べる感情を抱いだいたのは、ずっと会えずにいる母と、すでにこの世を去った乳母だけだ。

　一度も会ったことのない父や大勢いるらしい兄弟は、赤の他人と同じ遠い存在で、会いたいとも思わないし、懐なつかしいとも思わない。血の繫つながりで何かの感情を揺さぶられることなどありはしなかった。

　だからこそ、琰里の気持ちは全力で晧月に向くことになったのだろう。

　ただ一つ落らく胆たんしているのは、自分がどう頑がん張ばっても氷狼になれないという事実だった。

　もし何かの奇き跡せきが起きて、晧月と同じ狼の姿になれたら、どんなによかっただろうか。

　仔狼の年長組は、人の姿に変へん化げできるようになっていた。

　人間としての年格好は、三歳から十歳ぐらい。不思議なことに、女の子は一人もおらず、皆元気のいい男の子だった。

　そして年少組のほうも、あと何ヶ月かの内に変化を覚えるらしい。

　琰里は自由自在に狼になったり人間になったりする子供たちが、本当に羨うらやましかった。

　でも、年長組の子たちは、もうすぐ青氷宮を出ていくのだと聞いていた。

　氷狼族の大人はほとんどが人の世界で、人と同じように暮らしている。青氷宮で暮らすのは、人間の姿になれない幼きもののみだ。

　氷狼族の王である晧月は、結界をとおって人の世界と青氷宮とを行き来している。

　一年前に琰里と出会ったのは、その結界を偶ぐう然ぜん抜ぬけてしまった仔狼を連れ戻もどすためだったそうだ。

　迷子になったやんちゃな仔狼は祥季という名で、助けてくれた琰里に人一倍懐いている。

　氷狼族はさほど時間をかけずに自分自身を治ち癒ゆする力を持っている。だから、琰里がやったことなど本当は必要なかったのだが。

　ともあれ、年長組の子たちとの別れが近づいていた。

　結界をとおり抜けるには特とく殊しゆな《力》が必要で、子供たちだけではそう何度も行き来することは叶わない。だから一度青氷宮を出ていくと、完全に大人になるまで戻ってこられないのだ。

「琰里、大人になったら必ず戻ってくるからね」

「そしたら、また一緒に遊ぼうね」

　年長組の子たちは人間と同じ姿になって、長椅子に座った琰里を取り囲む。

　まわりには、まだ変化ができない純白の仔狼たちが控ひかえていた。青い目をきらきらさせているのは、年長組への憧れと羨ましさのなせる業わざだ。

「みんなに会えなくなるのは寂しいね」

　しんみりした声を出すと、年少組の仔狼たちがいっせいに琰里の膝ひざに乗り上げてくる。

　中には肩まで上ってきた子もいて、ふさふさの尻しつ尾ぽを振りながら頭を擦こすりつけてきた。

　皆、琰里に懐いているから慰なぐさめてくれようとしているのだ。

　琰里はその子たちを優しく撫でながら微笑んだ。

「ありがとう。大きい子たちも小さい子たちも、みんな大好きだよ」

「クゥン」

「えんりぃ」

　そして人の子の姿になった年長組は、何故か顔を見合わせている。

　何か言いたいことがあるらしいが、琰里にそれを明かすかどうか躊躇ためらっている様子だった。

「どうしたの？」

　不思議に思って問いかけると、祥季が意を決したように琰里に向き直る。

「琰里も俺たちと一緒に来ればいいんだよ」

「祥季、でも、そしたら琰里は二度とこの青氷宮には入れなくなってしまうだろ。小さい子たちが寂さみしがる」

「うーん、そうなんだけどさ。俺たちだって琰里に会いたいし」

「えんりにあえなくなるの、やだよ」

「やだやだ」

　祥季の言葉を発ほつ端たんに、皆がすごい勢いで話し始める。琰里にはわからないことだらけだ。

「ねえ、待って。はっきりさせたいんだけど、ぼくも一緒に行けるけど、結界をとおれるのは一回だけだから、ここには二度と戻ってこられなくなるってこと？」

「うん、そうだよ」

　琰里の問いに答えたのは、祥季だった。

　見かけは琰里より上で、十歳ほど。禁じられている結界抜けをやっただけあって、他の子より身体も大きく、逞たくましさを感じる。人の姿の今は、髪も目も黒くなっていた。

　琰里は考え込んだ。一瞬、祥季たちと一緒に行きたいと思ったけれど、小さい子たちの顔が見られなくなるのはいやだ。

　それに一番気になるのは晧月のことだった。

「晧月様は？　みんなは人の世界へ行ったら、晧月様と同じところに住むの？」

「違うよ。みんな住むところはばらばらかな。基本的に親のところへ行くから」

「親？」

　琰里はきょとんとなった。

　今までこの子たちに親がいるという考えがなかったのだ。

「俺の親父おやじは宮殿勤めだから、俺もいずれは跡あとを継いで晧月様に直接お仕えすることになると思う。でも、親が他の国に住んでる奴は、晧月様に拝はい謁えつできるのはずいぶん先になるだろうね」

「うん、すべての氷狼族は晧月様に従っている。忠誠を尽くすのは同じなんだけど、色々役割があるからな。他国に住んでいる者も多いんだ」

　初めて聞かされる話に、琰里は驚きを隠せなかった。

　祥季は他にも説明してくれる。

　氷狼族の長である晧月は、人の世界で青せいという国を治めているのだという。その中で氷狼族の者は普ふ通つうの人間に紛まぎれて、王である晧月に仕えている。また他の国々にも多くの氷狼族がおり、人とは交わらずに狼姿のまま野山で暮らすものもいるという話だった。

「それじゃ、ぼくが結界を抜けても一緒にいられるかどうかわからないんだね」

「晧月様にお願いすればいいんじゃないかな。琰里は俺の命の恩人だし、俺の親のところへ来ればいいだろ」

「うん、ぼくは祥季のご近所だから、会いにいける」

「あ、俺も」

「あー、俺は駄目だ。親は他国だから」

　結局のところ、五人の内、近くに家があるのは三人だけだった。

「だめぇ、えんりはぼくたちといっしょにいるのぉ」

「そうだよ、ぬけがけきんしー」

　仔狼姿の年少組はここぞとばかりに言ってくる。

　みんなに好かれていることがわかって、琰里は嬉しかった。

　でも、ふと気になることがあって、再び口を開く。

「ねえ、ここに残る子たちも、あと何ヶ月かで変へん化げするようになるんだよね？　そのあとは？　次に生まれてくる子たちは、ここに集まってくるの？」

　琰里がそう訊ねたとたんだった。

　年長の子も年少の子も皆が不自然に黙だまり込む。

　琰里が首を傾げると、代表の祥季がその謎なぞを明かしてくれた。

「次の仔狼が生まれるのは、ずっと先になると思う。十年先か、二十年先？　俺たちが番つがいを見つけてからになるかも」

「そんな……っ」

　琰里は息をのんだ。

　自分にはまだよくのみ込めない氷狼族の慣習。けれども、この青氷宮に残ることを選んでも、そう遠くないうちに自分は独りになってしまうのだ。

　子供たちがいなくなれば、晧月はどうするのだろう？

　もしかしたら、晧月がここへ顔を出すのは、子供たちがいる時だけなのではないだろうか？

　もし、晧月さえもいなくなってしまうのだとしたら、次の子供が生まれるまで、自分はここで何をして待っていればいいのだろう？

「琰里、脅おどかしちゃったみたいでごめんな」

「祥季、ぼくは……」

　震え声を出すと、仔狼たちを押しのけて、祥季が隣に並んで座る。

「俺、いいことを思いついた」

「何？」

「なに？」

「なに、なにぃ？」

　琰里に続き、他の子たちもいっせいに問い返す。

　祥季は偉えらそうに胸を張ってから、おもむろに告げた。

「琰里は晧月様の番になればいいんだよ。そしたらいつだって結界を抜けられるしな」

「番？」

　言われた言葉に、琰里は呆ぼう然ぜんとなった。

「えっ、でも琰里はまだ子供だろ？」

「牝めすじゃないし、いいの？」

「馬ば鹿か。子供だっていいんだよ。番になる約束をすればいいだけなんだから」

「おまえ、知らないの？　俺たちは普通に牝を探すけど、晧月様は特別だもん。人の子とか牡おすだとかは関係ないんだ」

「えー、そうなの？　だったら、えんりはこうげつさまのつがいになるのがいちばんだね」

「そしたら、琰里はそのうち王おう妃ひ様になるのかぁ。うん、いいかも。琰里きれいだから、晧月様の隣にいても見み劣おとりしないね」

「うん、えんりがこうげつさまのつがいになるの、うれしいぃ」

　子供たちと仔狼たちは一いつ緒しよになって騒さわいでいる。

　けれども、取り囲まれた琰里は心の臓をドキドキさせるだけだった。

　晧月様の番になる？

　本当に、そんなことができるのだろうか？

　今は想像さえつかない。でも琰里は頰が熱くなるのを止められなかった。




　　　　†




　それからしばらくして、年長の仔狼たちとの別れが間近になった日。

　琰里は晧月の部屋へ行くように命じられた。

　蓉華に手伝ってもらい、刺し繡しゆうがたっぷり施ほどこされた薄うす紅べにの深衣をまとう。帯にも金糸が多用され、髪に簪かんざしまで挿さすという徹てつ底ていぶりだ。

　普段と違う姿になった琰里は、これが特別なことなのだと自覚した。

　話があると言われたが、いったいなんだろう？

　一番恐ろしいのは、ここを出ていけと命じられることだった。

　みんなに会えなくなる。中でも、晧月に会えなくなるかもしれないと、ほんの少し想像しただけで、胸が張り裂さけそうになる。

　悪い想像で気分も沈しずんだまま、琰里は晧月の部屋へと到とう着ちやくした。

　青氷宮は美しい宮殿だ。一つ一つの部屋がきれいに整えられているが、主あるじである晧月の部屋はその中でも特別だった。

　晧月は奥に設けられた席にゆったりと腰かけている。

　白銀の髪を持つ晧月は、優美な濃のう紺こんの深衣をまとっていた。身につけた飾り物は少ない。けれども、端整な顔立ちの晧月は、誰よりも美しく立派に見える。

　このまま目が痛くなるほど見つめていたい。

　琰里はそんな衝しよう動どうに駆られたが、懸命に前へと進んだ。

「晧月様、お話があると伺いました」

「うむ、おまえもここに座れ」

「はい」

　琰里は勧められるまま、晧月の隣にちょこんと腰を下ろす。

　晧月はそのあとしばらく無言で琰里の様子を見つめていた。

　何故だか自然と頰が染まっていく。

　晧月ほど美しい男の人は見たことがない。

　その晧月に見つめられていると思っただけで、心の臓が高鳴った。

　それも、皆が晧月の番になれなどと言い出したせいだ。

　そんな夢みたいなことが起きるはずもない。自分はただの人の子なのに。

　しかし、高こう揚ようしていた気分は、他ならぬ晧月によって低下させられることになった。

「琰里、おまえの母が会いたがっている」

「え？」

　琰里はきょとんと目を見開いた。

　話が母親のことだとは、想像さえしていなかった。いったいどうして、この場所で母の話が出てくるのかも、まったくわからなかった。

「おまえの母親は陶国の都にいる。隠してもためにならぬと思うから、はっきりと告げよう。重い病に罹かかって、もう長くは保もたないそうだ」

「母上が、病……」

「琰里、母上に会いたいか？」

「母上に？」

　琰里はそうくり返すだけだ。

　母は、すでに遠い存在だった。今ではもう顔さえ朧おぼろになったほどだ。

　会えなくなってから、どれほど経っただろうか。

　二年？　いや、自分はもう七歳になったから、三年は顔を見ていない。

　動どう揺ようする琰里に、晧月は再び訊ねてくる。

「琰里、母上に会いたいか？」

　じっと顔を覗き込まれ、琰里は無意識に頷いた。

「はい。母上にお会いしたい」

　ぽつりと答えた時、今まで忘れていた母への思し慕ぼが膨ふくらんでくる。

　晧月は琰里から距きよ離りを置くように、居住まいを正した。

　しかし、表情がかすかに曇くもっている。

　手を伸のばせば充じゆう分ぶんに届く距離なのに、何故かものすごく晧月が遠くなった気がして、琰里は眼まな差ざしを揺らした。

「琰里、おまえをここに連れてきたのは私だ。雪の中におまえを放置するわけにはいかなかった。近くの村まで連れていくぐらいはできたのだが、状じよう況きようはあまりよいものではなかった。おまえを送っていた男は、おまえが雪の中へ勝手に飛び出していったから、もう死んでしまっただろうと報告した。知らせを受けた者は、ご苦労だと言ったきりで、おまえを探そうとはしなかった。むしろ厄やつ介かいなことを回かい避ひできて喜んでいたとのことだ」

「そうですか。でも、そうだろうなと思います。乳母が亡くなってからは、ぼくのことを気にかけてくれる人は誰もいませんでした」

　琰里は静かに答えた。その件に関しては、悲しいとも寂しいとも思わない。

「それでも、人から人へと、おまえが行方ゆくえ不明になったことは伝えられていった。最終的にはおまえの母にも伝わったはずだ」

　母上は、ぼくが行方不明になったと聞いて、悲しんでくださったのだろうか？

　琰里はふと疑問に思ったが、そのあとゆっくり首を左右に振った。

　わからない。そうだといいなとは思うけれど、本当のところはわからない。

「ぼくは母上の顔をほとんど覚えていません。ずっと離れていたので」

　琰里がそう言うと、晧月は深い息を吐はく。

　そのあと、すっと手を伸ばして琰里を抱き上げた。

「あ」

　琰里が下ろされたのは、晧月の膝ひざの上だ。

　恥ずかしさで真っ赤になるが、晧月は何故か悲しげに見つめてくる。

「人の子であるおまえを、この地に招き入れたのは、あまりよいことではなかった。しかし、私にはおまえをあのまま放置しておくことはできなかった」

「ぼくはここにいられて嬉うれしかった。すごく幸せで……」

　しんみりした調子の晧月に、琰里は必死に訴えた。すると曇りがちだった晧月の表情が僅わずかに明るくなる。

「おまえにそう言ってもらうと、少しは良心の呵か責しやくがましになるな」

「晧月様？」

「おまえは子供たちにも好かれているし、私自身もおまえのことは気に入っている。だが、いつまでもおまえをここに縛しばりつけておくのはよくないことだ。やはりおまえは人間の世界に帰すべきだろう」

「えっ」

　琰里はどきりとなった。

　言われた言葉が頭に入るにつれ、顔が真っ青になってしまう。

　その様子を見た晧月は、宥めるように頭を撫でてきたが、不安が解消されることはなかった。

「琰里、おまえを母親のところへ帰そう。病に効く薬も持たせる」

「ま、待って、晧月様！　母上には会いたいです。でも、そのあと、ここに戻ってきてはいけないんですか？」

　琰里は焦あせり気味に問い返した。

「琰里、おまえは氷狼族の子ではない。人の子を結界の中に迎え入れるのは、一度のみなら許される。だが一度ここを出ていけば、二度と戻ってくることは叶わない」

「そんな……っ。でも、晧月様には？　……晧月様にも会えなくなっちゃうんですか？」

「そうだな。おまえとは会う機会もないだろう」

　淡々と返されたせつな、涙が溢れ出した。

「いや……っ、そんなのいやだ！　晧月様に会えなくなるなんて、いやっ！」

　琰里は必死に晧月の胸に縋すがりついた。

　そして泣きじゃくりながら訴える。

「ぼ、ぼくは……晧月様に……っ、あ、会えなくなるなんて、いやです。いや……。お願いです。ぼくは……、晧月様、から……、は、離れたくない……っ」

　琰里はぼろぼろ涙をこぼしながら、広い胸にしがみついた。

　宥めるように抱きしめられても、そんなことでは誤ご魔ま化かされない。

　このままでは二度と会えなくなってしまうのだ。

「お願いです。い、いつか、戻ってきても……戻ってきてもいいって、言ってください……なんでも言うことを聞きます。晧月様にお会いできるなら、ぼくはなんでもします。だ、だから、お願いです……っ、ぼ、ぼくは、晧月様が……ううっ、うく……うぅ」

　あとはもう言葉にならなかった。

　絶対に離れたくないとの決意だけで、晧月に抱きついているだけだった。

　晧月は泣きじゃくる琰里をただ抱きしめているのみだ。

　そうして涙も涸かれ果てた頃、ようやく晧月は口を開いた。

「琰里、そんなにここへ戻ってきたいか？」

「……はい……」

　琰里はこくりと頷いた。

　涙で曇って、晧月の顔がはっきりしない。それでも、必死に見つめ続ける。

「ならば、一つだけ方法がある」

「教えてください！　その方法を教えてください！」

　琰里はすかさず叫んだ。

「おまえが望むようなことではないと思うが」

　晧月は何故か自じち嘲よう気味に言う。

「それでも教えてください。ぼくは晧月様に会えなくなるのはいやだ。だから、どんなに難しいことでもいい。教えてくだされば、頑張ってそれをやり遂とげたい」

　琰里の必死さが伝わったのか、晧月は一つ息を吐く。

　そして、琰里の顔をじっと見つめて、その方法を明かした。

「人の子であるおまえは結界を行き来できない。だが、おまえが私の番つがいとなるなら、出入りは自由になる」

「番？　……晧月様、の？」

「そうだ。子供たちも何やら騒さわいでいただろう」

　晧月は頰をゆるませながら言う。

　子供たちがそんな話をしていたのは、何日か前のことだ。

　やり取りを思い出した瞬間、琰里は真っ赤になった。

「で、でも、ぼくは男……お、牡おすなのに……番になれるんですか？」

「ああ、問題はない。我らの種族は特とく殊しゆだ。人とは営みが違う。特に私自身はな」

　謎なぞめいた言葉だったが、琰里は急に羞しゆう恥ちが湧いて、それどころではなかった。

　二度と会えなくなるかもしれないと思っていたのに、新しく道が拓ひらけたのだ。

　もじもじと恥ずかしがっている場合ではない。

「ぼく、晧月様の番になります。番にしてください！」

　琰里は羞恥を堪こらえ、必死に口にした。

　そして真剣であることをわかってもらおうと、懸命に青の瞳を見つめ続ける。

「おまえはまだ子供。ゆえに何年か先のことになる。それと、おまえを番にすると決めても、おまえがその約束を覚えていられるかどうかはわからない」

「どういうことですか？」

　雲行きがおかしくなり、琰里は思わず問い返した。

「ここを出て行く時におまえの記き憶おくを封ふうじる。それは変えようのない決まり事だ。過去、何人かの人間が結界内に迷い込んできた。その者たちを帰す際、ここで見聞きしたことをすべて記憶から消した」

「それじゃ、ぼくは晧月様のことも忘れちゃうんですか？　そんなのいやだ……忘れたくない」

「子供たちはまだ知らなかったのだろう。だが、これは私でもどうにもならぬ決め事なのだ」

　琰里の目からは再び涙が溢れ出した。

　泣き声は立てなかった。ただ無言で涙を流し続けるだけだった。

「琰里……私はこの一年、おまえの笑顔に癒いやされてきた。可愛いおまえの成長を見守るのが楽しかった。外の世界では色々と面めん倒どうなことが起きている。国を守っていくにも色々と苦労がある。おまえの可愛い笑顔は、その労苦を忘れさせてくれた」

「晧月、様？」

　そっと名前を呼ぶと、晧月がしっかりと抱きしめてくれる。

「琰里、私はおまえを番にすることを望んでいる。おまえもそう望んでくれるなら、きっと光明が射すはずだ。私はおまえの記憶を封じなければならない。だが、いつか私のことを思い出してくれ。そして、私を思い出した時に、まだおまえが私の番になりたいと望むなら、その時こそ、おまえを唯ゆい一いつ無二の我が番としよう」

　真しん摯しな言葉を、琰里はゆっくり反はん芻すうした。

　晧月は、自分が可か哀わい想そうだからという理由ではなく、本当に番として望んでくれるのだ。

　それなら、もう自分にできることは決まっている。

「晧月様、ぼくはいつか、絶対に晧月様のことを、ここで出会った氷狼族のことを思い出します。絶対に、思い出しますから！　だから、ぼくが思い出した時、晧月様の番にしてください」

　琰里ははっきりと言い切った。

　視界はまだ涙で曇くもっていたけれど、晧月が微笑んでくれたのは、はっきりとわかった。

「琰里、これをおまえに渡わたしておこう。手を出すがいい」

　琰里は晧月に言われるままに、左手を差し出した。

　晧月はいつの間に手にしていたのか、青く光る腕うで輪わを持っていた。

　その腕輪が、するりと琰里の細い手にとおされる。

「これはおまえを守ってくれる腕輪だ」

　晧月がそう言ったとたん、何故か腕輪が肌はだに貼はりついた。晧月の言葉に反応するように、腕輪が勝手に縮んだのだ。

　手首にぴたりと収まった腕輪は、二度と外せないように思う。

「晧月様の瞳の色と同じ……」

「ああ、これは天てん藍らん石を私の力で硬こう化かさせたものだ。しかるべき時がくるまで、外れることはない。そしてこの腕輪は、おまえに向けられた害意を撥はね除のける。これを身につけている限り、傷つけられることはない」

　琰里は細い腕に塡はめられた腕輪を、そっと撫でてみた。

　ひんやりした宝玉なのに、何故か温かく感じる。

「ぼくを守ってくれる腕輪なんですね？」

「ああ、そうだ。そして、もう一つ、おまえに呪まじないを施ほどこしておこう。おまえが大人になった時、私のことを思い出せるように」

「思い出せるように？」

　訊たずね返した琰里を、晧月は青の瞳でじっと見つめてくる。

　美しい顔が間近にあって、胸がどきどきした。

「琰里、我が番。これが約束の印だ」

　晧月は低く囁ささやいて、琰里の顔を引き寄せた。

「んっ」

　唇くちびるに温かなものが押しつけられる。

　蕩とろけるような甘さに、琰里はうっとりとなった。

　大好きな晧月にしっかりと抱きしめられて、口づけられている。

　この上ない幸せに浸ひたりながら、琰里の意識は薄れていった。




　　　　†




　青氷宮の前で、十頭の仔狼たちがずらりと横並びになっている。

　氷狼族の王、晧月が人の姿で横抱きにしているのは、まだ幼い少年だった。

　深い眠りにつき、少年は目覚める様子もない。

　横並びになった仔狼たちは、晧月と少年が結界の向こうに姿を消すまで、じっと動かずに見送っていた。　>>>♥
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「琰里様、そろそろお支し度たくを」

　担当女官にそう声をかけられて、朱琰里は小さくため息をついた。

　宰さい相しように呼び出されているので、表の宮殿まで行かなければならない。

　琰里の身分は陶国の皇子。たとえ末まつ端たんの三十番目の皇子であっても、それなりの格好をしなければならなかった。

　昨年十五歳の成人となり、母がいる後宮を出て独立することになった。

　だが琰里に与あたえられたのは、皇城の片かた隅すみにある、宮殿とは名ばかりの小さな建物だ。仕える者も女官が一人と下働きの者が三人ほど。それゆえ常に人手不足で、狭せまい庭は荒あれ放題といった有様だ。

　しかし、後ろ盾だてもなく、誰にも顧かえりみられることのない皇子でも、多少は使い道がある。

　それは人ひと質じちとして他国へ赴おもむくことだった。

　宰相に呼び出されたのは、おそらくまたその話だろう。

　女官に手伝わせ、琰里は格式のある深衣に袖をとおした。朝ちよう廷ていから支給されるお金はごく僅わずかで、新しい装束など用意できない。なので母の古い深衣を仕立て直したものだ。

　白地に金糸を散らした深衣に、暗紅色の帯を合わせる。艶やかな金色の髪は頭頂部で軽くまとめて華奢な背中に流している。小さな髷まげに金の棒状の簪かんざしを二本挿さしただけで、帯まわりの装そう飾しよく品もごく僅か。天藍石の腕輪をしているが、これは袖に隠れて他の者には見えていない。

　全体に華はなやかさとは縁えんのない格好だが、琰里は、美しいと評判だった母の面おも影かげを継ついでいる。

　その母は、さる王朝の皇女だったそうだ。とっくに滅ほろびてしまった国だが、陶国の後宮入りをする際にはそれなりに身の回りのものを調えてきたという話だ。しかし母が所持していた財宝などは、元臣下が国を再興するためと幾いく度ども無心をくり返し、ほとんど手元に残っていない。

　数年前に病を得て以来、皇帝の寵ちよ愛うあいも完全に遠のき、母は後宮の隅すみで息を潜ひそめるように暮らしている。せめてこの宮に母を引き取って、手ずから看病したいところだが、後ろ盾を持たぬ琰里には、それも難しい話だった。

　幼い頃、琰里は何年か、後宮から外へ出されていた時期がある。

　陶国皇帝は百人以上の側そく妃ひを持っていたが、琰里の母はその中でも一、二を争う美び貌ぼうだったという。寵愛を受ける側妃が子を成せば、たとえそれが三十番目でも命を狙ねらう対象になる。

　そしてもう一つの理由が、母の生国の件だった。元の家臣たちは国を再興するために旗印を必要としていた。琰里の母以外は王家の血筋が絶たれていたため、唯一残った琰里に目をつけたのだ。

　国はすでに滅びた。戦乱が続く世で、それはもはやどうしようもないことだ。無理に国の再興を望めば、また無む駄だに民の血が流されるだけだ。

　母は元の家臣たちに希望を与えないために、泣く泣く琰里を隠したのだという話だった。

　琰里は四歳の時、乳母に連れられて後宮を去り、その後、あちこちに隠れ住んだ。そして乳母が亡くなったあと、母のもとへ戻もどったのだが、実を言うと最後の一年ほどは記き憶おくが欠落している。

　村から都へと戻る途中、琰里は雪の中で行方ゆくえ不明になり、死んだものとされていたのだ。

　しかし一年余り経ってから、琰里はひょっこりと帰ってきた。しかも誰の付き添そいもなく、たった一人で。

　普通なら、怪あやしまれても仕方のないことだったが、その当時、母は病が重く、後宮でも忘れられた存在となっていた。ゆえに、必要以上に前後の事情を探さぐられることもなかったのだ。

　──愛しい、琰里。ああ、無事に戻ってくれたのですね。今まで一緒にいてあげられなかった母を許してね。

　再会した母は、琰里の手を握って涙をこぼした。

　──母上……？

　琰里は混乱の極きわみにあった。乳母が亡くなり、雪の中で遭そう難なんしかけたことは覚えていたけれど、次に気づいた時は母の枕まくら元もとだったのだ。

　──そなたが行方不明になったと聞かされて、どれだけ悲しかったことか。そなたを手放さなければならなかった力のない母を許して。

　病でやつれた母の顔が、朧おぼろ気げだった記憶に重なる。

　──母上、なのですね？　ずっとお会いしたかったです、母上。

　琰里はそう言って、母にしがみついた。

　母の体温を感じた時に、琰里はようやく子供らしい気持ちを取り戻したのだ。

　命が危あやぶまれていた母は、その日を境に持ち直した。琰里が所持していた薬のお陰だった。

　自分が何故そんなものを持っていたのか、琰里自身は何も覚えていなかったのだけれど。

　──琰里、そなたのお陰です。ありがとう。

　寝台で上体を起こした母は血色もよくなり、きれいに微笑んで見せる。

　これで何もかもよくなる。

　琰里はそう思っていたのだが、試練はすぐにやって来た。

　陶国の三十番目の皇子。名ばかりのその身分を、放っておかない者たちがいたのだ。

　母譲ゆずりのきれいな顔立ちに目をつけたのは、宰相をはじめとする重臣たちだった。

　人質として他国に売り払えば、陶国の利になる。

　母はもちろん大反対してくれたけれど、病は全快したわけではない。

　琰里が持っていた薬で病状がよくなったものの、高額な薬を飲み続ける必要があったのだ。

　──琰里様、母上のことをお考えください。琰里様が人質のお役目を立派に果たしてくだされば、母上の薬はこちらで用意しましょう。あれは普通の者には手が出ない代しろ物ものです。しかし琰里様が言うことを聞いてくだされば、なんとしても手に入れます。

　母の薬を盾たてにされては、どうしようもなかった。

　そうして琰里は、母と再会してまもなく、遠い国へとやられたのだ。

　その国の王は恥はずべき性せい癖へきを持っており、さっそく琰里を閨ねやに呼びつけた。しかし、無理やり手込めにしようとしたのだが、失敗に終わる。不思議なことに、好色な王は琰里に触れることさえ叶わなかったのだ。

　もちろん王は激げき怒どした。だが身体に加えられる暴力はすべて届かない。琰里は不思議な力で守られたように、傷つくことがなかった。

　役に立たない子供はいらない。

　それで琰里はその国で数ヶ月を過ごしただけで、陶国へと帰された。

　その後半年ほど、後宮の隅で母と二人でひっそりしていたが、再び人質に行けと命じられた。

　母は悲しげに泣くだけだった。

　──わたくしさえいなければ、そなたにこんな思いをさせることもなかったのに……。

　──母上がお元気でいてくだるだけで、ぼくは嬉しいですよ、母上。そのうち帰ってきます。だから、お身体を大切に、待っていてくださいね。

　琰里はにっこり笑って、涙をこぼす母を慰なぐさめた。

　あとは同じことのくり返し。

　そうして琰里は陶国と他の国々を行き来しながら成長したのだ。

　身体が傷つけられることがなくとも、精神的な苦痛は感じる。だが、それも年月が経つほど、自分の殻からに閉じこもることによって回かい避ひする術すべを身につけた。

　琰里の中にはたった一つの思いがあるだけだった。

　ぼくには、戻らなければならない場所がある。そこにはぼくを待ってくれている人がいるはずだ。

　いつの頃からか、そんな思いに駆かられるようになったのだ。

　後宮にいる母ではなく、誰かが自分を待っている。

　だから、その人のいる場所へ辿たどり着けるまで、何があろうと挫くじけない。自分を待ってくれている人に会えるまで、何があっても耐たえ抜ぬくだけだ。

　早く会いたい。

　早く、会いたい。

　琰里は細い手首に塡はまった天てん藍らん石の腕輪に触れながら、いつもと同じ焦しよう燥そうに駆られていた。

　胸を焦こがすようなこの思いが、いったい誰に向けられたものなのか。

　いったいどこへ行けば、その人に会えるのか。今は何もわからなかった。

　でも、琰里はその思いだけを胸に、むなしい年月を耐えてきたのだ。

「お呼びと伺い、まいりました」

　琰里は宰相の前で、軽く頭を下げた。

　たとえ三十番目だろうと、皇子である琰里のほうが一段上に設けられた座についている。

　黒の深衣を着て[image: ]ぼく頭とうを被かぶった宰相は、形ばかり頭を下げ、そのあと琰里と目が合うとにやりと笑った。

「これは、琰里様。わざわざお越しいただきまして、申し訳ございませぬ。噂うわさに違たがわず、琰里様は本当にお美しくなられましたな。母上も他国まで評判が轟とどろくようなお方でしたが、琰里様もますますそのお母上に似てこられた」

　琰里は太った宰相の追従を、右の耳から左へと聞き流した。

　陶国の宰相は次々に代わる。こういった形で宰相という男と会うのは何回目になることか。しかし、どの宰相もさして変わったことは言わない。

　琰里の母の美び貌ぼうを褒ほめ称たたえ、母に似てきたと言うだけだ。

「それで琰里様にはまことにご苦労をおかけするのですが、こたびは青国皇こう帝ていより、強い要望がございまして、彼の地へ行っていただきたいのです」

「青国へ、ですか？」

　琰里はかすかに首を傾げた。

　青国は陶国の北西に位置する国だ。

　陶国と国境が接している国は十以上あって、常に熾し烈れつな領土争いをくり返していた。

　数多い国々は、その時々の利害によって同盟を結ぶ。しかし人質などを送ったところで、その同盟は国の都合によってすぐに破は棄きされる。そして、また別の国と同盟を結び直す。また破棄される。

　どの国も似たようなことを延々とくり返していた。

　だが、青国が他国と結んだとは一度も聞いたことがない。陶国に限らず、他の国々が青国に戦いくさを仕し掛かけることもなかった。

　青国にだけは手を出さない方がいい。

　そんなふうに認にん識しきされている国ゆえに、どうしてここで名前が出るのか不思議だった。

「琰里様もご存じのように、青国はさほど大きな国でもないのに、国軍は最強だといわれております。まあ、あくまで噂であって真実のほどはわかりませぬ。むしろ弱い軍をかかえているからこそ、話を大きくしているだけかもしれませんが」

　宰相は皮肉っぽい口調で言う。

　陶国から見れば、青国など取るに足りない。そう思っていたいのだろう。

「それで、私はどのようにすればよいのですか？」

　琰里はこの会見を早く終わらせたい一心で、話の続きを促うながした。

　宰相は太った身体を揺すり、ずいっと膝ひざを進める。

「されば、でございます。青国皇帝は、琰里様を正せい妃ひとして迎えたいと言ってきました」

「私を正妃に？　何かの間違いではないですか？」

　琰里は眉まゆをひそめて問い返した。

　しかし宰相は、首を左右に振ふる。

「いやいや、間違いではござらぬ。琰里様の美貌は天下一との噂も広まっております。そこに惹ひかれたのでございましょう」

「でも、私は男です。正妃になどなれません。何かの間違いでしょう」

「いやいや、そこは我らも確かめました。ご安心くだされ。青国皇帝は琰里様が男であってもかまわぬ、ぜひとも正妃としたいと、強く望んでおられます」

　宰相の顔には下げ卑びた笑みが浮かんでいた。

　青国皇帝が男を正妃に望むことを蔑さげすんでいるのだろう。もしかしたら、目の前の琰里が皇帝に手込めにされる姿を想像しているのかもしれない。

　成人になったとはいえ、琰里はまだ十六歳。だが、権力者が醜みにくい欲望に駆られた姿を、いやというほど見てきた。

　宰相がここまで言うからには、青国皇帝は本気で琰里を正妃に望んでいるのだろう。

　どのようなつもりかは知らないが、ただの人質ではなく正妃の座を投げ与えるとは、気前のいい話だ。

「どうしても行かねばなりませんか？」

「陶国には敵が多い。そんな中で青国に睨にらまれては、国が滅ほろんでしまう恐れもあります。何しろ青国皇帝は化け物という噂もあって」

「化け物？」

「あ、いや、単なる噂ですよ。青が強国なので、皇帝はきっと化け物なんだろうと。ははは、単なる噂です。噂……ははは」

　宰相はいくぶん顔色を悪くしている。

　無理して笑っているようにも見えて、不安が増した。

　琰里が黙り込んでいると、宰相はふと真顔に戻り、がばっと床にひれ伏す。

「お気の進まぬことでしょうが、琰里様には曲げて、ご承知いただきたい。お母上のことは、どうぞ、ご心配なきように。こちらで手厚く看病させていただきます。陶国を救うと思おぼし召めし、何なに卒とぞ。このとおりでございます」

　つまり、断れはしないということだ。

　琰里は胸の内でため息をついた。

　先ほどは、青など取るに足りぬ国だと言わんばかりだったのに、宰相は明らかに恐れている。

　それでも琰里が沈ちん黙もくを守っていると、今度は再び如じよ才さいない態度に変わった。

「琰里様、陛下も殊ことの外お喜びで、支し度たくを充じゆう分ぶんに調ととのえよとのご下命です。今まで琰里様には幾いく度どとなくこの国を助けていただきました。ですが、こたびは琰里様のお幸せにもなること。どうか、よいお返事をなされませ」

　父帝の名まで出され、琰里は笑ってしまいそうだった。

　生まれて一度として顔を見たことがない。琰里にとって父帝は、赤の他人より遠い存在だ。

　琰里は無意識に、左手の腕輪に触れた。

　自分は何かに守られている。

　青国の皇帝は本当に化け物なのかもしれないが、いつものように傷つけられることはないはずだ。

　そして自分を待つ誰だれかに会えるまで、我が慢まんするしかない。

　琰里は一つ息をつき、宰相を見み据すえた。

「わかりました。青国へまいります」

　そう答えたとたん、宰相は破顔した。

「いや、よかった。助かりましたぞ。さすがはご聡そう明めいな琰里様だ。わはは、これで我が身も安あん泰たいというもの。青国に睨まれては敵かないませんからな、わはは」

　結局のところ、宰相が強くこの話を勧めたのは、自分の身が可愛いからだろう。

　しかし、その宰相はひとしきり笑ったあとで、思わぬことを言い出した。

「ところで琰里様、言い忘れておりましたが、こたびの婚こん姻いんで、琰里様にはもう一つ重要なお役目がございます」

「重要な役目？」

「はい。これは陛下ではなく、太子様よりのご命令です。青国の弱点、特に化け物と言われている皇帝の弱みを、なんでもよいから見つけ出せとのこと。時機を見て、こちらより便りを差し上げますゆえ、お心にお留めおきください」

「でも、私はなんの力も持っていません。無理です」

　琰里は強く首を振って否定した。

　しかし宰相はにやりと口元を歪ゆがめただけだ。

「琰里様、どうぞお母上のことをお考えください。ここだけの話、陛下はお疲つかれのことが多いご様子。太子様が登極される日が近いやもしれませぬ。お母上は陛下の側妃。しかし、代だい替がわりのあとは、もう今までのようにはいきませぬので……」

　母のことを引き合いに出されるのは、今に始まったことではない。

「わかりました。努力します」

　力を持たぬ琰里は、そう答えるしかなかったのだ。




　　　　†




　宰相との面会から何日かして、琰里は役所の許可を取って後宮にいる母を見み舞まった。

　皇帝の寵愛が篤かった時は、広大な後宮内でも一番豪ごう華かな宮が与えられていたが、今の居室は、下働きの者たちと同じ棟の片隅にある。

　琰里が顔を出すと、寝床についていた母は肩に着物を羽織って上体を起こした。

「琰里、わざわざ見舞いに来てくれて、礼を言います。なんのもてなしもできませんが……」

　母は申し訳なさそうな声を出した。

　病のせいで、瘦やせ細っているものの、顔色はそう悪くない。昔からの女官が、よく世話をしてくれているのだろう。

「できれば毎日でもお見舞いしたいのですが」

　琰里はそう声をかけて、母のそばに座した。

　成人を迎えた今、後宮には自由に出入りできない。役人に心付けを渡せば、規則など、あってないようなものだ。しかし琰里には、その自由になるお金がなかった。

　後宮暮らしが長い母も、よくわかっていることだ。

　琰里は女官が運んできたお茶を喫きつし、そのあと宰相からの話を伝えた。

「……そういうわけで、私はまた他国へ行くことになりました」

　なんの感情も込めず、青国の皇帝が化け物と言われていることや、秘密を探さぐり出せと言われたことなどはすべて省いて、青国へ行くことだけを伝える。

　けれども話を聞き終えた母は、はらはらと涙なみだをこぼした。

「琰里、そなたには本当に苦労ばかりかけてしまい、わたくしは母として情けないばかりです」

「母上、泣かないでください。こたびは人質に行くのではありませんから、心配しなくとも大丈夫ですよ。青国で落ち着いたら、年に一度は帰してもらえるように頼んでみるつもりです。きっとすぐに会えますから」

「琰里……」

　琰里は母の瘦せた肩に、宥めるように手を置いた。

　親子なら一緒に暮らすのが当たり前なのだろう。けれども、自分たちには、その当たり前のことが許されていなかった。

　母のつらさを思うと、琰里も胸が痛くなる。

　だからこそ、恨うらみ言を口にして、母をこれ以上悲しませたくなかった。
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　朱琰里は牛ぎつ車しやに揺られて、青国へと赴おもむいた。

　宰相は充分な支度をすると約束したが、実際には荷車はたった一台だった。随ずい行こう員も、女官が一人に護衛が二人、あとは牛車と荷車を扱う小者が三人のみ。

　肩書きだけでも正妃としての輿こし入いれなのに、呆あきれてしまうほどのみすぼらしさだ。

　しかし琰里は、束の間の旅路を楽しんだ。

　秋になり、色づき始めた山並みが迫せまる景色はどこか懐なつかしさを覚える。

　乳母が亡くなる前に住んでいた村からも、よく似た景色が見えていた気がする。

　だが、美しい景色とは裏腹に、荒あれた田畑で途と方ほうに暮れている民も多く見かけた。街をとおり過ぎる時も、瘦せ衰おとろえて疲れ果てた者たちがあちこちにたむろしていた。

　陶国は貧しい。

　それも、他国との戦を幾度となくくり返しているせいだろう。

　皇帝は女色に溺おぼれるだけで政まつりごとは臣下に任せっきり。その臣下たちは己おのれの私腹をこやすことに終始している。

　父帝が後宮に集めた側妃は百を超こえる。今では琰里の兄弟は五十人以上になっているはずだ。

　琰里は質素な暮らしを強しいられていたが、後宮では寵愛を競きそって皆が贅ぜい沢たくに着き飾かざっているという。民が困こん窮きゆうしていようと、誰ひとり気にする者はいない。

　けれども、琰里とて、何もできないことに変わりはなかった。

　せめて、貧しい村の者たちが、冬の間食べるものに困らないよう、天に祈いのるだけだ。

　そうして何日かかけて、琰里を乗せた牛車は青国へと入った。

「これが青国……」

　牛車の帳とばりから覗のぞく光景に、琰里は目を見開いた。

　陶国とはまるで違ちがう。

　荒れ果てた土地などどこにもない。豊かな実りを得て、村人たちは皆明るい顔をしていた。子供たちもふっくらとしており、元気に駆かけ回っている。

　野では牛や馬がのんびり草を食はみ、森で収しゆう穫かくした果物や茸きのこ類などを大きな荷車で運んでいる者たちも見かけた。

「これが、化け物といわれる皇帝の治める国……」

　琰里は誰へともなく呟いて、ほうっと深く息をついた。

　宰相から輿入れの話をされたあと、さりげなく宮中の者たちの話を聞いた。

　皆、口を揃えて、青国の皇帝は化け物だと言っていた。

　なんでも、人間離れした力を持っているため、どの国も青には攻め込めないのだとか。しかも、呪のろいのせいで皇帝は二目と見られぬ恐ろしい容よう貌ぼうなのだという。

　──だから、今まで誰も輿入れしてこなかったのですよ。

　最後にそう教えてくれたのは、琰里付きの女官だった。

　琰里が生け贄にえとして売られていくかのように、気の毒そうな目で見られた。

　でも、実際に青に来てみたら、そんな噂などどうでもいいのではないかと思う。

　皇帝が化け物でも、この国で暮らす民は幸せそうだ。

　琰里は、不安しかなかった胸に、かすかに明るい光が射したように感じていた。
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　背後に高い山脈を控ひかえ、青国の都はとても美しかった。

　陶の都よりやや小さいものの、街並みもきれいに整っている。南北に走る通りは多くの人々で賑にぎわい、ちらりと目にした市でも、溢れんばかりの物品が売り買いされていた。

　牛車は整然とした大通りを進み、皇城の城門をくぐり抜ける。

　壮そう麗れいな大だい宮きゆう殿でんを前に、琰里は金緑色の目を見開いた。

　青い瓦かわらを載せた優美な屋根が重なり、柱には一本一本複雑な彫ちよう刻こくが施ほどこされている。皇城の敷しき地ちには真っ白な小石が敷しきつめられており、城内へと続く石段には神しん獣じゆうらしき姿が刻まれていた。

　琰里はここで青国用人の出迎えを受け、きれいな輿こしに乗り換えて奥まった場所にある後宮へと向かった。

　陶国から運んできた荷物の受け渡しはすぐに済み、従ってきた者たちはあっさり下がっていく。このあと都で一泊してから帰き途とにつくのだという話だった。

　もともとあまり馴な染じみのなかった者たちなので、寂しさは感じない。むしろ、出迎えてくれた者たちのほうが心から歓かん迎げいしてくれているようで、驚おどろいたほどだ。

　琰里が連れてこられたのは、中でも一番美しいと思われる宮殿だった。

　門から中へ入ると、一人の若者が片かた膝ひざをついていた。

　黒の深衣は短めの丈で股またの割れた下衣をつけている。腰に長剣を佩はいているので武官なのだろう。

　だが、この若者は頭を下げたあと、思わぬことを口走った。

「琰里！　待っていたぞ！」

「え？」

「あ、いや、すみません、琰里様。お待ち申し上げておりました」

　すぐに言い直したものの、初対面で、しかも目上となる者に対する態度ではない。

　どこかで出会ったことがあるのだろうか？

　琰里はふとそんな疑問を抱き、さりげなく若者の様子を窺うかがいつつ挨拶を交かわす。

「朱琰里です。よろしくお願いします」

「失礼いたしました。俺は祥季。琰里様の警護の任に就ついております。ご案内しますので、こちらへどうぞ」

　長身の若者は爽さわやかに答える。

　顔立ちがすっきりと整っているが、まだ少し幼さが残っているようにも思う。琰里とさして年齢は変わらないのだろう。

　宮殿は内部も美しかった。

　手入れの行き届いた庭園のある部屋にとおされると、すぐに何人かの女官がお茶を用意する。

　茶ちや碗わんは珍しい白地の焼き物で、表面に繊せん細さいな模様が描き付けられている。お茶も香り高く、一口飲み干しただけで、気持ちがすっきりとした。

「長旅でお疲れでしょう。先に湯浴みをなさいませ。そのあと少しお眠ねむりになるとよろしいでしょう」

　女官はそう言ってにっこりと微笑む。

「あの、今日はご挨拶などは……？」

　琰里は遠えん慮りよがちに訊ねた。

　すると、そばに控えていた祥季が女官に代わって答える。

「陛下へのご挨拶は明日、改めてということで大丈夫ですよ。琰里様は無事に戻ってこられたのです。もうどこへも行かれないのですから、慌てることはありません。陛下も一日ぐらいは我が慢まんなさるでしょうよ」

「戻ってきた？」

　不思議な言い方に、琰里は首を傾げた。

「あの、無事に到とう着ちやくされたと、そう言いたかっただけです。失礼しました！」

　祥季という武官は慌てて謝った。

　そして女官に睨にらまれて、早々に下がっていく。

「祥季はまだ新参なのです。実力はある者なので、どうか長い目で見てやってくださいませ」

「咎とがめなければならないようなことは、何もありません。これから、よろしくお願いします」

　琰里はそう答えて微笑んだ。

「礼れい華かと申します。琰里様付きとなりますので、どうぞ、よろしくお願いいたします」

　礼華と名乗った女官は両腕を重ねながら腰を折る。

　黒髪をすっきりと結い上げ、水色の深衣を着ている。年齢は琰里より五歳ほど上だろうか。顔立ちが美しく、物腰も洗練されていた。

　最初はどうなることかと思ったが、女官も武官も親しみやすくて好感が持てる。

　陶の皇城にいた時よりずっと穏やかな気持ちでいられることに、琰里は自分自身で驚くほどだった。
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　琰里が青国皇帝と顔を合わせたのは、翌日のことだった。

　女官に案内されて、広大な宮殿内を歩く。

　琰里が身につけているのは、青国側で用意された豪華な装束だ。深衣は薄い空色で、帯は純白に銀糸を刺さしたもの。紅の下衣が袖口からほんの少し覗き、天藍石の佩はい飾しよくを下げる組くみ紐ひもも同じ紅だった。

　薄い金色の髪はきれいに梳き流し、一部のみ髷にしている。その髷には繊細な細工を施した銀の簪かんざしを挿していた。

　後ろからついてくるのは武官の祥季だ。群ぐん青じよう色の深衣は武官の礼らい服ふくらしく、下衣は白、そして膝ひざまである黒革の沓くつを履はいていた。肩より少し長めの黒髪は後ろで一つに縛っている。

　皇帝の居室に向かう間、琰里は不安でいっぱいになっていた。

　女官や武官は皆、親切だが、皇帝は化け物と言われている。

　いったいどんな恐ろしげな容貌なのか、不安で仕方がなかった。

　それに、宰相を介かいして、太子から秘密を探るように命じられている。

　具体的な指示はまだだったが、間かん諜ちようの真ま似ねをしなければならないことで、よけいに不安が増した。

「琰里様、どうぞ、奥へお進みください。陛下がお待ちです」

「はい……」

　祥季の手で彫刻を施した重じゆう厚こうな扉とびらが開けられ、琰里は懸けん命めいに平静を保ちながら中へと入った。

　奥に一段高くなった座が設けられている。

　その中央の椅子にゆったりと腰かけている男が皇帝なのだろう。

　琰里は真っ直ぐに視線を合わせる勇気がなく、床を見たまま近くまで歩を進めた。

「さあ、琰里様、お隣へ」

　皇帝の横の椅子へと導いてくれたのは女官の礼華だ。

　琰里はなるべく皇帝を見ないように、隣の椅子に浅く腰を下ろした。

「よく来た。余が青国皇帝、晧月だ」

「！」

　張りのある声が響いたとたん、琰里はどきりとなった。

　名乗られただけなのに、何故かその声が胸の奥まで染みていくような気がする。

「……朱琰里、と申します」

　琰里は辛かろうじて名を伝えた。

　しかし、皇帝は初対面であるにもかかわらず、なんのこだわりもないように、ごく普通の調子で訊ねてくる。

「道中、何事もなかったか？」

「……はい」

「用意させた部屋は気に入ったか？　何か不足があれば、遠慮なく言うがよい」

「……ありがとう、ございます」

　琰里は懸命に声を絞しぼり出した。

　頑かたくなに俯うつむいていると、皇帝が息をつく気配がした。

　琰里はさらに不安に駆かられた。

　恐おそろしい人だと聞かされていたけれど、このままではどうしようもない。

　秘密を探るにも、ある程度は近寄らなければならないのだ。

　琰里は病びよう床しようの母の顔を脳のう裏りに思い浮かべ、懸命に顔を上げた。

　椅子は斜ななめに向かい合うように配置されていた。

　だから、いやでも皇帝の姿が目に入った。

「……っ！」

　琰里は大きく胸を喘あえがせた。

　光こう沢たくのある青の深衣を着た皇帝は、かなりの長身らしく、白銀の長い髪が自然に波打っていた。

　正式な場ではないせいか、被かぶり物さえつけていないのに、圧あつ倒とう的な存在感がある。

　化け物との噂うわさに違たがわず、容よう貌ぼうは怪かい異い。

　目に飛び込んできたのは、両頰と額に走る何本かの赤黒い線だった。　>>>♥

　そして、左右で異なる色の双そう眸ぼう！

　左の目は美しく透すきとおった天藍石の色なのに、右のそれは、鮮せん血けつを思わせる深しん紅く。

　ありえない組み合わせに、琰里は思わず身を震ふるわせた。

　やはり、この人は化け物なのか？

　何をされたわけでもないのに、恐ろしかった。

　琰里の怯おびえを感じ取った皇帝は、色いろ違ちがいの双眸で探るように見み据すえてくる。

「余が化け物であると、聞いていなかったのか？」

「あ、……それは、その……、で、でも……、わ、私は……」

　懸命に言い訳しようとしたけれど、声も震えて言葉にならない。

　せめて視線をそらしたいのに、呪じゆ縛ばくされたように不ふ吉きつな双眸から目が離はなせなかった。

「ずいぶんと怖がらせたようだ。これで顔合わせは終わった。もう下がってよいぞ」

　響いてきたのは氷のように冷ややかな声だった。

　自分が失礼な態度を取っていることはわかっていたが、身体からだの強こわばりは解けない。

　異相だけれど、恐ろしい人ではないように思う。

　それでも、恐きよう怖ふはなくならなかった。

「さあ、琰里様。お部屋のほうに下がりましょう」

　気を利きかせた礼華がそっと声をかけてきて、腕を取られる。

　琰里はがくがくしながらも、どうにか椅子から立ち上がった。

　向かいでは皇帝もすっと席を立って歩き出す。

　琰里が離れるよりも早く、皇帝はこの場から立ち去るつもりなのだ。

　何故かふいに胸が苦しくなって振り返る。

　けれども、皇帝はすでに遠く離れていた。

　堂々とした長身の背中が見える。白銀の髪が腰あたりまで届いていた。

　琰里にはもうなんの興味もないかのように、皇帝はただの一度も振り返らずに広間から出ていったのだ。

「さあ、琰里様」

　再度呼びかけられて、琰里はようやく我に返った。

　失礼な態度を取ったことが恥ずかしく、ただただ自分が情けなかった。

　礼華に先導されて、皇帝が姿を消したのとは別の扉に向かう。

　途中で武官の祥季と擦れ違った時、刺すように見つめられた。

　怒っているのか、それとも失望したのか、祥季からは冷たい雰囲気のみが伝わってくる。

　琰里はたまらなくなって声を上げた。

「あの、ごめんなさい。私は……」

　口にしたとたん、祥季が顔を歪める。

「いったい、なんだって言うんですか！　陛下は優やさしいお方です！　琰里様に害をなしたりしない。あのお姿は、仕方なく」

「祥季。そこまでです」

　怒ったように何か告げようとした祥季を、鋭く止めたのは礼華だった。

　それでも祥季はまだ収まらない様子だ。

「しかし、このままでは陛下が」

「我らが口を出す問題ではありません」

「むう」

　ぴしゃりと言われ、祥季は不満げながらも黙り込んだ。

　祥季はあの皇帝を心から敬愛している。だからこそ、琰里の態度に失望したのだろう。

「ごめんなさい」

　琰里はそう謝るしかなかった。

「俺に謝ることはありません。こっちこそ、すみませんでした」

　祥季はそう言って腰を折る。

　だが、先ほどまでの親しげな雰囲気は完全に消え失せていた。

　青国皇帝との初会見は、大失敗に終わったと言わざるをえなかったのだ。
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「礼華殿どの、この国のことを教えてもらえませんか？」

　皇帝との会見のあと自分の居室に戻り、琰里は静かに訊ねた。

　一度失敗したからといって、このまま放置するわけにはいかないだろう。

「青国のことでしょうか？」

　幸い、礼華はさほど態度を変えていない。

　琰里はゆっくり頷いた。

「私は何も知りません。この国のことを少しずつでも学びたいと思います。それに……陛下のことも……」

　躊躇ためらいがちに付け加えると、礼華はかすかに顔をほころばせる。

「琰里様、最初に申し上げておきたいと思います。他国では陛下のことを、人を喰らう化け物などと言っているようですが、そんなことはございません」

「……それは、わかっているつもりです」

　琰里は蚊かの鳴くような声で答えた。

「でも、怖かったのでしょう？」

「あ、はい……あの……」

　琰里は羞恥で頰を染めた。

　いい歳をして、子供のような振る舞いをしてしまったのだ。

「確かに、陛下のお姿を目にした者は戦おののきます。左右で目の色が違う人間など滅めつ多たにいませんからね」

「はい……初めてで、驚いてしまって……」

　礼華は、わかっていますよと言いたげに、深く頷いた。

　そのあとお茶を勧められ、ゆっくり時間をかけて飲み干す。それで、ようやく気持ちが少し落ち着いた。

　様子を見ていた礼華が、おもむろに話を再開する。

「陛下のことですが、お顔のあれは入れ墨なのですよ。私たちは慣れておりますが、琰里様には、あの入れ墨も怖かったのでしょうね」

　琰里は金緑色の目を見開いた。

　蛮ばん族ぞくの戦士は己おのれの強さを誇ほこるため、顔に墨を入れると聞いたことがある。あの恐ろしい顔も、それだったのだ。

「私は本当にとんでもないことを……」

　琰里はさらなる申し訳なさで、身が縮むような思いだった。

　これが陶国ならばどうなっていたことか。あの場で手打ちにされる恐れもあっただろう。

「琰里様、陛下は無理なことはおっしゃらないと思います。ですから、少しずつでかまいません。慣れていっていただければと思います」

「陛下は、お許しくださるでしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。陛下はお優しい方ですから」

　礼華に慰なぐさめられて、琰里はほっと安あん堵どの息をついた。

　外見だけで怖いと思ってしまった自分は愚おろか者だ。でも、今からでも遅おそくない。努力することはできる。

　家臣にこれだけ慕したわれている青の皇帝だ。自分も頑がん張ばって、少しずつでも皇帝の心に近づけたらと思った。
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　しかし琰里は、その後しばらく経たっても、皇帝に会うことが叶わなかった。

　豪華だけれども居心地のよい部屋で、礼華や他の女官たちに世話をされて一日を過ごす。

　身にまとう着物はどれも美しく、供される料理も舌した鼓つづみを打つほど美味おいしいものばかり。何一つとして不足のない日々だった。

　そのうえ礼華は、部屋に閉じこもっているだけでは気き鬱うつになるだろうと、外歩きも勧めてくれる。

「祥季に宮殿内を案内させましょう」

　礼華が呼びつけたのは護衛武官の祥季だった。

　皇帝との会見以来、祥季はまだ余よ所そ余よ所そしい態度を取っていた。わざわざ案内役に指名したのは、もう少し打ち解けられるようにとの、礼華なりの気遣いなのだろう。

　祥季は硬い表情ではあったものの、忠実に務めを果たすつもりのようだ。

　ぎこちなさは拭ぬぐいきれなかったが、琰里は祥季のあとに従って、あちこちを見てまわった。

　宮殿は壮そう麗れいで、どこを歩いても美しさにため息が出るほどだ。

　一つ不思議に思ったのは、極きよく端たんに人が少ないことだった。

　長い歩ほ廊ろうを歩いている時に擦れ違ったのは、女官と武官らしき者がほんの数人程度。陶国では考えられない数だ。

　今は琰里も母も見捨てられてしまったが、力のある側妃には女官だけでも何十人となくついている。護衛ももちろんいるが、他にも宦かん官がんが何百人と仕えていた。

　だが、この宮殿では宦官らしき者を一度も見かけなかった。

「宮殿でご案内できるところはこれで終わりです。次は奥庭へ行きましょう」

「お願い、します」

　琰里は言葉少なに答え、再び祥季のあとを歩き始めた。

　歩廊の突き当たりに、花の彫ちよう刻こくを施した重厚な扉があった。

「この扉の向こうが庭園になってます」

　祥季の手でその扉が開け放たれて、琰里は息をのんだ。

　宮殿の建物に近い部分は、薔しよう薇びや菊きつ花かなどを植えた庭園となっている。しかし、その庭には城じよう壁へきが存在せず、視界が完全に開けていた。延々と自然のままの草原が続いているのだ。

「すごい……」

　琰里は思わず感かん嘆たんの声を上げた。

　あちこちの国を渡り歩いたが、琰里の立場では自由に外歩きなどできなかった。

　だから城壁のない自然なままの庭が存在するなど、信じられなかったのだ。

「少し歩いてみますか？」

「ぜひ、お願いします」

　琰里は祥季を見上げ、興奮気味に伝えた。

　目が合ったとたん、祥季は何故か驚いたように息をのむ。

　不思議に思った琰里が首を傾げると、今度は慌てたように視線をそらして歩き出した。

「こっちです」

　大おお股またで歩く祥季を、琰里は懸命に追いかけた。

　礼華には華か美びな格好は好まぬことを伝えたので、琰里は白地のあっさりした深衣を着ている。飾りも極力抑えているが、折からの陽射しが背中に流した金色の髪を輝かせていた。

　遠くには青く霞かすんだ山並みが続いており、麓ふもとは秋の色に染まっている。草原には小さな草花が咲いており、爽さわやかな風が吹ふいてきた。

　清すが々すがしい心地よさを満まん喫きつしていると、先を歩いていた祥季が唐とう突とつに足を止める。

　前方に目をやった琰里は、はっと息をのんだ。

　黒い着物を着た男が草原の真ん中に座り込んでおり、そのまわりに七、八頭の白い大型犬が集まっていた。犬たちはその男に盛んにじゃれついている感じだ。

「大きな犬が……」

　何気なく呟いたせつな、祥季が突然振ふり返る。

「戻りましょうか」

「え？」

「やはり、まだ早かったかも」

　謎めいた呟きに不審を覚えるが、琰里がもっと気になったのは、犬たちに囲まれている男のことだった。

　立ち塞ふさがる祥季の横から、じっと見つめてしまう。

　すると男が急に立ち上がる。犬たちは名残なごりを惜おしむように、盛んに尻尾を振っていた。

　遠くて顔立ちまではわからないが、男はかなりの長身で白い髪をしている。

「まさか……陛下……？」

　琰里は呆然と呟いた。

　皇帝とおぼしき男は、集まっている犬たちに何やら言い聞かせている。

　そして、ふっと一瞬だけこちらに目を向けてきた。

　どきんと大きく鼓こ動どうが鳴る。

　しかし、男はすぐに視線をそらし、違う方向へと歩き始めた。白い犬たちはしばらく男を追いかけていたが、何か命じられるとすぐに走り去っていく。

　琰里は身み動じろぐこともできずに、その様子を眺めているしかなかった。

　先日、不快な思いをさせたばかりだ。皇帝は自分の顔など見たくもなかったのだろう。

　そんな考えが浮かんだとたん、今度は胸が抉えぐられたように痛くなる。

　距きよ離りを取らせる原因を作ったのは自分なのに、何故か見捨てられたような気分だった。

「あれは、陛下が飼っておられる犬たちなのですか？　ずいぶん懐いているようでしたが」

　何気なく訊ねると、祥季は怒ったように顔をしかめる。

「あれは犬などではない！　狼だ」

「お……狼……？」

　恐ろしさで、思わず震えてしまう。

　狼が人に懐くなど、聞いたことがない。

　なのに、あんなにたくさんの狼が、皇帝を取り囲んでいた！

　もう狼も皇帝も視界から消え去っているのに震えは止まらなかった。

　そばに立っていた祥季が、チッと舌打ちする。

「あの狼があんたを襲うとでも思ったのか？　あいつらがそんなこと、するわけないだろう！　だいたい、その天藍石の腕輪があれば、誰もあんたを傷つけられないんだ。そんなこともわかってないのか？」

　激しい勢いで詰なじられて、琰里はぐらりと一歩身体を退ひいた。

「腕輪？　もしかして、この腕輪のことですか？」

　琰里は左腕の袖をずらして、青い腕輪を見せた。

　外そうと思っても外せない。幼い頃ころからずっと自分とともにあった腕輪は、すでに身体の一部のようになっている。

　祥季はちらりとその腕輪に目をやって、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「もしかして、あんたはその腕輪のことも知らないのか？」

「これは、お守りなのですか？」

　そう訊ね返すと、祥季はますます難しい顔になって、がしがしと頭を搔かいた。

「ああ、もう！　俺には無理だ。ああ、そうだよ。その天藍石の腕輪は、魔まを退しりぞける呪じゆ具ぐだ。それを身につけている限り、あんたを傷つけられる者はいない。今まで何もなかったのか？　覚えぐらいはあるだろ？」

　苛いら立だたしげにたたみかけられて、琰里は呆然と腕輪に視線を落とした。

　この腕輪をいつからしていたのか記き憶おくにない。初めて身につけたのは、おそらく行方不明になっていた間のことだろう。

　これまでも、何かに守られているとの自覚はあった。

　人ひと質じちとして他国へ送られるたびに襲われそうになった。でも、琰里を襲おうとした者が獣じゆう欲よくを満たしたことは一度もない。琰里に触れたとたん、雷にでも打たれたかのように飛び退いてしまうからだ。

　一度だけなら偶ぐう然ぜんで済んだだろう。でも、二回、三回と回数を重ねても、琰里が傷つけられることはなかった。

　不思議なことが続くうち、もしかしたら、自分が傷つけられずに済んでいるのは、この腕輪がお守りだからかもしれないと、思うこともあった。

　しかし、祥季は疑いもなく断言してみせた。

「この腕輪は、やはり、お守りなのですね」

「その腕輪は強い力を持っている。だから、誰もあんたに害をなせないはずだ。でも、あの狼たちは、そんなものがなくたって、あんたを傷つけたりしない。するものか！」

　腹立たしげに吐き出され、琰里はふと違い和わ感かんを覚えた。

「祥季はどうして、そんなに詳くわしく知っているのですか？」

　そう追つい及きゆうすると、祥季はぎょっとしたように身体を硬こう直ちよくさせる。

「お、俺はその……、くそっ、まずいな……。ええっと、すみません、琰里様！　よけいなことをしゃべってしまいました！」

　がばっと頭を下げられて、琰里はどうしていいかわからなかった。

　祥季が知っていることをもっと教えてほしかったが、この様子では難しそうだ。

　琰里は胸の内でため息をつき、皇帝が立ち去った方角に目をやった。

　草原にはすでに誰の姿もない。皇帝も、懐いていた白い狼たちも、どこにも見えなかった。

　皇帝は明らかに自分を避さけていた。だから、わざわざ違う道を歩いていったのだろう。

　嫌われてしまった。

　そう思うと、胸がまた鋭い痛みを訴える。

　もし、初めて会った時に、あんなに怖がったりしなければ、もっと違うふうに接することができたのだろうか。恐ろしげな風ふう貌ぼうなのに、優しい人だという皇帝と、もっと自然に接することができていただろうか。

　何もかも台なしにしたのは、自分の弱さだ。

　草原へと続く庭園で、琰里は後悔の念に駆られるだけだった。
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　何日かが経って、琰里は礼華を相手に切り出した。

「礼華。私がこの国へ来てから、すでに十日余りになります」

「さようでございますね」

　香り高いお茶を用意した礼華は、やわらかく答える。

　五歳ほど上なだけなのに、礼華にはかなりの落ち着きがある。

　何事にも動じないといった雰囲気は、ぜひとも見習いたいものだ。

　琰里は一つ息をついて、言葉を続けた。

「私の身分は正妃だと聞いておりました」

「間違いはございません」

「でも、私はいまだに何もしておりません。何かできることがあれば、教えていただけますか？」

　琰里は一気に訴えた。

　皇帝に嫌われたのは確定だろう。

　だが名ばかりの正妃だとしても、何か少しでも役に立てることを見つけたかった。

「琰里様、あと十日ほどで婚こん姻いんの儀ぎ式しきとなります。準備も滞とどこおりなく進んでおりますので、どうぞお心安らかにお過ごしくださいませ」

「……婚姻の儀式……」

　琰里は呆ぼう然ぜんとなった。

　人質代わりの正妃に、そこまでする価値があるとは思えない。

「お衣い装しようも間もなく仕上がってまいります。陛下のご命令で、とても美しい布地で作っているのですよ。飾かざり物なども陛下が手ずから選ばれました」

　礼華は楽しげに言うが、琰里は戸と惑まどうばかりだった。

　嫌われているはずなのに、皇帝がそこまでするとはとても信じられない。

　いや、そうではなく、準備は自分がこの国に来る前から進んでいたのだろう。

　それなら、辻つじ褄つまが合う。

「何もご心配なさることはありません。琰里様には婚姻の日まで、ゆっくりお過ごしいただくようにと、陛下から命じられております」

「陛下は私のことを……」

　嫌っているのではないか？

　そう訊こうと思ったのに、最後まで言葉にならなかった。

　礼華は宥めるような笑みを見せる。

「陛下は婚姻の儀式が行われる日を楽しみにしておられるそうです」

「……っ！」

　思わぬ言葉に、琰里は胸が一気に高鳴った。

　頰にも自然と血が上ってくる。それでも琰里は懸命に口にした。

「陛下に……お目にかかれませんか？　もう一度お会いして、お詫わびを……。それに、御お礼れいも申し上げたいのですが……」

　礼華は驚いたように目を見開いた。

　初対面の時、あれだけ怖がったのだ。琰里の言葉が信じられなかったのだろう。

　だが礼華はすぐに冷静さを取り戻す。

「琰里様のお気持ちはお伝えしておきましょう」

「ありがとう。お願いします」

　琰里はほっとしながら礼を言った。
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　その後も、琰里が拝はい謁えつを許されることはなかった。

　婚儀の準備が進んでいるとはいうものの、宮殿内はいつもどおり静かだ。

　部屋に詰つめているのは主に礼華一人で、たまに祥季が姿を見せるだけだ。

　これといってやることのなかった琰里は、庭園に出てみることにした。

「少し外を歩いてきていいですか？」

「大丈夫ですよ。祥季を呼びましょうか？」

　礼華にそう訊かれたが、琰里は首を左右に振った。

「独りでも大丈夫です。危険なことはないと思うのですが……」

「はい。この宮殿内で、琰里様に害を為なす者はおりません。心配なさらずとも、大丈夫ですよ。もし何か用がおありでしたら、私の名か、祥季の名をお呼びくださいませ。すぐにおそばにまいりますので」

「わかりました。それでは少し外を歩いてきます」

　琰里は不ふ審しんに思うこともなく庭園へと向かった。

　祥季に教えられていた歩廊を行くと、不思議なことに何もしないうちから重厚な扉が開く。

　一瞬びくりとなったが、琰里はすぐに美しい光景に惹ひきつけられた。

　薔薇が咲き誇る一画をうっとりしながら歩き、徐々に草原へと向かう。

　もしかしたら、あの狼たちがいるかもしれない。

　それに、陛下も……。

　琰里はいつしかそんな期待を胸に歩いていた。

　瑞々しい緑の草原はどこまでも続いている。

　時折やわらかく風が吹き渡り、漣さざなみのように草が揺れる。足元では名前も知らない小さな草花が、赤、黄色、白、青と可憐に咲き誇っていた。

　淡たん黄こう色しよくの深衣を着た琰里は、両手を広げて胸いっぱいに新鮮な空気を吸い込んだ。

　今日は護衛の祥季もいない。誰も見ていないのだから、少しぐらい羽目を外しても大丈夫だろう。

　琰里はふいに思いついて、草地を駆け出した。

　どこまで走っても、草原が続いている。はあはあと息が切れるまで思う存分に駆けると、やがて小さな泉に達した。

　さすがに疲れを覚えた琰里は、その泉の畔ほとりで草地に直接腰を下ろした。

「こんなに走ったのは、いつぶりだろう？　小さな頃に、大勢の友だちと一緒に走った気がするけど、あれはきっと夢だろうな」

　琰里は誰へともなく呟いた。

　乳母と暮らしていた頃は、そんな真似は許されなかった。後宮へ戻ってからも同じこと。

　だとすれば、記憶を失っていた間のことだろうか？

　琰里がそんな考えにとらわれていた時だった。

　ふと気づくと、真っ白な獣けものが泉の対岸で水を飲んでいた。

「あ……」

　一頭だけではない。二頭、三頭、いや、全部で十頭ほど揃そろっている。

　純白の狼！

　ひやりとなったのは一瞬だった。琰里はすぐに祥季の言葉を思い出して緊張を解いた。

　あの狼たちは人を襲ったりしない。

　皇帝ともあんなに仲よくしていたのだから……。

　自分も仲よくなれたら、どんなにいいだろう。

　琰里はそれ以上深く考えることもなく、手を差し出した。

「おいで」

　驚かさないように小さく声をかけると、狼たちがぴくりと反応する。

　真っ青な目でじっと琰里を見つめ、そのあと静かに歩み寄ってきた。

　まさか、本当に近づいてくるとは思ってもみなかった。

　心の臓がどきどきと高鳴る。しかし、怖いとは思わなかった。

　優美な獣はゆったりとした足取りで、泉を迂う回かいしてくる。

　純白の被毛が陽射しを受けて輝き、時折ばさっとふさふさの尻尾を振っている。

　息を詰めて待っていると、狼たちは本当に間近まで近づいてきた。

「こんにちは。私は琰里だよ」

　小さく呼びかけると、一番近くにいた一頭が、クゥンと答える。

　琰里はほっと息をついた。

　驚いたことに狼たちはものすごく人ひと懐なつこくて、琰里のすぐそばで座り込んだものもいる。

　琰里が手を差し出すと、ごく自然な感じでぺろりと舐められた。

　ちょっとくすぐったかったけれど、幸せな気分が満ちてくる。

　心を許せる友は今まで誰もいなかった。だから、たとえ口のきけない狼だろうと、仲間として認められたようで嬉しかったのだ。

「ありがとう、仲間に入れてくれて」

　心からの笑みを向けると、二頭目、三頭目も軀からだを寄せてくる。そうして琰里のまわりは、あっという間に純白の狼でいっぱいになったのだ。

「いつも、ここに来ているの？　この前も見たんだよ？」

「クウン」

「みんな、真っ白できれいだね」

「クウゥン」

　狼たちは琰里の言葉を解しているらしく、声だけではなくふさふさの尻尾も振ってくれる。

「君たちは、陛下とも仲がいいんだよね？」

「クウン」

「ねえ、陛下ってどんな方？　お顔はちょっと怖いけど、優しい人なんだって聞いた。私は嫌われてしまったかもしれないんだけど」

「キャゥ」

　狼たちは、そんなことはないよと言わんばかりの反応だ。

「初対面でひどいことをしてしまったから謝りたいと思っているのだけれど、お会いするお許しが出ないんだ。だから、きっと陛下は怒っておられるのだと思う」

　相手が人間ではないせいで、琰里は胸に溜たまっていたことを一気に吐き出していた。

「ガゥ」

「グルル」

　狼たちの反応に変化があって、琰里は首を傾げた。

　様子を窺うかがうと、狼たちはさかんに泉の対岸を気にしている。

　つられて目をやって、琰里ははっと息をのんだ。

　さして大きな泉ではない。だから、はっきりと目に入った。

「……陛下……？」

　泉の向こうにどかりと腰を下ろしていたのは、皇帝晧月だった。

　最初からそこにいたのだろうか？

　もしかして、寝ね転ころんでいたのだろうか？　それで、草に紛まぎれて気づかなかった？

「あっ」

　さっきの話も聞かれてしまった？

　琰里はかっと羞しゆう恥ちに駆られて、身体中を強ばらせた。

　頰と額にぎざぎざに走る紅の入れ墨に、畏い怖ふせずにはいられない。

　白銀の髪が陽射しを受けて煌きらめいている。

　そして何よりも、天藍石と紅玉の禍まが々まがしい瞳。

　琰里はぶるりと身を震わせた。

　すると、皇帝はすぐさま立ち上がる。そして何も言わずに背を向けて歩き出した。

「待って！　待ってください！」

　琰里は夢中で呼び止めた。

　このままではまた失敗する。この機会を逃のがしたら、もう二度と口をきいてもらえないかもしれない。

　その恐怖は、皇帝の異相が怖いという気持ちを上まわった。

「お願いです。待ってください」

　琰里は素す早ばやく立ち上がり、皇帝へと向かって走り出していた。

　泉があって真っ直ぐ行けないのがもどかしい。

　それでも懸命に皇帝を追いかける。

　幸いなことに、立ち止まってもらえたので、琰里はなんとか追いつくことができた。

　正面にまわると、圧倒的な身長の高さにまた震えそうだった。

　でも二度と失敗はできないと、きゅっと唇を嚙みしめる。

「陛下、どうかこの前のことをお許しください」

　琰里は必死に皇帝を見上げながら謝った。

「私の姿が怖くないのか？」

　皇帝は入れ墨の走る顔で訝いぶかしげに問い返してくる。

「怖く……ありません」

　琰里は胸を喘あえがせながら答えた。

「噓うそをつかずともよいのだぞ」

　皇帝の声はひどく冷ややかで、怯ひるんでしまいそうになるが、それでも懸命に言葉を重ねた。

「本当に、怖くありません。最初の時は、ちょっと驚いただけです。あの、本当に失礼だったと思います。申し訳ありません」

　再度謝ると、皇帝は深く息をつく。

「そうか。怖がられて逃げ出されては困ると思っていたが」

「わ、私は逃げ出したりなどしません」

「だが、今も我慢しているのではないのか？」

　琰里は必死に首を左右に振った。

「そんなことないです。最初は驚いたけれど、今は本当に怖くありません。瞳の色、すごくきれいだと思います」

　噓ではなかった。

　じっと見上げていると、どうして最初の時、あんなにも怖いと思ったのか不思議なほどだ。

　入れ墨が走っているとはいえ、よくよく見てみれば、皇帝の顔立ちは精せい悍かんに整っている。

　異色の双眸も、それぞれが宝玉のような色合いで、見つめていると吸い込まれてしまいそうになるほどだ。

　琰里は瞬まばたきもせずに、皇帝を見つめ続けた。

　しばらくして、ようやくその皇帝が表情をやわらげる。

「怖がらないなら、それでいい」

「はい」

「おまえは狼も怖くないようだったな」

「はい。あの子たち、すごくきれいだし、そばにいると幸せな気分になります」

「そうか、幸せな気分になるか」

　皇帝は優しげな声でくり返す。

　二人で立ち尽くしていると、純白の狼たちが足元に擦り寄ってきた。

　すっかり取り囲まれてしまい、皇帝から距離を置くこともできなくなる。

「この時期、狼は毎日ここへ顔を見せにくる」

「毎日ですか？」

「ああ、毎日だ」

「あの、私も毎日ここへ狼たちに、会いに来ていいですか？」

「私も政務の合間に来るのだが、よいのか？」

　真顔で問い返されて、琰里は思わず微笑んだ。

「はい。お許しくださるなら、陛下にも毎日お会いしたいです」

　するりと出てきた言葉に自分でも驚いてしまう。

　そして皇帝も、あっけにとられたような顔をしている。

　だが、しばらくして皇帝は、きれいな笑みを見せた。

　なんとなく見つめ合い、どちらからともなく、声を立てて笑い合う。

　今までのぎこちないわだかまりは、きれいさっぱりと消え去っていた。
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　皇帝晧こう月げつとの再会を果たしたあと、琰えん里りのまわりは大きく変化した。

　礼れい華かの話によると、琰里がこの宮殿に慣れるまで静かに見守るようにとの命令が出ていたそうだ。そして身の回りの世話をする者も、かなり制限されていたのだということだった。

「琰里様、花嫁衣装がもうすぐ仕上がってくるそうですよ」

　礼華がにこやかな笑みとともに報告してくる。

「……花嫁衣装……」

　琰里はそう呟きながら、頰に血を上らせた。

　最初からの決め事だったが、面と向かって言われるとさすがに恥ずかしい。

　まして琰里は男なのだ。花嫁という言い方には疑問も覚える。

　しかし、あの怖い顔の皇帝は決して怖い人ではなかったことがわかった。むしろ、あの狼たちに慕したわれていることからも、誰より優しいと言っていいほどだ。

「なんと言っても、すべて陛下が手ずから選ばれたものですから、期待なさっていいと思います」

「そうですか……」

　琰里は羞恥のあまり言葉を途切れさせた。

　豪華な衣装にはさほど興味はない。しかし、それが花嫁衣装となれば、気になってしまうのも事実だ。しかも、あの晧月が自ら色々と指示したとなればなおさらだった。

「あと、陛下がまもなくこちらへ来られるそうです」

「では、お出迎えの用意をしなければなりませんね」

「すべてお任せくださいませ」

　琰里は激変した環境に、ため息をつきそうだった。

　何より変わったのは、晧月が毎日顔を見せてくれるようになったことだ。

　琰里のまわりが華やいだ雰囲気になっているのも、晧月の存在ゆえのことだろう。

「陛下がお見えになりました」

　女官の先触れで、琰里は胸を高鳴らせた。

「琰里様、陛下をお迎えくださいませ。私はすぐに茶さ菓かの用意をいたします」

　礼華に言われて、琰里は長椅子からすぐに立ち上がった。

　今日は少し濃いめの青を基調とした深しん衣いを着ている。袖口と襟から鮮やかな黄色が覗き、帯まわりには紅も交じっている。全体に落ち着いた色調なので、琰里の金の髪と白い肌がいっそう際きわ立だっていた。

　四名の護衛官を引き連れた晧月は、ゆったりと室内に入ってきた。

　黒地に銀糸を散らした深衣を着て、腰に大たい剣けんを佩はいている。堂々とした長身に、異相の面。癖のある白銀の髪はいつもどおり無造作に肩かたから背中へと流していた。

「お待ちいたしておりました」

　出迎えた琰里は丁寧に頭を下げた。

　そのあと奥の席へと誘さそうと、晧月は腰の大剣を配下に預けて琰里のあとに続く。

　庭園を眺められる窓際の席に向かい合って腰を下ろすと、すぐに礼華が茶菓を運んできた。

　昼ひる餉げを取るのは行軍中の兵のみなので、夕ゆう餉げまでの間に何度か甘い菓子や果物を食す。

「今日は何をしていた？」

　晧月はお茶を飲み干すと、何気なく訊ねてくる。

「はい、今朝はこの国の民が何を作り、何を好むか、色々と習いました」

「ほお、それは熱心なことだな」

「ほんの少し習っただけです」

　琰里は羞恥で頰を染めながら俯うつむいた。

　入れ墨のある顔も、今は怖くない。下を向いてしまったのは、じっと見つめられて恥ずかしかっただけだ。

「ほとんどの地方で収しゆう穫かくが終わった頃だ。青国の冬は厳しい。民は冬ごもりの準備に追われているだろう」

「冬は陶国よりも寒いのでしょうか？」

「陶より北に位置するだけでなく、青には高山も多い。場所によっては冬中、雪に埋もれてしまう村もある」

「そんなに雪が深いなんて、大変そうですね」

　琰里はそう返しながら、顔を上げた。

　晧月は入れ墨のある顔を、僅かに綻ほころばせている。

「幸いにして、今年も実りは豊かだった。冬の準備は充じゆう分ぶんのはず。不足しているとの報告はあるか？」

　晧月は側近のひとりを振り返って訊ねる。

　黒の深衣に[image: ]ぼく頭とうを被かぶった三十歳ほどの文官は、少し離れた床の上に座していた。そして、すぐさま皇帝の問いに答える。

「東方面の村で不足が出ましたが、すでに穀物を送る手配をしております」

「東の村で不足？　もしや、略りやく奪だつでもされたか？」

　晧月は鋭く追及する。

「はっ、隣国から大勢の盗とう賊ぞくが流れてきて、被ひ害がいが出ました。祥しよう雲うん将軍が来られて、盗賊はすべて討とう伐ばつされております」

「そうか、祥雲に預けた軍はよく働いているようだな」

「はっ、我が国を狙ねらう国々の軍は、祥雲将軍が出張っていると聞くだけで、尻しつ尾ぽを巻いて撤てつ退たいするそうです」

　文官の言葉に、晧月は満足そうに頷うなずいた。

　そしてすっと、背後で控ひかえていた祥しよう季きへと目を移す。

「祥季、おまえの父はさすがの働きだな。他国にまで名が響いているとは。おまえも負けぬように励はげめ」

「はっ、身命を賭として務めを果たします」

　皇帝から直接声をかけられた祥季は、興奮気味に答える。

　神しん妙みような顔をしようとしたらしいが、真っ白な歯が見えていた。

　祥季の父親が将軍とは初めて聞いた話だけれど、琰里までなんとなく嬉しくなる。

　だが、隣国との間に諍いさかいがあるというのは気になった。

「あの、お訊ねしてよいですか？」

　遠慮がちに声をかけると、晧月はすぐに視線を戻して口元をゆるめる。

　入れ墨は相変わらずの迫はく力りよくだが、初対面の時どうしてあんなにも恐ろしく感じたのか、今では不思議に思うほどだった。

　確かに他の男よりごつごつした印象の顔だけれど、鼻筋はすっととおっているし、口の形なども整っている。それに左右で色が違う宝玉のような瞳。それも、見慣れてくると、怖いより美しいと思うようになっていた。

「なんでも訊くがいい」

　晧月はゆったりかまえて許可を出す。

「ありがとうございます。気になったのは先ほどのお話のことなのですが、もしかして青せいは隣国から狙われているのでしょうか？」

　琰里の脳裏をよぎったのは、陶とう国こくの宰さい相しように命じられたことだ。

　兄の太子がどんな人なのか知らないが、わざわざ琰里を使って青のことを探らせようとしていたぐらいだ。どのような野心を持っているかわからない。もし、早々に父帝が退位するようなことがあれば、この青国にも影響があるかもしれない。

「そなたは心配せずともよい。今のところ大きな戦にはなっておらぬからな」

　宥めるように言われても、安心はできない。

「どうした、琰里？　何をそんなに案じている？　もしかして陶国のことか？」

　核かく心しんを突く言葉に、琰里ははっと我に返った。

　晧月は左右異なる色の目で、じっと見据えてくる。

　心配になったのは青国のことだ。しかし、陶国が青を狙っているかもしれないとは、さすがに明かせなかった。

　しばらく様子を見ていた晧月は、一つ息をついて話を続ける。

「そなたの立場では言いにくいことだったな。しかし、心配するな。陶はそなたの生国だ。悪いようにはしない」

「え？」

　思わぬ言葉に琰里は首を傾かしげた。

　案じていたのは陶国より青国のことなのに、誤解されたようだ。

　晧月は再び文官に目をやった。

「陶国ではここ何年か、ずっと不作が続いていたな？」

「はい。飢うえた民が食べ物を求め、我が国にも大勢入り込んでおります。取り締まりは強化しておりますが、すべてを捕とらえるわけにもいかず、申し訳ありません」

　淡々と答える文官に、琰里はさすがに胸を痛めた。

　青国と陶国の差は琰里も自分の目で見てきた。道中、瘦せ細った民が大勢いた。

　しかし晧月は思わぬことを言い出す。

「勘かん違ちがいするな。飢えた民はなるべく保護してやれ。充分に食べ物を与え、もし望むなら、我が国の籍せきを与えよ」

　驚きの発言に、真っ先に異を唱えたのは文官だった。

「お待ちください、陛下。棄き民みんをすべて我が国に受け入れるのは危険です。どうか、お考え直しを」

「飢えた民を放っておけば、そのうち野盗になる者が出てくるぞ。その時狙われるのは我が国の村々だ。何もすべての民を受け入れろとは言っていない。話をよく聞いたうえで、心から青の民になりたいと望む者だけだ」

　晧月の低い声は、何故か心に深く響く。

「かしこまりました。陛下のお心のままに務めます」

　文官の反応に、晧月は満足げに頷く。そして、もう一つ別の命令をくだした。

「そういえば、皇城に相当の備び蓄ちくがあったはずだな。それを琰里の名で陶国に贈おくってやれ。すべて放出してもかまわん」

　驚きの命に文官は息をのむ。しかし逆らうことはなく、すぐに平へい伏ふくする。

「すべて、思おぼし召めしのままに」

「うむ。頼んだぞ」

　琰里には何もかもが信じられなかった。

　政治向きの話を、この場で聞くことにも違和感を覚えた。命じられた内容にいたっては、驚きをとおり越し、呆れてしまったほどだ。

「陶国の民のためにそこまでしてくださるとは、なんと御礼を申し上げてよいか……」

　民のためを思う晧月の優しさに、琰里は涙ぐみそうだった。

「礼など言わなくてよい。民を助けるのは当たり前のことだ。そなたがこの国に来てくれて、陶国とも縁ができた。だから、ほんの少し助けてやるだけだ」

「はい……」

　なんでもないように言われ、琰里は声を詰まらせながら頷いた。

　化け物だと噂される異相の皇帝が、実はこんなにも慈じ愛あいに溢れている。

　そして縁があって、この国に嫁とつぐ機会を得たことを、天に感謝せずにはいられなかった。

「陛下、本日も裏の草原へお出かけになられますか？」

　文官たちが下がったあと、礼華が今後の予定を確認する。

　すると晧月は表情をやわらげて琰里を見やった。

「琰里、一緒に行くか？」

「はい。ぜひともご一緒させてください」

　裏の草原で狼たちと戯れるのは、このところの日課となっている。

　晧月と一緒に狼に会いに行くのは、琰里にとって何よりも幸せな時間だった。
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「晧月様、陶国の民を助けてくださって、本当にありがとうございます」

　二人きりで散歩に出て、草原の泉まで来た時、琰里は改めて晧月に礼を言った。

　いつもの狼たちが寄ってきて、腰を下ろした二人を取り巻く。

　草地に直接座ると深衣を汚よごしてしまう恐れがあったが、皇帝自らもそうしている。なので、心の中で礼華に謝るだけだった。

「陶国では太子が玉座に昇る日が近いと噂されているようだな」

　晧月はそばに張りついている狼の背を撫でながら、何気ないように訊ねてくる。

　琰里も狼のふわふわの被毛に指を滑らせつつ答えた。

「私が国を出る時、宰相がそのようなことを漏もらしておりました」

　噂が届いているなら、秘する必要はない。

「父上が心配か？」

　そう訊ねられて、琰里は一瞬惚ほうけてしまった。

　しばらくして、ようやく自分の身分が皇子だったことを思い出す。

「冷たいやつだと思われるかもしれませんが、私は一度もお会いしたことがないのです」

「なんだと？　陶国の皇帝はそなたの父だろう？　なのに、一度も会ったことがないのか？」

　心底驚いたといったように言われ、琰里は居心地の悪い思いに駆られた。

「後宮には大勢の后きさきがおいでです。私の母は亡国の出身で、後ろ盾を持ちません。幼い頃、後宮から出されていたこともあって、私は兄弟姉妹のことも何も知らないのです」

　噓うそをついても仕方がないので、淡々と説明する。

　なんとなく笑みを浮かべると、晧月は逆に、怒ったように眉根を寄せた。

「母上は息災か？」

「はい。……いえ、病で伏せっておりますが、宰相がよく効く薬を手配してくれるので、今のところ小康状態を保っております」

「薬は本当に飲ませているのか？」

　晧月は冷ややかな声で問いを重ねる。

　どういう意味か図はかりかね、琰里は小首を傾げた。

「たいそう高価な薬だと聞いております。でも、月に一度は飲んでおりますから」

　琰里の話を聞いた晧月は、難しい顔で腕を組んだ。

　そして、琰里には聞こえないほど低い声で、何かぶつぶつと呟く。

「やはり、無理やりにでも一緒に連れ出すほうがよかったか……、一国の宰相ともあろう者が、善意を無にして私腹をこやしているとは……」

　陶国の話を聞いて、気分を害してしまったのだろうか。

　晧月は民のことを一番に考える為い政せい者しやだが、陶国にはそのような者はいない。

「すみません。病の話など、ご不快でしたでしょう」

　不安に思って恐る恐る声をかけると、晧月ははっとしたようにこちらへと目を向ける。

「琰里。母上の病状、うちの医官に詳しく伝えよ。薬を処方してもらい、それをそなたが直接母上に送ってやればいい」

「本当ですか？　母が必要とするのは、手に入れるのが難しい薬らしいのですが」

「問題ない。我が国では薬草も豊富に採取できる。足りない物は他国から取り寄せることも可能だ。だから遠えん慮りよはするな」

　頼もしい言葉を聞いて、琰里は心より安堵した。

　母が持ち直すなら、これほど嬉しいことはない。それに、薬を得るために、いやな役目を請け負う必要もなくなる。

　この国の弱点や、晧月の弱みを探るなど、とんでもない裏切り行為だ。母の薬を盾にされ、断ることができなかったが、良心の呵か責しやくを覚えずにはいられなかった。

　でも、ずっと頭を悩ませていた問題が、晧月のひと言できれいさっぱり解消されたのだ。

「晧月様は本当にお優しいですね。母のことまで気にかけてくださって、嬉しいです。何か御礼を差し上げたいですが、あいにく私は何も持っておりません。このご恩、どうやってお返しすればいいか……何か、私にできることはありませんか？」

　懸命に訴えると、晧月はようやく表情をやわらげる。

「そなたは近く我が正妃となる。正妃の実母に心を砕くのは当たり前のことだ。他にも何か気になっていることがあるなら、なんでも相談するがいい」

　力強い言葉に、琰里は胸を震わせた。

「ありがとうございます。本当に、ありが、とう……っ」

　我慢しようと思っても、自然と涙が溢れる。病気の母以外に、本音で語り合える友もいなかった。だから、よけいに晧月の気持ちが嬉しかったのだ。

「これぐらいで泣くことはない。私はいつでもそなたの味方だ」

　晧月はそう言って、琰里の頰に手を伸ばしてくる。

　指先でするっと涙を拭われて、琰里はびくりと震えた。

「すまぬ」

　晧月は慌あわてたように手を引く。

　視線もそらされて、琰里は焦りを覚えた。

　もしかしたら、また怖がっていると思われたのかもしれない。

「晧月様、違ちがうんです。嬉しかったから……っ」

　琰里は身を乗り出して訴えた。

　ほとんど無意識に晧月の深衣の袖をつかみ、間近からじっと精悍な顔を見上げる。

「琰里……」

　視線が合うと、晧月はたじろいだように腕を振ろうとするが、琰里はぎゅっと袖をつかんで離さなかった。

「晧月様はお優しい方です。怖くなんかありません」

「私を化け物と呼ぶ者も多い。本当にこの顔が恐ろしくはないのか？」

　琰里はゆるくかぶりを振った。

　それでも晧月は疑わしげに見据えてくる。

「この手でそなたに触れても怖くないと、本気でそう言うのか？」

「はい……怖くありません」

　琰里はやわらかく微笑んだ。そして気がゆるんだせいか、再び涙がこぼれてくる。

「琰里、泣くな」

　晧月は再び琰里に手を伸ばし、指で優しく涙を拭った。

「晧月様……」

「おまえは本当に私を恐れぬのだな」

「はい」

「私が怖くないなら、この先、おまえに何があろうと私が守ってやろう」

「はい」

　琰里はしっかりと頷うなずいた。

　晧月の口調が変わった。でも、より親しさが増したようで嬉しく思う。

「琰里」

　優しく名を呼ばれたあと、そっと引き寄せられる。

　琰里の身体はすっぽりと晧月の胸に収まった。

　ふわりと背中に腕が回されて抱きしめられる。

　琰里はごく自然に、晧月の広い胸に顔を埋うずめていた。

　こうして抱きしめられていると、心の隅にあった不安がすべて消えていくようだった。

　何もかも全部、預けてしまえる。

　その絶対的な安心感に、琰里は蕩とろけるような心地だった。　>>>♥

「晧月様……」

　吐息をつくように呼びかけると、背中に回った晧月の腕に力が入る。

「クゥン」

　まわりを取り囲んだ狼たちも、何な故ぜか甘えるような声を出していた。

　晧月と琰里が心を通わせ合っているのを歓かん迎げいするかのように、狼たちもさらに軀を寄せてくる。

　何もかもが満たされているようで幸せだった。

　晧月のように素晴らしい人に望まれて、自分はその正妃になる。

　皇子という身分以外になんの取り柄もない自分のような者が、どうして正妃に選ばれたのか、不思議で仕方なかった。

　そういえば、もうすぐ婚こん儀ぎが執り行われる。

　ふと思い出したとたん、訳もなく心の臓が高鳴り出す。

　琰里はぶるりと震えた。

　すると晧月が、すぐに心配そうに覗き込んでくる。

「どうした、琰里？」

「な、なんでもありません」

　琰里は焦り気味に言って、赤くなった顔を見られないように身をよじった。

「おかしなやつだ」

　晧月はため息混じりに言いながら、再び琰里を引き寄せる。

　今度は背中からそっと抱かれる格好だ。

　でも晧月の温かさはそのまま。おまけに狼たちが膝に乗りかかるように甘えてくる。

　その時、琰里の脳のう裏りにふっと浮かんだ光景があった。

　前にも真っ白な狼に囲まれていたことがなかっただろうか？

　仔狼たちがたくさんいて、中に一頭だけすごく大きな個体も寄り添っていた。

　みんなが笑い合っていて、すごく幸せで、それから何か約束を……。

　あれはいつのことだった？

　もしかして自分自身が見ていた光景だった？

　琰里は懸命に思い出そうとしたが、それ以上は深い霧きりに覆おおわれているようで何も見えない。

　現実に目を戻すと、十頭の白い狼がまったりと寛くつろいでいる。

　琰里や晧月の膝に乗り上げているもの。それから晧月の肩に前肢をかけているもの。そばに寄れない狼たちは、草の上でごろんと転がって腹を見せている。また、器用に肢を動かして自分の軀を擦っているものもいた。

　背中には晧月の逞しい身体。

　懐かしいような記憶は追えなかったけれど、琰里を満たしてくれるものはここにある。

　これ以上を望むのは贅沢というものだろう。
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　翌日のこと、いよいよ花嫁衣装が出来上がってきた。

　女官たちの手で運び込まれた衣装を見て、琰里は息をのんだ。

「ご覧ください、琰里様。きれいに仕上がってまいりました」

　純白の地に金銀の糸で繊細な模様が刺繡された深衣は、目を瞠るほど美しかった。深衣に合わせる帯や下衣、様々な飾り物も台の上に並べられている。

　琰里の瞳の色に合わせた金緑石、そして晧月の色、天藍石と紅玉などがあしらわれた花冠と首飾りなど、どれもため息が出るほど見事な作りだった。

「すべて陛下の指示で、職人たちが丹精込めて作ったものです」

　礼華はまるで自分自身がそうしたかのように、自慢げに説明する。

「ほんとにきれいですね」

　琰里はそう言って、ため息をつくことしかできなかった。

「陛下は琰里様との婚姻の儀式を楽しみにお待ちですから」

「私たちも早く、お二人が並ばれたお姿を見せていただきたいです」

「陛下は素晴らしいお方ですし、横に並ばれる琰里様も美しくて、お二人は本当にお似合いのご夫婦となられるでしょうね」

　集まった女官たちは口々に言う。

　自分は男なのに、花嫁などになっていいのだろうか。

　琰里はそんな疑問を覚えたが、興奮している女官たちにはとても言い出せなかった。

　花嫁衣装を目にしたのは女官たちだけではない。

　ちょうど交代時間で部屋に入ってきた祥季も、衣装を目にしたとたん息をのんでいる。

「これは、もしかして婚礼衣装ですか？」

「ええ、そうですよ。陛下が指示なさったとおり、きれいに仕上がってきたところです」

　祥季の問いに、礼華が答える。

「すげぇな……こんなにきれいなもの、見たことないや」

　ぼそりと呟いた祥季に、礼華は鋭い目を向ける。

「祥季、琰里様の前で、その口のききようはなんですか。立場をわきまえなさい」

「チッ、さすがは姉妹。小言の言い方が蓉よう華か様そっくりだ」

「何か言いましたか？」

「いいえ、なんでもありません」

　二人のやり取りを見ていると、まるで姉弟のようで微笑ましくなる。

　礼華はそれ以上祥季にかまうことはなく、女官たちに様々な指示を飛ばし始めた。

「さあさあ、婚姻の儀が間近に迫せまってきました。皆さん、怠りなく準備を調えてください。遊んでいる暇ひまはありませんよ」

「わかりました、礼華様」

「すぐに取りかかります」

　集まっていた女官たちは、礼華の命に応じて素早く部屋から出ていく。

「琰里様、私も少々席を外させてもらいます」

「ええ、かまいません」

　礼華は一礼すると、祥季を振り返る。

「祥季、琰里様のこと、お願いしますね」

「かしこまりました」

　祥季は先ほどまでの気安さを引っ込めて、真面目な顔で答える。

　琰里はその様子も、微笑ましく眺めていた。

　礼華も行ってしまうと、手持ち無沙汰になる。琰里は花嫁衣装から少し離れた場所にある椅子に腰を下ろした。

　祥季は護衛武官らしく、扉の前で背筋を伸ばして立っている。

　その祥季に、琰里は何気なく声をかけた。

「祥季、皆のこと色々と教えてください。先ほどの、蓉華という人は礼華の姉妹なのですか？」

「えっ、聞こえてましたか」

　祥季は失敗したといったように顔をしかめた。

　琰里は微笑みながら、その祥季を手招きで近くまで呼び寄せた。

「聞こえてました。だから教えてください」

「わかりました。蓉華殿は礼華殿の姉です。俺、子供の頃によく怒られたので、礼華殿も似たところがあるなと思って」

「それで、その蓉華殿は今どちらに？　この宮殿にはいらっしゃいませんよね？」

「ああ、蓉華殿なら、もうすぐ仔を迎え入れる時期なので、青せい氷ひよう宮きゆうのほうに詰つめておられます。あ、でも、婚姻の儀式にはこっちへ来ますよ。自分だけ懐かしい琰里に会えないのは不公平だと、怒ってたみたいですからね」

　祥季は直立不動ながらも、にんまりと顔を綻ばせる。

　琰里は怪け訝げんな思いで首を傾げた。

　懐かしい琰里……。

　祥季に呼び捨てにされたのは、これで二度目だ。それに、蓉華という人には会った覚えもないのに、向こうはこちらを知っているらしい。

「祥季……、その人は何故私のことを知っているのですか？」

　ぽつりと問いかけたとたん、祥季はしまったといったように口元を歪めた。

　だが狼ろう狽ばいした様子は見せたものの、祥季は何も答えない。

「教えてもらえませんか？　私には子供の頃の記憶がありません。六歳から七歳にかけての約一年間の記憶がないのです」

「…………」

「どこにいたのか、どうやって暮らしていたのか……もしかして、祥季はその時の私を知っているのですか？」

　突とつ拍ぴよう子しもない考えだったが、それ以外に説明のしようがなかった。

　祥季はじっと見つめてきたが、頑かたくなに口を閉じている。

「祥季はこの腕輪のことも知ってましたよね？　お願いですから教えてください。私はここの皆と関かかわりがあったのですか？」

　琰里は真摯に訊ねた。

　祥季はさっと腰を折る。

「申し訳ありません。不用意に失言してしまいました。ですが、琰里様にお教えするわけにはいかないんです」

　祥季の言葉に、琰里は突き放されてしまったような寂しさを感じた。

　明らかに何かを知っているのに、教えられないと言う。

「どうしてですか？　せめて理由ぐらい、教えてください」

「すみません。それも言えません」

　祥季は淡々と答えるだけだ。

　琰里はほうっとため息をついた。

　この宮殿に来て、皆の優しさに触れた。晧月はもちろんのこと、礼華たち女官や祥季も、親しく接してくれていた。

　立場や身分の違いはあっても、この宮殿にいる者たちは、まるで一つの大きな家族であるかのような温かな雰囲気に満ちていた。

　晧月はその家族の頂点に立つ家長のような存在で……。

　けれども、自分だけはやはり異質なのだ。

　どんなに優しくされても、その大きな家族の一員として認められているわけではない。

　寂しかった。こんなことで寂しさを感じるなんておかしいと思うのに、まるで心の中に隙すき間まができたような気がする。

　琰里には母以外に気を許せる人間は誰もいなかった。顔を見たこともない父や大勢の兄弟姉妹は、赤の他人より遠い存在だ。

　同じ年頃の友人もいない。

　暗い考えに取り憑つかれたくはないが、空くう虚きよな気持ちが広がっていくのは止めようがなかった。

「琰里、思い出せ」

「え？」

　低く囁かれ、琰里は俯けていた顔を上げた。

　祥季は怒ったように扉を見据えていた。こちらへは視線を向けようともしない。

　それでも、祥季の唇からまた低い囁きが漏れる。

「自分で思い出せ。絶対にできるはずだ」

　琰里はほっと息を吐き出した。

　祥季の言葉がすとんと胸に落ちる。

　そうか、自分で思い出さなければならないのだ。

　それがおそらく正解で、自分が持つ運命なのだろう。

　行方がわからなかったという一年間のこと。どこで何があったのか、それを思い出さなければならない。

「ありがとう、祥季」

　短く礼を言うと、祥季がほっと息をつく気配がする。

　そして、胸を占めていた寂しさが、ようやく薄れていった。
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　なんとしても、大切なことを思い出さなければならない。

　琰里は強い決意をもって、必死に考え続けた。

　祥季の言葉で引っかかったのは、自分と親しかった時期があるらしいこと。この宮殿の他の人間、たとえば蓉華なども同じらしいことぐらいだ。

　残念ながら琰里自身はまったく顔を覚えていない。

　では、晧月はどうなのだろう？

　もしかしたら祥季と同じように、自分のことを知っていたのではないだろうか？

　琰里はそれについても深く考えてみた。

　突然舞まい込んできた婚姻話。でも王族同士が顔を見ずに婚姻を結ぶのは、ごく当たり前のことで、なんら不思議はない。

　まして晧月はあの異相。初めて見た時は本当に震えてしまった。

　もし以前に出会っていたとしたら、絶対に心当たりぐらいはありそうなものだ。

　一番刺激を受けるのは白い狼たちだった。

　集団で甘えてきた時に、ふっと以前も同じようなことがあったのではとの疑問が湧く。

　琰里は毎日草原に出かけ、狼たちを観察した。

　それでわかったことが一つある。いつも十頭前後の大人の狼が集まっているのだが、日によって顔ぶれが違うことに気づいたのだ。

　被ひ毛もうの色が純白なのでわかりにくいが、確かに別の個体が交じっていることがある。でも新しく見かけた子たちも、甘えてくるのは同じで、こちらを警けい戒かいする様子はいっさい見せない。

　もし狼たちが言葉を話せたら、色々訊いてみることができるのにと、残念に思わずにはいられなかった。

　そうして結局のところ、失った記憶に関する手がかりを一つも見つけられずに、婚姻の日となってしまったのだ。
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　ごく内輪の儀式と聞かされていたが、宮殿の広間には大勢の家臣たちが顔を揃えていた。

　琰里側の客として、陶国から高位の文官が招かれていたが、他の国の者はいない。

　琰里は用意された華やかな花嫁用の装束に身をつつみ、礼華に手を引かれて晧月のそばまで進んだ。

　琰里の衣装は白を基調とし、晧月は銀色の深衣を身につけている。紳しんと前に垂らした蔽へい膝しつは深い紺色で、佩はい飾しよくや他の飾りものには、左目に合わせた天藍石と右目の紅玉を使用していた。

　儀式とあって、いつも自然に流している白銀の髪はすっきりと結い上げ、前後合わせて二十四旒りゆうの冕べん冠かんをつけていた。腰には美しい拵こしらえの大剣を佩いている。

　堂々とした立ち姿をちらりと目にしただけで、胸がどきどきと高鳴った。

　極度の緊張と、銀細工に宝玉を散らした花冠の重さもあって、動きがどうしてもぎこちなくなる。ただ前へと歩くだけなのに、躓つまずいてしまいそうになった。

　様子を察した晧月はすぐに支えてくれる。

「大丈夫だから、そう硬くなるな」

「はい、すみません」

　晧月にしっかりと手を握られて、ようやくまともな歩行が可能になった。

　最初に行われるのは祖先の霊れいを祀まつる廟びようでの挨拶だ。

　皇城からさほど離れていない岡に天てん壇だんがあり、そこに並んで婚姻の報告を行う。

　からりと晴れた清々しい日で、間近に迫る山並みが美しい。

　あらかじめ教えられていたとおり厳おごそかに祖先の御み霊たまに祈りを捧ささげる。

　一連の儀式を終え、皇城へと戻ることになった時だった。

　琰里は天壇の向こうにある茂しげみに、真っ白な固まりを見つけて目を見開いた。

「あ」

　思わず声を漏らすと、隣に立つ晧月が再び手を握ってくれる。

「あの者らも確認に来たのだ」

「狼たちも喜んでくれているのでしょうか？」

「ああ、喜んでいるはずだ」

　他の者には聞こえないように、小さな声で話し合う。

　狼にもお祝いされていると知って、琰里は胸が熱くなった。

　皇城へ戻ったあとは、広間にて臣下への顔見せが行われる。

　広間は千人以上の人間を集めてもまだ余よ裕ゆうがある。その広間の壁際には白い花が無数に飾りつけられていた。

　晧月と琰里が並ぶ壇上も白の花で溢れ、あたりには品のよい甘い香りが漂っていた。

「陛下、正妃様、ご婚姻、おめでとうございます」

「末永くこの国を見守っていただけますように、臣下一同よりお願いいたします」

　宰相と儀式のために都に戻ってきた祥雲将軍が、次々に祝いの言葉を述べていく。

「祝いの言葉、ありがたく受ける。今後は余と同様に、后にも忠誠を尽くすよう希望する」

「ははっ、我が忠誠を、陛下と正妃様に捧げましょう」

　主立った臣下の挨拶が終わると、次は祝賀の宴うたげだ。　>>>♥

　ずらりと並んだ臣下の前に、女官が手際よく膳ぜんを運んでいく。そして、祝いの酒が次々に注つがれていった。

　酒が入った臣下たちは、晧月の前まで押し寄せてきた。

「陛下、美しい花嫁を娶めとられ、おめでとうございます」

「噂には聞いておりましたが、可か憐れんな正妃様ですな。この日が来るのを、待ちに待っておりましたぞ」

「ああ、……陛下がとうとう、番つがいを……」

「これ、失礼のないようにしろ」

　晧月に忠誠を捧げている臣下たちは、心底嬉うれしそうに声をかけてくる。

　時折、おかしなことを言う者もいるが、早くも酒に酔よったせいだろう。

「そなたたちが祝ってくれること、嬉しく思う」

　晧月は手ずから臣下に酒を注いでやりながら、満足げに口元をほころばせる。

　ちらりと精せい悍かんな横顔を目にすると、琰里の胸はますます高鳴った。

　男の身で花嫁となるのは、これ以上ないほどの羞しゆう恥ちを覚えるが、臣下たちは、皆喜んでくれている。

　馬ば鹿かにしたような視線を寄こす者が一名だけ。それは陶国から見届け役としてやってきた高官だった。

　陶と青では儀式のやり方が大きく違うのだろう。でも、この儀式を終えれば、琰里はもう青国の人間になる。陶国の高官が何を思っていようと、さして気にはならなかった。

「琰里、もう疲れただろう。そろそろ下がってよいぞ」

「あ、はい。わかりました」

　宴もたけなわとなり、晧月から離り席せきしてよいと言われた琰里は素直に従った。

　朝から気を張りとおしていたので、休ませてもらうことにする。

「礼華。琰里を頼む」

　晧月が手を上げると、すぐに礼華がやって来て、琰里は広間から退出することとなった。

　広間から自室へとゆっくり戻る。

「朝からずっと儀式が続きましたから、お疲れでしょう」

「そうですね。緊張していたので、早めに離席できてほっとしました。集まられた方々に失礼でなければよいのですが」

「大丈夫ですよ。皆、この日が来るのを待ち望んでいました。今こ宵よいは身分が低い者たちも交代で、陛下と琰里様のご婚儀をお祝いすることになっているのです」

「そうですか。皆さんによくしてもらって、私は幸せ者ですね」

「琰里様は陛下がお望みになられた方。青国の者は本当にこの日を待ち望んでおりました」

　心のこもった言葉で、胸に温かなものが満ちてくる。

　どうして自分のような者をと疑問に思うが、受け入れられていることが素直に嬉しかった。

　部屋に着くと、すでに湯浴みの用意が整っていた。

　琰里は豪華な衣装を脱ぎ、さっそく湯に浸かった。

　湯には香りのよい花びらが浮かべてあり、緊張がほぐれていく。

　身体を洗って湯から出たあと、着せられたのは白い絹の夜着だ。

　だが、いつものものとは違って、生き地じが薄うすく肌が透けて見えそうだ。

「礼華、この夜着は薄すぎるのでは？　これでは心こころ許もとない」

　思わず抗こう議ぎすると、礼華はにっこりと微笑む。

「今宵は特別です。初夜を迎むかえられるのですから。さあ、御お髪ぐしを梳とかしましょう」

　なんでもないように言われ、琰里は息をのんだ。

　正妃になったとはいえ、自分は男だ。まさか本当に初夜を迎えることになるとは、想像さえしていなかったのだ。

　ちらりと晧月の姿を思い浮かべただけで、頰に血が上る。

　だが、心構えさえしていなかった琰里は、次には青ざめてしまった。

「あの、本当に……しなければならないですか？　私は何も知らなくて……どうすればいいか、わかりません……」

　琰里は震え声で訊ねた。

　何を恐れているかに気づいた礼華は、そっと宥めるように肩を押さえてくる。

「すべて、陛下にお任せになればよろしいのですよ。大丈夫です。陛下はひどいことはなさいません。琰里様を待ち望んでおられたのですから、無理強じいなどなさらないと思います」

　礼華は嚙かんで含ふくめるように言う。

　怖いからいやだ。このままこの部屋で休みたい。

　そう言いたかったが、口に出す勇気はなかった。

　皆がこの婚儀を待っていたというのに、今さら逃げ出すわけにもいかない。

　狼狽うろたえて固まっている間に、礼華は金の髪を丁寧に梳かしていく。そして片方に寄せて幅はば広びろの紐ひもで一つに結わえた。

「琰里様は透けるように白くてきれいな肌をしておられます。化け粧しようはしないほうがよろしいですね」

　礼華は満足そうに琰里を眺めつつ頷いている。

　このまま本当に、初夜を迎えることになるのだろうか？

　何も知らない自分に、晧月の相手が務まるのだろうか？

　羞恥と恐れで琰里は身をすくめているしかなかった。
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　晧月が訪れたのは、半刻ほど経ってからだった。

「琰里はもう眠っているか？」

「いいえ、まだ起きておいでです」

　晧月の声とそれに応える礼華の声が耳に届き、長椅子に腰かけていた琰里は思わず自分の両腕を胸の前で交差させた。

　薄物の夜着だけでは身体が冷えてしまうので、深衣を一枚肩に羽織っていた。

　礼華からは寝台で休んでいてもよいと言われたのだが、そんな恐ろしい真似はできなかった。

　ぎこちなく立ち上がると、すぐに晧月が顔を見せる。

「あ……」

　琰里はからからに渇かわいた喉のどを上下させた。

　長い足で近づいてくる晧月も、すでに礼服から夜用の深衣に着替えている。冕冠も外し、いつもどおり白銀の髪を自然に流しているだけだった。

「琰里、今日は疲れただろう？」

「い、いいえ。大丈夫です」

「そうか」

　部屋の中央に立ったままで声をかけ合うが、互いに言葉は少なかった。

「陛下、花酒をご用意いたしました。甘口のものなので、琰里様も召し上がれるかと思います」

　礼華が気を利かせるように酒器を運んでくる。

　それを機に、なんとか二人で並んで長椅子に腰を下ろした。

　金の薄い杯に、礼華が酒を注ぐ。晧月はその杯を手にして、琰里へと差し出した。

「花酒だそうだ。飲めば気分がほぐれるだろう」

「……はい」

　杯を受け取った琰里は、恐る恐る口に運んだ。

　杯には小さな白い花びらが一枚浮かんでいる。思いきって少量を飲み込むと、舌先にほんのりとした甘さが残った。酒精はさほど強くないが、身体がじんわりと温かくなる。

　横に座った晧月は、注がれた酒を一気に飲み干していた。

　礼華は気を利かせたのか、すでに別室へと下がっている。

「琰里、今宵はここで過ごすことになるが、もしいやなら何もしない。だから、安心して眠ればいい」

「え？」

　思わぬ言葉をかけられて、琰里は金緑石に似た色の目を見開いた。

「無理やり襲おそったりはしないと言っている」

　笑いを含んだ声で言われ、琰里は羞恥でかっと頰を染めた。

　琰里にとっては願ってもない申し出だが、それに甘えるわけにはいかないと思う。

　もし晧月が男でもかまわない、真の結びつきをと考えているなら、それに応える義務がある。

「あ、あの……晧月様は……、私を、その……」

　琰里は顔を赤くしたまま、途と切ぎれ途切れに言葉を紡つむいだ。けれども羞恥が邪魔をして、最後まで言葉にならない。

　晧月はことりと音をさせて杯を卓たく子しに置き、そのあとじっと見つめてきた。

「長く待ったのだ。下心なら充分にある。しかし、先ほども言ったとおり、無理強いする気はない。おまえの気持ちを尊重する」

　優しい言葉に琰里は涙ぐみそうになった。

　頰に走る入れ墨と左右で異なる双眸は、人に恐れを抱いだかせる。でも、晧月は誰よりも優しい人だと思う。

　それにこの婚姻は、青の皆も喜んでくれているのだ。

　陶国では居場所がなかった。自分を家族として迎え入れてくれたのは晧月をはじめとする青の人々だ。

　この温かな場所は失いたくなかった。そして、この優しい人を失望させたくない。

　琰里は迷いを封じ込めて、真摯に異色の瞳を見つめ返した。

「私は青の皆が好きです。礼華や祥季、他の皆も私に優しくしてくれて……可愛い狼たちも大好きです。もちろん、皆を幸せにしてくださる晧月様のことも……。ですから、晧月様がお望みなら、それに従いたいです」

　琰里は必死に冷静さを保ちながら訴えた。

　恥ずかしさでいっぱいだったが、それでも最後まで言い切った。

「本当によいのか？」

　晧月は疑わしげに目を細める。

　じっと探るように見つめられ、さらに頰が熱くなった。

「あ、あの……私は何も知らなくて……、そ、それでもよいとおっしゃるなら……っ」

　そこまで言った時、ふいに晧月が腕を伸ばしてくる。

「え？　ああっ」

　晧月はいきなり立ち上がり、琰里を横抱きにした。

　ふわりと身体が浮き上がり、焦って晧月にしがみつく。

　その晧月は、琰里を抱き上げたまま、何も言わずに歩き出した。

　運ばれたのは寝台の上だ。そっと下ろされて、琰里は羞恥で身を震わせた。

　この先、何が起きるかと思うと怖かった。でも、自分から言い出したことだ。今さら逃げるつもりはない。

　晧月はゆっくり寝台の上に逞たくましい身を乗り上げてくる。

「……っ」

　覚悟は決めたものの、緊張で息が詰まった。

「琰里……おまえを待っていた。おまえが怖がらないでいてくれたことを、天に感謝しよう。絶対におまえを傷つけたりはしない。なるべく優しくする」

　少し掠かすれたような声で言われ、琰里はぎこちないながらも、こくりと頷いた。

　入れ墨のある顔が間近にあって、天藍石と紅玉の瞳でじっと見つめられる。

　もう怖いとは思わない。それどころか、こんなにもきれいな瞳はないと思う。

　でも、これ以上の緊張には耐えられそうもなくて、そっと両目を閉じた。

　晧月が顔を近づけた気配があって、唇に温かなものが触れる。

「んっ」

　驚きでびくんと震えると、宥めるように頭を撫なでられた。

　晧月はそのまま唇を押しつけていたが、息が苦しくて喘あえいだ隙すきに、するりと舌を挿さし込んできた。

「ん、ふっ……うぅ」

　ねっとりと舌を絡からまされ、琰里はどうしていいかわからなかった。

　晧月の舌は淫みだらに動きまわり、徐々に息が上がっていく。

　絡ませた舌を根元から吸われると、身体の奥に得体の知れない疼うずきが生まれた。

　初めての感覚が怖くなってぶるりと震えると、晧月はすかさず頰を撫でてくる。

　それでも口づけは執しつ拗ように続いた。

「んんっ、……、ふ、くっ……んぅ」

　口中に甘い唾だ液えきが溢れ、唇の端はしからいやらしく糸を引くようにこぼれる。

　晧月はさらに深く舌を絡めながら、今度は夜着に手を伸ばしてきた。

「……っ！」

　胸元を広げられ、琰里はびくっと身をすくめた。

　そこでようやく唇を離されたが、晧月はさらに大だい胆たんに夜着を寛くつろげる。

「きれいな肌だ」

　低い呟きとともに、するりと撫でられたせつな、晧月の指が胸の頂を掠めた。

「ああっ」

　思わぬ刺激が走り抜け、琰里は高い声を放った。

　我知らず目を開けると、晧月が間近で覗き込んでいる。左右の色が異なる目で、食い入るように見つめられていた。

「怖いか？」

　確認するように訊ねられ、琰里は泣きそうになりながらも首を左右に振った。

「怖く、ないです」

　辛うじてそう答えると、晧月がふわりと微笑む。

「いいんだな？」

「……はい」

　確認を終えた晧月は、本格的に琰里の肌を探り始めた。

　あちこち確かめるように撫でられたあと、小さな頂を摘つまみ上げられる。

「あ、んっ」

　痺れるような刺激が走り抜け、何故か甘い喘ぎがこぼれた。

「胸で感じるようだな。もっと、かまってやろう」

　晧月はそう言って、胸の粒に唇までつけてくる。

「あ、やぁ……んくっ」

　濡ぬれた感かん触しよくに包まれて、琰里はまたびくりと震えた。

　晧月は乳首の先端を舌で舐め上げ、そのあとちゅくりと吸い上げてくる。

「あ、ああっ」

　思わず高い喘ぎ声が出てしまい、琰里は恥ずかしさで真っ赤になった。

　普段は意識することもないのに、何故かそこを弄いじられると、大きな疼きが身体中を駆け巡る。

「もう身体が熱くなったか」

「な、何？」

「琰里はやはり、胸が弱いようだ」

　晧月は再び胸の粒に口をつけ、強く吸い上げてきた。

「やあ、……んぅ、うぅ」

　言われたとおり、いっぺんに身体の芯が熱くなった。

　弄られているのは胸なのに、何故か下か肢しまで刺激が走り抜けていた。

　ゆるゆると花芯が張りつめていく感覚があって、どうしていいかわからなかった。

「や……っ」

　恥ずかしさのあまり、強く腰をよじると、晧月がようやく顔を上げる。

「いやなら、ここでやめる」

　いきなりの言葉に、琰里は息をのんだ。

　未知の感覚が怖かっただけで、やめてほしいわけじゃない。

「だ、大丈夫……です」

　必死に言い返すと、晧月はほっとしたように口元をゆるめた。

「大丈夫なら、続けるぞ」

「……はい」

　そう答えたものの、晧月の思わぬ動きでまたびくついてしまうことになった。

　両腕に引っかかっていた夜着を脱がされると、すべてがあらわになる。

　勃たち上がった花芯まで晧月の目にさらすことになって、死にそうなほど恥ずかしかった。

　晧月は宥めるように頰を撫で、そのあと首筋に手を滑らせてくる。

「絹のように滑なめらかで美しい肌だ」

　晧月の手は首から胸、そして乳首を掠めてさらに下へと向かう。

　臍へその窪くぼみを通過した手は、とうとう花芯に達した。

「……んっ」

　やわらかく握り込まれ、琰里は大きく腰を震わせた。

　根元からゆっくり駆り立てられると、さらに花芯が硬くなる。先端の窪みからじわりと蜜みつが滲にじみ、琰里はさらに狼ろう狽ばいした。

「あ、あっ、そんな……っ」

　思わず腰を退いたが、肝かん心じんのところは晧月に握られている。

　逃げようもなくて、琰里は無意識にびくっと腰を突き上げた。

「達いきたくなったら、我慢しなくていいぞ」

「やっ、駄目。晧月様の手を、汚よごしてしまう」

　琰里は懸命に晧月の腕をつかんだ。

「そんなこと気にするな」

　晧月はそう言って、さらに技ぎ巧こうを凝こらして琰里を昂たかぶらせた。

　窪みを弄られ、さらに根元からきゅっと搾しぼり上げられると、もう我慢がきかなかった。

「やっ、もう、放して……っ、ああ、……あ、く……うぅ」

　琰里はあっさり限界を超え、晧月の手に白はく濁だくをこぼした。

　罪深さで恐ろしくなるが、欲望は止めようがなかった。

　あまりの恥ずかしさで涙がこぼれる。

　晧月はそっと汚れを始末すると、優しく頭を撫でてきた。

「泣くようなことではない。だが、これで終わりにしたほうがいいか」

　優しく気づかわれ、琰里は涙で曇った目で晧月を見つめた。

　これで終わりではない。未経験の自分にも、そのぐらいはわかる。ここでいやだと言えば、晧月は身を退いてくれるだろう。

　でも、最後まで逃げ出したくはなかった。

「ごめんなさい……もう泣きません。だから、続けてください……っ」

　懸命に訴えると、晧月がじっと見つめてくる。

「本当にいいのか？」

　再度確認されて、琰里はこくりと頷いた。

　晧月は我慢できなくなったように、性急に手を伸ばしてくる。

「準備をするから、うつ伏せになれ」

　短い言葉のあと、晧月は琰里の腰をつかんだ。

「えっ？」

　問い返す暇もなく腰を持ち上げられて、くるりとうつ伏せの体勢を取らされる。

　四つん這ばいで晧月に背を向けるという恥ずかしい格好だった。

　晧月は剝き出しの腰を何度か撫で、そのあとあらぬ場所に指で触れてくる。

「あ、やっ、そんな……」

　琰里は思わず逃げ出そうとしたが、腰を押さえられてしまい叶わなかった。

　晧月は剝き出しの双そう丘きゆうを撫で、時折前に手を回して胸にも触れてくる。頂をきゅっと摘まれた瞬間、狭い窄すぼまりに指を入れられた。

「ああっ、やあ……っ」

　がくっと大きく背を反らすと、かえって指が中まで進んでくる。

　必死に腰をよじっても許されなかった。

「中をほぐさねばならぬ。力を抜いていろ」

「いやっ、あ、あっ」

　首を左右に振っても、晧月の指は出ていかない。むしろもっと奥まで進んで、敏感な壁をくいっと抉えぐられた。

「やあっ、……あっ、あっ」

　痛みを伴っているわけではないが、高い声が止まらない。

　中の指で押された場所から、恐ろしいほどの刺激が生まれる。

　琰里は浅い呼吸をくり返しながら、おかしな感覚を懸命に堪こらえた。

　涙が溢れて止まらない。逃げ出すにはもう遅すぎて、晧月の蹂じゆう躙りんを受け入れるしかない。

「大丈夫だ。傷つけるようなことはしない」

　晧月はそう宥めつつ、中に入れた指を自在に動かす。

　途中で花芯も一緒に握られる。琰里は異様な感覚に耐えるしかなかった。

「琰里、もう少しだ」

「あ、くっ、……ううぅ」

　琰里は前に投げ出した手に涙で曇った目を向けた。

　細い手首には天藍石の腕輪が塡はまっている。

　必死に耐えるしかない中で、琰里は青い腕輪だけをぼんやりと見つめていた。

「琰里、いいな？」

　晧月が中を搔かき回していた指を抜き、背中から覆おおい被かぶさってくる。

　夜着をはだけたのか、素肌が密着していた。

　晧月は琰里の腰骨を宥めるように撫で、もう片方の手を前まで伸ばしてくる。そして琰里の手首に塡まっている天藍石にも触れてきた。

　ほとんど同時に濡ぬれた窄まりに熱く滾たぎったものが擦こすりつけられる。

「！」

　びくっと大きく震えたせつな、琰里の脳裏に鮮あざやかに浮かび上がった光景があった。

　純白の巨大な氷狼が美しい被毛を輝かせながらこちらを見ている。天藍石のように青く澄みきった双眸で、悲しげに見ていた。

　知っている。この特別な氷狼を知っている。

　だが、次の瞬間、純白の獣の像がゆらゆらと霞かすんでいき、代わりに美しい男の姿が浮かび上がってきた。

　男の双眸も、氷狼と同じ澄んだ青だ。

　──琰里、我が番つがい。これが約束の印だ──。

　美しい男は優しい声で琰里に告げた。

　そうして、この腕輪を手に塡めてくれたのだ。

　琰里はふいに思い出し、次の瞬間真っ青になった。

「琰里」

　背中から覆い被さっているのは優しい晧月だ。　>>>♥

　でも違う。自分が約束したのは晧月じゃない。

　滾ったものが濡れた場所に擦りつけられている。

　もう逃のがれようもなくて。

「駄目っ！　いやあぁぁっ！　離して！　いやだ。いやぁ──っ！」

　琰里は激しく身をよじりながら叫んだ。

　晧月から逃れようと、懸命に足あ搔がく。

　約束した人がいる。

　だから、晧月を受け入れるわけにはいかなかった。

「お願いです。許して……っ。駄目なんです。わ、私には約束した人がいます。だから、許して……許してください……っ」

　琰里は嗚お咽えつ混じりに懇こん願がんした。

　ややあって、晧月が無言で身を退く。

「ふ、く……っ」

　琰里は身を縮めて泣きじゃくった。

　晧月は何も言わなかったが、ひどく傷つけてしまった自覚はある。

　許されない真似をしたと思うと、よけいに涙が止まらなかった。
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　それからの数日間、琰里は鬱うつ々うつと過ごしていた。

　初夜で晧月を拒否する形になったことで、己の罪深さに戦おののかずにはいられなかった。

　正妃として迎えられたのに、晧月を裏切ったのだ。どんなふうに咎められても仕方がない。

　そう覚悟していたのに、誰一人として琰里を責めようとはしない。晧月は、あのあとさすがに顔を見せていないが、礼華や他の皆みなの態度は以前と少しも変わらなかった。

　けれども皆に気遣われると、よけいに罪深さを感じてしまう。

　また琰里は、幼い頃に交わした誓せい約やくを破ってしまったことにも、罪の意識を感じていた。

　思い出せたのは、自分を伴はん侶りよにすると言ってくれた若い男の顔だけだ。

　名前はわからない。どういう経緯いきさつで約束することになったのかもまったく思い出せなかった。

　でも、自分は確かに約束した。必ずあのきれいな男のもとへ戻って伴侶になると、そう約束したのだ。だからこそ、あのまま晧月を受け入れるわけにはいかなかった。

　もしかしたら、陶国に帰されてしまうかも。

　琰里はそんな恐れも抱いたが、礼華は呆れたように否定しただけだ。

「何をおっしゃっているのです。陛下は怒ってなどおられません。むしろ、急ぎすぎてしまった、琰里を充分に気遣ってやれと、お命じになられたほどです。だから、そんなに思いつめた顔をなさらないでください」

　礼華にはそう慰められた。

　でも、琰里は自分で自分が許せなかった。取り返しのつかないことをしたと思う。今さら理由を説明したところで、犯した罪が許されるはずもない。

　自分は、信しん頼らいしてくれた晧月を完全に裏切ったのだから……。

　そして晧月の正妃となったことで、あの若者も裏切ったのだ。

　どうすればいいのか。どうしたらいいのか。

　琰里は部屋に閉じこもったままで、考え続けた。

　しかし、暗い顔をしていては、礼華を心配させるだけだ。琰里が選んだのは、白い狼たちの顔を見にいくことだった。あの時、最初に浮かんだのは、純白の美しい被毛を持つ巨大な狼だった。その像が霞かすんで、あの男が現れた。

　まるで純白の狼が人の姿になったかのように──。

　──琰里、我が番つがい。これが約束の印だ。

　そんな言葉が頭の中で響いたが、考えてみればそれもおかしなことだ。

　人は番などという言い方をしない。

　そして琰里は何故か、あの白い獣が氷ひよう狼ろうと呼ばれていることも知っていた。

　いつも草原で戯たわむれている狼たちも白い被毛を持っている。しかし、あの狼は特別に大きくて、被毛の色以外、似たところはないと思う。

　それでも確かめておきたかった。

　いつもどおり草原の泉へ行くと、何頭かの狼たちがゆっくり近づいてくる。

　琰里は泉の畔ほとりで膝ひざをつき、そっと手を差し出した。

　けれども狼たちは少し距離を置いたところで立ち止まり、こちらの様子を窺うかがっている。

　まるで琰里が何をしたか、わかっているかのようだった。

　狼たちは晧月にすごく懐なついている。だから琰里のしたことを、許せないと思っているのかもしれない。

「やっぱり、わかってるんだね。婚こん儀ぎの日には、お祝いに来てくれたのに、私はおまえたちにもひどいことをしてしまったみたいだね。謝っても許してもらえないかもしれないけれど……」

　ため息混じりに呟くと、ようやく何頭かの狼がそばまでくる。

　差し出した手をぺろりと舐められて、琰里は涙を滲ませた。

「どうしたらいいのか……。晧月様はあんなに優しくしてくださったのに、私には他に約束した人がいたみたいなんだ。今までずっと忘れてて……。こんなの言い訳にもならないけれど」

「クゥン」

「ワフ、ワフ……ウゥ」

　狼たちは琰里に何か訴えているかのように、次々と声を上げた。

　悲しいことに、琰里には狼の言葉は理解できない。

「ワフ……ガウ」

　狼たちは入れ替かわり立ち替わり話しかけてくる。琰里の手を宥めるように舐めたり、袖を咥くわえて引っ張るものもいる。また他の子も、もどかしげに鼻はな面づらを擦りつけてくるといった調子で、皆で盛んに何かを教えようとしているようにも見えた。

　琰里はそんな狼たちの様子をじっと眺めていた。

　そして唐とう突とつに、あの巨大な氷狼のことを鮮せん明めいに思い出す。

　大きさも雰囲気も違ちがっていた。でも、この狼たちも純白の被毛を持ち、きれいな青い瞳をしている。

　そう気づいたとたん、どきんと心の臓が跳はねた。

　もしかして、この子たちはあの大きな氷狼のことを知っている？

　もしかすると、そのことを伝えようとしている？

「みんな、知ってたの？　あの大きな氷狼のこと……」

　呆然としながら訊ねると、狼たちはいっせいに吠ほえ始めた。

　威い嚇かくしているわけではなく、盛んに何かを教えようとしている感じだ。

「ガゥウウ、ガウ、ガウ」

「ガッフ、ガフ、ガフ」

「ごめん。わからない」

　琰里は力なく首を左右に振った。

　この狼たちはやはり、あの氷狼のことを知っている。でも、悔くやしいことに肝かん心じんな話は何もわからない。

「クゥン」

　騒いでいた狼たちも、結局は諦あきらめたように悲しげな声を出す。

　何かつかめそうだったのに、すべては深い霧の中に閉ざされているも同然だった。
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　なんの成果もなく、琰里は肩かたを落として草原から部屋へと戻った。

「琰里様、お戻りが遅かったので、祥季に呼びに行かせようかと思っていたところです」

　礼華がいつもどおり気遣わしげに声をかけてくる。

「ごめんなさい。狼たちと話していた」

「そうでしたか」

　礼華はやわらかく微笑んだ。だが、そのあと思わぬことを言い出す。

「陛下より、本日の夕ゆう餉げをご一緒にとのお言葉がありました」

「えっ」

　琰里はいっぺんに青ざめた。

　あれ以来晧月とは会っていない。気持ちの整理がついていないし、顔を合わせる勇気もない。

　なんとか断れないかと、助けを求めるように礼華へと目をやる。

「今こ宵よいは満月。一緒に月を愛めでようとの思おぼし召めしですが、陛下は我らにもお声がけくださいました。宮殿の者たちは交代で祝しゆく宴えんを楽しませてもらったのですが、お側近くに仕える者はずっと忙しくしておりました。それで、わざわざお声をかけてくださったのですよ」

「礼華も呼ばれているのですか……」

　琰里はほっと息をついた。

　晧月に会うのは怖いけれど、礼華たちが一緒なら、ほんの少し気が楽になる。それに、顔を合わせづらいからと言って、謝罪さえできないのでは、自分は本当の愚おろか者になってしまう。

　すべては自分で蒔まいた種。ゆえに、与えられた機会をふいにするべきではなかった。

　陽ひが落ちてから、琰里は宴が開かれる高こう楼ろうへと赴おもむいた。

　いつも行く草原とは反対側にある、凝こった造りの庭園に面している場所だ。

　琰里は銀糸できれいな刺繡を施した淡い青地の深衣姿。正妃という立場になったせいで、簪かんざしやその他の装飾品も贅沢なものを身に帯びている。

　高楼ではすでに晧月が座についていた。琰里の席は晧月の隣、そして、二人の左右と後方に、女官用の座が設けられていた。

　円座わろうだに座った晧月は、ゆったり酒を口に運んでいる。

　琰里は礼華の先導で、その隣にぎこちなく腰を下ろした。

「よく来たな、琰里。さあ、おまえにも酒を注ついでやろう」

「あ、その……」

　いきなり声をかけられて、琰里は返答に詰つまった。最初に謝るべきなのに、なんと言っていいかわからない。

「そう怖がらずともよい。今宵の月見は女官らを慰い労ろうするためのものだ。おまえを遅くまで引き留めるつもりはないから安心しろ」

「……すみません」

　琰里はますます萎い縮しゆくして、小さな声で謝った。まともに視線を合わせる勇気もない自分が、心底情けなくていやになる。

　すると晧月は一つ息をついて、思いがけないことを言い始めた。

「すまぬ。言い方がきつかったな。婚礼の夜のことを気にしているのだろう。しかし、おまえが悪い訳じゃない。むしろ、おまえの気持ちが添そうのを待ってやれなかった私のほうが悪い。せっかく私を怖がらずにいてくれたのに、台なしにしてしまった。だから、おまえは何も気にする必要はない」

　琰里は呆然となった。

　晧月のほうが悪いなどと、そんなはずはない。

「晧月様、ごめんなさい。何もかも私が悪いんです。……私は……」

「琰里、大丈夫だから」

　深い声で言われ、琰里はたまらず涙を滲ませた。

「どうして……っ、晧月様は、どうして、そんなに……っ、優しくしてくださるんですか？　わ、私は……っ、私は……っ」

「琰里、泣くな」

　晧月は酒器を膳ぜんに置くと、そっと手を伸ばしてくる。

　濡れた頰を指で拭われ、琰里はびくりと震えた。

　すると晧月は慌あわてたように手を引っ込める。

「すまぬ。涙を拭ふいてやりたかっただけだ。これ以上おまえに触れる気はないから、泣くな」

　見当違いのことを言う晧月に、琰里は激しく首を左右に振った。

「違う……んです。……わ、私は晧月様が優しくしてくださるから、涙が出てきて……」

　涙はあとからあとから溢あふれてきた。

　あんなにひどく裏切ったのに、晧月はさらに優しく気遣ってくれる。

　どうしてあの時に、昔の約束のことなど思い出してしまったのか、恨うらみたくなるほどだった。

「琰里……泣かなくていい。おまえにつらい思いはさせたくない。あの夜はおまえの魅み力りよくに抗あらがえず、手を出してしまった。おまえは悪くない。悪いのは私だ」

　晧月は何度も嚙かんで含めるように言う。

　優しい気持ちが嬉しくて、琰里は胸を震わせた。

「ごめんなさい。泣いてしまって……」

「謝らなくていい。それよりも、無理じゃなければ笑顔を見せてほしい。おまえが微笑んでいると、私も幸せな気持ちでいられるからな」

　晧月は苦く笑しよう混じりで言う。

　困ったような顔を見て、強ばっていた身体から力が抜けた。

　いくらおまえは悪くないと言われても、裏切った事実は変わらない。しかし、泣いていては、優しい晧月に、また負担をかけてしまうことになる。

　琰里は必死に涙を堪こらえた。

「晧月様……すぐに微笑むのは、無理みたいです。でも、もう泣きませんから」

　しっかり口にすると、晧月はほっとしたように息をつく。

　そして、まわりで控ひかえている女官たちへ目を向けた。

「皆の者、ようやく琰里の機き嫌げんが直ったようだ。さあ、これより先は無礼講だ。幸い雲一つない絶好の月見日和びより。皆も存分に楽しんでくれ」

「陛下、お心遣い、ありがとうございます。お言葉どおりに、皆で楽しませていただきます」

　女官を代表して礼華が礼を言い、ようやく和なごやかな月の宴が始まる。

「さあ、琰里。おまえの好きな甘い酒だ。少しぐらいなら飲めるだろう」

　晧月が改めて酒器を手に酒を注いでくれる。

「ありがとうございます」

　琰里は小さく礼を言って、そっと杯を口につけた。

　前方に目をやると、真円に近い月が上っている。

　朱色に塗られた手て摺すりの向こうに広がる庭園に、その冴え冴えとした月明かりが射している。

　女官たちが楽器を持ち寄って雅みやびな曲を奏かなで始める。

　秋も深まり、空気は冷えていたが、琰里の胸は温かなもので満ちていた。
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　青国皇こう帝ていの正妃となって、ひと月ほど経った頃のこと──。

　琰里は、陶国から使者が来たとのことで、晧月に呼ばれた。

　夜をともにすることはないが、晧月とは毎日のように顔を合わせている。昔の約束のことは気になっていたが、琰里はなんとか穏おだやかに暮らしていた。

　しかし陶国からの使者と聞いて、何故かぞくりと背筋が凍るような思いに駆かられる。

「晧月様も同席されるのでしょうか？」

「はい。陶国の使者には陛下もお会いになられます。琰里様にも謁えつ見けんの間までお越こしいただきたいとのことでした」

　琰里は眉をひそめた。

　婚こん儀ぎに高官が来て、その後なんの音おと沙さ汰たもなかったのに、今頃なんの用があるのだろう。

　晧月の命で処方してもらった薬も、すでに送ってある。母の薬を盾に、青国と晧月の弱点を探れと命じられていたが、その薬は手に入ったのだ。いくら宰さい相しようでも、これ以上の無理は言えないはずと思っていたのに。

「ともかく、お支度を」

　礼華に急かされ、琰里は急いで格式の高い深衣に着替えた。

　白混じりの淡い若草色で、肌の白さと金緑色の瞳を引き立てている。頭には珊さん瑚ごと真しん珠じゆをあしらった花冠をつけた。

　謁見の間は、一度に千人以上収容できるほどの広さを誇り、支配者の権威を否いや応おうなく知らしめている。磨みがき上げた石材の床には、紅の敷物が敷かれていた。奥には七段の石段を刻んだ上に、複雑な彫刻を施しさらに玉石で飾り立てた大小二脚きやくの椅い子すが据すえてある。

　晧月はすでに出座しており、大きなほうの玉座にゆったりと腰こしを下ろしていた。背後には屈くつ強きような武官がずらりと並んで皇帝を守っている。

　そして石段の下のかなり離れた床で、陶国の使者が這はい蹲つくばっていた。

　何か不快なことを言われたのか、晧月は眉根を寄せている。くっきりと入れ墨ずみをした顔はいつも以上に強ばり、知らぬ者を震え上がらせる迫はく力りよくがあった。

　琰里が案内に従って隣の椅子に腰を下ろすと、陶国の使者はさらに床に額を擦こすりつけた。

「青国正せい妃ひ琰里様、ご尊顔を拝し、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

　今まで何を話していたのか、気になって仕方なかった琰里は、隣の晧月へと目を向けた。

「陶国の皇帝が倒たおれられたそうだ」

「えっ、皇帝が……？」

　驚いて訊き返したものの、琰里はさほど衝しよう撃げきを覚えなかった。

　生まれてから一度も顔を見たことのない父帝は、琰里にとって遠い存在だ。親子の情など微み塵じんも感じられず、ただ陶国は大変だろうなと、他人ひと事ごとのように思っただけだ。

「そなたの母上の病状もよくないそうだ」

「母上が？　どうして？　薬はちゃんと送ってもらったのに……」

　悪い知らせに、琰里は真っ青になった。

「陛下と琰里様のお母上、お二人が倒れられたのです。そ、それで、琰里様に一度陶国へお帰りいただきたいと、お願いしておりました」

　四十前後で細い目をした使者が、口を挟はさんでくる。

　けれども異色の目と入れ墨のある晧月を恐れてか、おどおどした様子だ。

「私は他国に嫁とついだ身……簡単に陶国へ戻るわけには……」

　なんとか気を取り直した琰里は、唇を震わせながら答えた。

　母のことが心配でたまらない。でも、自分を駒こまのように扱う陶国の者は、好きにはなれない。

「陛下は青国へ嫁いだ琰里様に、最さい期ごにひと目会いたいとお望みです」

「今まで会ったこともないのに、どうして？」

　ぽつりと漏らすと、使者は食いつくように言葉を重ねた。

「だからこそです。陛下は今までのことを深く後こう悔かいしておられます、このままでは死にきれないと仰せなのです。他の皇子様方は、すでに陛下のもとへ行かれました。あとは琰里様お一人が残っておられるだけなのです。ですから琰里様からも、どうかいったん陶に帰国することを、青の皇帝陛下にお願いしてください」

　使者は晧月を警けい戒かいしつつも、琰里の説得にかかる。

　琰里は少なからず、動どう揺ようしていた。

　父帝が自分に会いたがっているとは本当だろうか？

　他人より遠い存在ではあるが、これが父に会う最後の機会となるかもしれないと思うと、落ち着かない気分になる。

　母にはもちろん会いたい。もしものことがあれば、もう永久に会えなくなってしまう。

　しかし、曲がりなりにも正妃の立場で、生国へ母の見み舞まいに行きたいなどという我が儘ままが許されるとは思えなかった。

　晧月の様子を窺うかがうと、腕うでを組んで何か考え込んでいる。

　そして、ややあってから晧月は使者に言葉をかけた。

「琰里の帰国のこと、追って沙さ汰たをするゆえ、別室にてお待ちいただこう」

「ははっ、何なに卒とぞ、よしなにお願い申し上げます」

　使者は再び床に額を擦りつけてから、謁見室をあとにした。

「琰里、少し外を歩こう。今日は狼の顔を見たか？」

「いいえ、まだです」

「では、つき合え」

　短いやり取りのあと、琰里は晧月に従って謁見の間から退出した。

　晧月はきっと狼たちの前で、何か言うつもりなのだ。

　謁見室から広い宮殿内を横切って、奥庭へと向かう。

　他国の使者に会うため、晧月はいつも背中に流している白銀の髪を結い上げていた。儀式用の冕べん冠かんではなく、鼈べつ甲こうと金をうまく組み合わせた簡易の冠をつけている。

　深衣は黒地でうっすらと金の刺繡が施してある。袖口と襟元から覗く色は血のような紅。晧月の瞳の色だ。控ひかえていた武官から大たい剣けんを受け取って、腰に佩はいている。

　どこまでも立派で美しい立ち姿に、琰里はこんな時だというのに、ため息をつきそうだった。

　奥の庭園に出ると、晧月は武官たちを下がらせる。

　代わりに琰里付きとなっている祥季が、どこからともなく姿を現した。

　祥季は内密の話が聞こえぬ程度の距離を保ち、二人のあとについてくる。

　手入れの行き届いた庭園をとおり抜けると、すぐに狼たちが十頭ほど集まってきた。

　普段から近くに住んでいるのだと思うが、考えてみれば不思議な生き物だ。

　晧月は小さな泉の畔まで歩いたところで、腰をかがめて落ちていた木切れを拾い上げた。

「投げてやるから、取って来い」

　そう言って、木切れを遠くに放り投げる。

　狼たちはすぐに反応し、我先にと木切れを追い始めた。

　勝利を得た狼が鋭い牙の覗く口で木切れを咥くわえ、一心に晧月のもとへと戻ってくる。

「よし。よくやった」

　晧月は狼の頭を撫でてやってから、再び木切れを遠くへ放った。

「ガウ！」

「ガウウゥ！」

　晧月が狼たちを遊ばせている姿を見ていると、張りつめていた気持ちが自然とやわらぐ。

　しばらくして、晧月は草地にどかりと腰を下ろした。

　豪華な深衣が汚れることより、狼たちと戯れるほうを優先する。そんな晧月を見て、琰里もそばに座り込んだ。

　狼たちがすぐに二人を取り囲み、盛んに尻尾を振りながら頭を擦りつけてくる。中にはごろんと転がって、ずうずうしく腹を撫でろと催さい促そくするものもいて、琰里は我知らず微笑んだ。

　やはり、この子たちと一緒にいると癒いやされる。

　今日は晧月がそばにいてくれるので、いつも以上に満ち足りた気分になった。

　緑の草原は、すでに秋の色に染まっている。遠くの山脈も全山が黄金色に輝かがやいていた。

　晧月はふいに、左右異なる色の目で見つめてくる。

　わけもなくどきりと心の臓が高鳴った。

「琰里、母上にお会いしたいか？」

　──琰里、母上に会いたいか？

　琰里ははっとなった。

　空耳かもしれないが、晧月の声に誰かの声が重なって聞こえた気がする。

「母上に会いたいか？」

　──母上にお会いしたいのか？

　今度の声も木霊こだまのように重なって耳に達した。

　けれども、問いの内容は一つだけ。

　琰里はこくりと頷うなずき、しかし、すぐに思い直して断りを入れた。

「会いたいのは本当ですが、青国へ参る時に覚悟は決めてきました。母には二度と会えないかもしれないと……。ですから、使者には断ってくださっていいです」

「あの使者は何か隠している」

　唐突な言葉に、琰里は首を傾げた。

　そしてこの声は重なって聞こえたわけではない。

「隠し事とはなんでしょうか？」

「まだわからぬ。しかし、陶国には密みつ偵ていを放ってあるので、何か大きな動きがあれば、すぐに知らせてくるだろう」

　思わぬ話に琰里は目を見開いた。

　何気なく密偵と言われたが、自分もまさにその役目を背負わされていたのだ。

　隣り合う国同士では、密偵を放って国情を探るのはごく当たり前のことなのかもしれない。

　琰里が黙り込んでいると、晧月が再び口を開く。

「琰里、母上にお会いしたいなら、陶国へ行ってきていいぞ」

「本当、ですか？」

　そう問い返したものの、琰里の胸には不安が兆きざした。

「母上の病が重くなったというのは心配だろう。それに、皇帝にも会っておいたほうがよいのではないか？」

「はい……。ですが、私は父の顔を知りません」

「だが、亡くなられてから後悔するようなことがあってはいけない。この機会に父上にも一度お会いしておけばいい」

　晧月は真摯に帰郷を勧めてくる。

「ありがとうございます。でも、私はどうすればよいのでしょうか？　父と母の見舞いを済ませたら、こちらに戻ってきてよいのですか？」

　ぽつりと口にして、琰里はようやく胸に巣くう不安の正体がわかったような気がした。

　母の病のことは心配だが、もう一つ心を占めていたのは、この国に戻ってこられるだろうかという疑問だった。

　晧月は異色の目を細め、間近からじっと見つめてくる。

「おまえは、この国に……私のもとに戻ってきたいのか？」

　低く問われて、ふいに胸が苦しくなる。

　戻ってきたい。晧月のもとに。白い狼たちが戯れるこの宮殿に戻ってきたかった。

　しかし、身体を繫げることを拒んだ自分に、その資格があるとは思えない。

「琰里、どうした？　遠慮することはない。本心を告げるがいい」

「わ、私は、この国に戻ってきたいです！　晧月様のもとに……」

　勢いよく答えたせつな、頭が割れるように痛くなった。

　すべてを与えることもできないのに、己おのれの我が儘だけをとおそうとは、なんと身勝手な言い分か。

　激しい頭痛は自分自身への罰ばつだろう。

　けれども、その考えと同時に、何故か不思議な感覚にも襲おそわれる。

　おかしい。以前も同じことを言った気がする。

　ごくごく小さな頃の話だ。

　純白の巨大な氷狼が、いつの間にか美しい若者の姿になった。そして幼い琰里は、その若者に誓ちかったのだ。

　必ず、思い出す。そして……様のもとへ戻ると──。

　あれは誰だった？　なんという名の人だった？

「うぅぅ」

　琰里はこめかみを強く押さえ、低く唸うなるような声を出した。

　けれども、いくら思い出そうとしてもわからない。

　美しい顔立ちはより鮮せん明めいになったのに、肝かん心じんの名前、そしてどこの誰かがわからなかった。

「琰里、急にどうしたのだ？　真っ青になっているぞ」

　肩を抱き寄せられて、揺さぶられる。

　それで琰里はようやく正気に戻った。

「あ、晧月様……私は……」

「あまり真剣に悩むな。おまえは好きな時にここへ戻ってくればいい」

　さらりと言われ、琰里は金緑石の目を見開いた。

「本当に？　戻ってきてよいのですか？」

「当たり前だ。おまえは我が后となった身だ。陶国へ行くのはあくまで里帰り。母上を見舞ったあと、好きな時に戻ってくればいい。それともう一つ、我が国の医官を連れていけ。そして母上が少し快方に向かわれたなら、この国にお連れすればいい」

「母上を？　本当にここへ連れてきてもよいのですか？」

「ああ、おまえの母上だ。私も孝養を尽くそう。病のことも心配するな。容態が悪くなったなど、陶国へ送った薬をまともに使っていれば、ありえぬことだ。おそらく母上のもとに届いていないのだろう。だから、直接医官を連れていけばよい」

「本当に？　母上は治るのですか？」

　琰里は身を乗り出してたたみかけた。

「確かなことは医官にしかわからぬが、今は大丈夫だと信じていればいいだろう」

「晧月様……っ」

　琰里はぽろりと涙をこぼした。

　自分は裏切ってしまったのに、晧月はどこまでも優しい。

　入れ墨があって左右の目の色が異なっている。輪りん郭かくもごつごつした感じだから、最初は怖いと思った。

　けれど、こんなに優しい人は他にいない。

　涙で曇った目でじっと見つめていると、晧月が困ったように苦笑する。

「母上のことだけではなく、おまえには他にも悩みがあるのだろう。今は無理に訊かないが、相談したいことがあるなら、なんでも私に言えばよい」

「……はい」

「前にも言ったが、私は無理強いする気はない。おまえが身も心も捧げていいという時まで待っている。私のことは負担に思うな。おまえにはいつでも笑っていてほしいだけだからな」

「……はい。ありがと……ございます……」

　琰里は懸命に嗚お咽えつを堪えて微笑んだ。

　晧月はじっと琰里を見つめていたが、やがて低く訊ねてくる。

「少しだけ、おまえに触れてよいか？」

　そう訊ねられ、こくりと頷く。

　晧月はほっとしたように息をつき、ゆっくり手を伸ばしてきた。

　最初に触れられたのは涙で濡れた頰だった。指で優しくその涙を拭われる。

　次に動いたのは琰里のほうだった。無意識で、甘えるように晧月の胸に身を寄せる。

　晧月は逞たくましい身体を強ばらせた。しかし、それは一瞬のことで、そのあと琰里をそっと抱き寄せる。

　広い胸に顔を伏せると、しっかりと包み込むように抱きしめられた。

「晧月様……」

　琰里は吐息をつくように優しい人の名を呼んだ。

　ひどい裏切り方をしたせいで、どうしていいかわからなかった。でも、こうして晧月の胸に収まっていると、悩んでいたことがすべて消えていくような気がする。

　一方的に甘えているばかりでは、よくないと思う。

　それに朧おぼろな記憶を取り戻す必要もある。

　子供の頃に、誰かの花嫁になると誓約を交わした。

　でも、完全に思い出せない相手と、いつも支えてくれる晧月とではまったく違う。

　誓約がある限り、今は晧月に身を任せるわけにはいかない。

　でも、たぶん、自分の中で答えは出ているのだ。

　この怖い顔をした優しい人を愛いとしいと思う。

　敬愛の念が強く、家族のようにも思っている。

　しかし、琰里はすでに、晧月に向ける感情が、それだけでないことを知っていた。

　誓約の相手のことを思い出せば、もしかしたら、また別の感情が芽生えるかもしれない。

　だが今は、晧月の温ぬくもりに包まれていたいと思う。そして、この確かな温もりを、ずっと離はなしたくなかった。

　晧月はしばらくして、ようやく腕うでの力をゆるめる。

　まともに視線があって、琰里は羞恥で頰を赤くした。

「琰里、陶国へは祥季も連れていけ。本当は私自身が一緒に行ってやりたいところだが、立場上、そういうわけにもいかない」

「そんな、晧月様はこの国の皇帝です。他国を訪ねるなど、無理に決まってます。晧月様が行けば、陶国中でとんでもない騒ぎになりますよ」

「ま、そういうことだ。まったく……皇帝などになるのではなかったな」

　ぼやくように言う晧月に、琰里は我が慢まんできずにくすくすと笑い出した。

「おまえは笑うが、今のは本気だぞ。他の誰にも任せられないから、私は仕方なくこの地位に就ついている。もし皇帝でなかったなら、おまえを連れて自由にどこかをうろついている頃だ」

「どこかをうろつくだなんて想像したこともありません。でも、晧月様が連れていってくださるなら、どこにでもお供したいです。あ、でも、どこかへ行くとなると、この子たちには会えなくなるのか……それも寂しいですね」

　思いつくままを口にすると、晧月は優しい眼差しで見つめてくる。

　そっと手が伸ばされて、子供にするように、何度も頭を撫でられた。

「最初は無理かと諦めていたが、もうすぐ枷かせが解かれるかもしれない」

　晧月はふいに謎めいたことを言い出す。

「枷とはなんのことですか？」

「いや、なんでもない。こちらの都合だ」

　晧月はそう言いながら、琰里の左腕をつかんだ。

　袖がするりと捲まくれて、天藍石の腕輪が剝き出しになる。

「琰里、陶国では気をつけるのだぞ？　この腕輪があれば、おまえを害することは不可能だ。しかし、絶対とも言い切れない。これにも弱点はある。いざとなれば私の名を呼べ。いいな？」

　晧月は何故か腕輪の表面を指でなぞりながら言う。

　琰里は困こん惑わくするばかりだった。

　腕輪のことは祥季も知っていた。では、晧月も正確に効果を知っているのだろうか？

　でも、どうして？

「あっ」

　ふいに浮かんだ光景に、琰里は思わず声を上げた。

　外せなくなった腕輪。それを塡はめてもらった時のことを思い出したのだ。

　──これはおまえを守ってくれる腕輪だ。

　そんな言葉とともに腕輪をくれたのは、あの美しい若者だった。

　──……様の瞳の色と同じ……。

　そう答えたのは幼い時の自分だ。

　あれは、なんという名だった？

　そして腕輪を塡めたあと、あの人は幼い琰里を抱き寄せた。

　──琰里、我が番つがい。これが約束の印だ。

　唇に押しつけられた温かな感触を、はっきりと思い出す。

　ああ、あれは誰だったのだろう？　なんという名前の人？

　いくら思い出そうとしても、わからなかった。

「琰里、使者が待ちくたびれている頃ころだ。そろそろ戻もどらねばならぬ」

　晧月がそう言って、唐とう突とつに立ち上がる。

　琰里も晧月の手で支えられながら、その場で身を起こした。

　もう少しだったのに、記憶が再び闇やみの中に沈しずむ。

　答えが出る日はまだ遠いようだった。
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　琰里は祥季が指揮する武官百名に守られて陶国を目指した。

　牛ぎつ車しやではなく二頭立ての馬車に乗っているので移動は速い。一行は青への旅の約半分の日数で陶の都に到着した。

　宮中での琰里の扱いは最悪だった。だから、武官たちをまともに世話してくれるか案じていたが、珍しく宰相が気を利かせてくれたお陰で、皇城内に居場所をもらえることになった。

　琰里はさっそく母を見み舞まうつもりで、後宮の諸事を取り仕切る部署に先触れを出す。

　こちらでも要望はすぐにとおり、青の医官と付き人二人、それと護衛の祥季を伴って後宮の母を訪ねた。

「母上、お身体のほうはいかがですか？」

「琰里、遠方からわざわざ訪ねてくれてありがとう。そなたの顔を見ただけで、母は安あん堵どしました。今日は気分もよいですよ」

　寝台で伏せっていた母は懸命に気力を振り絞ろうとしていたが、病状はやはりよくなかった。

　前に会った時よりさらに瘦せ細り、顔色も幽ゆう鬼きのように青ざめている。

「母上、青の陛下にいただいたお薬は、お飲みになっておられましたか？」

　琰里は動揺を抑え、案じていたことを訊ねた。

　しかし母は、怪け訝げんそうに小首を傾げる。

「お薬を直接送ってくれたのですか？　ごめんなさいね。気がつかなくて。あのお薬は手に入らなくなったそうで、あなたが青に行ってからは一度も服用していませんでした」

「そう、だったんですか」

　母の答えを聞いて、琰里は怒りに駆られた。

　青から送った薬は母の手元に届いていなかった。おそらく宰相が取り上げたのだ。青に行けば母の面めん倒どうをみてくれるという約束は、最初から守るつもりもなかったのだろう。

　でも、ただでさえ弱っている母に、宰相に騙だまされていたとは言えない。

　琰里は背後に控えていた老ろう齢れいの医官に、丁寧に頭を下げた。

「母上、青の名医が母上の病を診みてくださるそうですから、どうか安心してくださいね。病気もきっと治ります」

「まあ、わざわざ青から……、申し訳ないことです」

　弱々しく答える母に、琰里は涙がこぼれそうなのを懸命に我慢した。

　このうえは、晧月に言われたように、病状が少しよくなるのを待って、母を青に連れていくしかないだろう。けれども先に、あの宰相と話をつける必要がある。

　琰里は医官たちに母のことを任せ、宰相のもとへ向かった。

　使者の話では、父帝の容態も危あやういとのこと。これが最後となるなら、顔を見るぐらいはしておきたかった。

　琰里は自分の粗そ末まつな宮で新しい深衣に着替えた。

「琰里様はこのようなところで暮らしておられたのですか」

　あまりにもひどい部屋やいやな顔を隠しもしない女官を見て、祥季は呆れたような声を出す。

「私は三十番目の皇子でしたから」

　今さら蒸むし返しても仕方のない話なので、琰里はそう答えるに留めた。

　だが祥季は、憤ふん然ぜんとしたように言う。

「早く用事を済ませて青に帰りましょう」

「そうですね。私も早く帰りたいです」

　琰里はため息をつくように答えただけだ。

　そして、祥季を伴って宰相が詰めている宮殿へ向かう。

　問題だったのは、城門で祥季の入場を拒まれたことだった。

「そこの者はここで控えておれ。おまえの身分では中へ入れるわけにはいかない」

　横おう柄へいな態度で祥季を止めたのは、陶国の武官だ。大おお柄がらで鎧よろいを身につけているが、たるみきった顔で、勤務中だというのに酒臭くさい。他の武官もやる気のなさそうな者ばかりで、琰里は恥ずかしくなった。

「この者の身分は低くありません。青の皇帝より私のそばを離れるなとの命も受けております。なので、とおしてもらいたい」

　琰里は毅き然ぜんと抗こう議ぎした。

　しかし武官たちはどこ吹ふく風といった具合で、にやにや笑っているだけだ。

「確か青の国に嫁入りした琰里様でしたな。男の身で后になっただけあって、さすがにお美しい。青の皇帝は化け物だという噂だが、あっちのほうはどうなんです？　やっぱりすごいんですかい？」

　武官たちの言葉は聞くに堪たえないものだった。

　思わず言い返そうとした時、後ろから祥季に袖をつかまれる。

「ここは堪こらえてください。こんな下げ劣れつな奴らの言ったことなど、いちいち気にする必要もありません。俺はここで待ってます。もし何かあったら、大声で叫さけんでください。すぐに助けに行きますから」

　祥季はこっそり耳打ちしてくる。

　他の武官たちは別の宮に止め置かれている。この城門には少なくとも二十人ほどの武官の姿があったが、祥季はまるで気にしていない。陶の武官は完全に格下と見切っているのだろう。

「わかりました。それでは、ここで待っていてください」

　琰里はほっと息をつき、ひとりで中へ入ることになったのだ。

　屋内に進むと、宰相は不ふ機き嫌げんそうに待っていた。

「ようやくお戻りになられましたな。待ちかねておりましたぞ」

　宰相は、向き合った琰里の品定めでもするかのように、いやらしい目つきで眺ながめる。

　ここで怒おこっても仕方ないので、琰里は必要なことだけ訊ねた。

「陛下が私に会いたいと望んでおられるとか。いつ、お見舞いにお伺いすればよいですか？」

「残念ですが、陛下はすでに意識不明となっておられます。見舞いに行かれても無駄なので許可できませんな」

　ひどい言い草に、琰里は眉をひそめた。

「そういうことでしたら、何故わざわざ私を呼び寄せたのですか？」

　思わず言い返すと、宰相はくくくっとくぐもった忍び笑いを漏もらす。

「青の国は存外守りが堅かたく、密偵を潜り込ませるのも容易ではない。殿下には連絡さえ取れなかったので、仕方なくこちらへ来ていただいたのですよ。母上が悪化されたのは本当ですが、陛下が会いたがっておられるとは、方便ですよ」

　馬鹿にしたように言われ、沸々と怒りが湧いてくる。

「私が母上にお送りした薬はどうなさったのですか？」

「ああ、殿下の母上はいわば人ひと質じちですからな。簡単に病が治ってもらっては困るのです」

「ひどいことを……っ！」

　何もかもが、自分を罠わなに陥おとしいれるための布石だった。

　そう明かされて、琰里はぎりっと奥歯を嚙みしめた。

　ここで罵ば声せいを浴びせるのは簡単だが、問題が解決するわけじゃない。琰里がへたな動きを見せると、母だけではなく、診しん療りようしている医官たちも危ない目に遭わされるかもしれない。

「一つ、お教えしておきましょう。残念ながら陛下は身み罷まかられてございます」

「えっ？」

「ですが、陛下が崩ほう御ぎよされたことは、まだ一部の者のみしか知りません。太子様の登極を邪魔されるわけにはいかぬので、用意が整うまで崩御の情報は伏せてあります」

「どうして、そんなことをする必要があるのですか？　葬そう儀ぎも執り行わずにご遺体を放置しておくなど、許されることではありません」

　琰里は呆然となりながらも、辛うじて言い返した。

　最後にひと目だけでも会えればと思っていたのに、父帝はすでに世を去ったという。

　結局のところ、琰里は父の顔を一度も見ることなく、親子関係の終しゆう焉えんを迎えたということだ。

　もとより父の情愛など期待していなかった。それでも亡くなったと聞けば悲しさも感じる。

「策を弄ろうして殿下にお戻りいただいたのは、もちろん青の弱みを明かしてもらうためです。まもなく太子様がお見えになられますので、お待ちください」

　人の死すらも利用しようという宰相には、吐き気がしそうなほどの嫌けん悪おを覚える。

　そして、この企みには兄である太子も荷か担たんしているのだ。

　青の弱みなど何も知らない。そう突っぱねてしまいたかったが、母や医官たち、それに青から来た武官たちのことを思うと、へたに動くことはできなかった。

　とにかく、うまく宰相と太子を誤ご魔ま化かすしかない。ここから無事に出られれば、祥季にすべてを明かして助けてもらうこともできるはず。

　琰里は無意識に左腕に手をやった。

　袖そでの下の硬いものに触れ、辛うじて冷静さを保つ。

　そして、待つほどもなく陶国の太子が姿を現した。

「殿下、わざわざのお運び、かたじけのうございます」

　宰相が平伏する中で、太子はさっさと上座へと足を運ぶ。

　贅沢な深衣をまとった兄は、すでに四十の声を聞く年齢で、意外にも体たい軀くは引き締まっていた。顔立ちもかなり整っているが、目つきが鋭い。いかにも猜さい疑ぎ心しんが強そうな男だ。

　兄という感かん慨がいはない。

「さて、そのほうが琰里か。噂どおりの美び貌ぼうよの。青の化け物皇帝はどのような男だ？」

　いきなり嘲あざけるように訊ねられ、さしもの琰里もムッとしたのを隠せなかった。

「青の皇帝は化け物などではございません。臣下や民を大切になさる素す晴ばらしい統治者です」

　毅然と伝えると、太子は面おも白しろいものを見たとでもいったように、片かた眉まゆを上げる。

「ほお、余の前でも萎い縮しゆくせぬか。見かけによらぬものよ。しかも敵国の化け物を褒ほめ称たたえるとは、とんだ好き者よ。それとも、おまえは化け物によって籠ろう絡らくされてしまったのか」

　ねっとりとした視線がまとわりつき、琰里は背筋が震える思いだった。

　半分だけ血の繫がった兄とはいえ、太子は恐ろしい人だと思う。器うつわとしては、宰相より数段上。父帝の死さえ利用するのだから、危険極きわまりない男だ。

「殿下、使者の知らせによりますと、琰里様はたいそう彼の皇帝に可愛がられている様子だとか。先日の婚儀でも、仲むつまじかったとか」

「なるほどの。で、おまえに訊ねるが、化け物の弱点は？　青の宮殿はどこが弱そうだ？　青国のことだ。当然警けい戒かいも強いだろう。だが、どこかに隙すきがあるはずだ」

　太子は目つきを鋭くして、たたみかけてくる。

　色々と訊きかれるのは、最初から想定済み。だから、ことさらゆっくりした調子で用意しておいた言葉を告げた。

「皇帝陛下は確かに異相の持ち主でいらっしゃいます。左右で異なる色の目で、頰に入れ墨をされておられます。それで、初対面で怖がる者がいるのでしょう。私も最初は震えてしまいました。ですが、陛下はとても穏やかな方です。宮殿の警備に関しては、よくわかりません。いつも部屋に閉じこもっておりますので、見る機会もありません」

　さらりと伝えると、太子は凶きよう悪あくに顔を歪ゆがめる。

「余を愚ぐ弄ろうしておるのか？　そのような話で満足できるはずがなかろう。故意に隠かくしているなら、言いたくなるように扱あつかうだけだ。馬鹿の振りなどしても、余には通用せぬ。おまえは昔から利発な子だと聞いていた。ろくに教師もつけていなかったはずなのに、どこで習ったものやら。大方のところ、人質に行った先で爺どもを籠絡して、好きなことをしていたのだろう」

「毎回、一年足らずで帰されてくるのに、次の行き先には困らない。無む垢くな顔をして、なかなかのやり手ということですな」

　途中で宰相が口を出し、太子も頷く。

　見当違いも甚はなはだしい見解だが、琰里は口を閉ざしていた。

「おまえが人質に行った先で何をしでかしたのか、報告も入っている。おまえを閨ねやに連れ込んだ爺どもは、総じて雷に打たれたように身体が痺れて動けなくなったと言っておったそうだ。おまえを剣けんや槍で脅そうとした者も、突風が吹いたかのように弾はじき飛ばされたとか。推察するに、おまえが持っているという腕輪の性能だろう。それを余に見せてみろ」

　太子は恐ろしいほど、琰里が巻き込まれた騒ぎのことを知っていた。

　琰里自身も最初は不思議で仕方がなかった。だが、腕輪が呪じゆ具ぐであることはすでに知っている。琰里はこの腕輪のお陰で、いつも危難から助けられてきた。

「さあ、太子がお望みだ。その腕輪とやらを出されたほうがよろしいですぞ」

　宰相にも急かされて、琰里は左の大袖を上にずらした。

　細い手首にぴったり収まっているのは天藍石の腕輪。

「もっとこっちに寄れ。遠くてはよくわからぬ」

　身を乗り出した太子を、宰相が慌てて止める。

「た、太子様、近づくと危のうございます」

「余の推測では、近づくだけでは何も起きぬ。そうだろう？」

　鋭く見据えられ、琰里は仕方なく首しゆ肯こうした。太子の推測は見事に当たっている。

　琰里が腕を差し出すと、太子は目を眇すがめて腕輪に見入っている。

「ふむ、少し触れてみてもよいか？」

「どうぞ」

　宰相は真っ青になっていたが、太子は剛ごう胆たんにも腕輪に触れてきた。

「やはり、何も起きぬか。なるほどな……、伝え聞いた話に照らし合わせれば、この呪具のことがよくわかる」

　太子は満足げに頷いて、ふいにきつい眼差しで睨にらんできた。

「琰里。おまえは役に立つ。もう青には帰さぬことにする」

「そ、それは困ります」

「化け物皇帝にほだされたからか？　先ほどはいい加減なことを言ってくれたが、おまえに本当のことを吐かせる方法はいくらでもある。腕輪があるからと安心しておるかもしれないが、毒ならおまえの命を奪うことができよう。眠り薬を飲ませ、斧おので腕ごと叩たたき落とすという手もある。万一のことを考えて、斧を持たせるのは罪人にでもしておけば、なんの問題もない」

　琰里はぐらりと目め眩まいがしそうだった。

　今まで考えてみたこともなかったが、確かにその方法なら腕輪を外せるだろう。

「ようやく顔が青くなったか。だが、話はここからだ。琰里、おまえを陶国に留とどめ、余が即位したあと、すぐに青に攻め入る。おまえを先せん鋒ぽうとすれば、化け物皇帝はどう出るか。おまえを裏切り者として、すぐさま命を狙うか、あるいは、おまえを取り戻そうと動くか……」

「戦など起きれば、民が大勢死にます。どうか、やめてください」

「民の命など、どうでもよい。青は他国に攻め入らず、侵しん略りやくも許さない。他国はどこも疲ひ弊へいしているのに、青は常に富んでいる。こんな国が隣となりにあるのは許せない。いいか琰里。おまえが青の宮殿で見知ったことも、全部吐いてもらうぞ。かなり重要な情報をつかんでいるはずだ」

「そのようなことはありません！」

　琰里は恐ろしさで震えながらも、必死に否定した。

　積極的に探ったつもりはないが、宮殿の裏手には城壁が存在しない。それだけでも、充分に兄を満足させる情報のはずだ。でも、何があろうと口にするわけにはいかない。

「噓うそをつくつもりなら、今すぐおまえの母親を殺す」

「！」

　冷ややかな言葉に琰里は息をのんだ。

「ついでに青の武官どもも全員道連れにしてやろう。料理に毒でも入れてやれば、いかに精せい鋭えいだろうとどうにもならんだろう。青国攻めの派手な狼煙のろしになるだろうな。くくくっ」

　太子は己の考えに酔い、狂きよう人じんのように身体を震わせて笑っている。

　初めて会った兄の恐ろしさに、琰里は身の凍こおる思いだった。

　化け物なのは晧月ではなく、兄のほうだ。

　早くこの危機を皆に伝えなければならない。でも、これだけのことを明かされて、簡単に出してもらえるとは思えなかった。

　琰里は必死に兄を睨みながら、晧月の精悍な顔を思い浮かべた。

　早くこの場から逃げ出して、青国に帰りたい。青国は琰里にとって、すでに大切な故郷になっている。

　一刻も早く、晧月のもとに戻って安心したい。

　晧月ならば、絶対に兄の凶行を止めてくれるはずだ。




　　　　†




　しかし、琰里の望みは叶かなうことはなかった。そのまま宮殿内の牢ろうに捕とらわれてしまったのだ。

　──青の武官に連れん絡らくを取ろうとしたり、ここから逃げ出そうとするなら、母親を殺せ。

　冷れい酷こくな兄の声が今でも耳に残っている。琰里は何もできず、言いなりになるしかなかった。

　宰さい相しようが政務で使う宮殿には、罪を犯した者を捕らえておく牢がある。格こう子し戸が塡はめ込まれているだけの場所だが、意外にも牢内は清潔に保たれ、食事などもきちんと与あたえられている。

　曲がりなりにも丁寧な扱いを受けているのは、皇子という身分もさることながら、琰里の健康を損そこなえば、腕輪が暴走するのではないかとの恐れからだろう。

　閉じ込められて三日ほどの間に、琰里は青国と皇帝の様子などを根掘り葉掘り聞き出された。

　城壁がないことと、草原に狼がいること。それだけはなんとか秘密にしているが、他の情報を与えてしまうことになった。

　壁かべに背中を預けて座り込んだ琰里は、ため息をついた。忍しのび寄る寒さに自分自身を抱だきしめても、心細さはなくならない。

「申し訳ありません、晧月様。私が我が儘ままなお願いをしたせいで、こんなことになって……」

　琰里はか細い声で謝った。

　青から護衛として来てくれた武官たちは、どうなっただろう？　宮殿に入る前に別れた祥季は無事なのだろうか？　母を診みてくれた医官たちのことも気になって仕方がない。

　すべては自分が原因で起きたことだと思うと、申し訳なさでいっぱいになった。

　左手の腕輪を指でなぞってみても、今は何も起きない。

　この腕輪は今まで自分を守ってくれた。色々な国をたらい回しにされても、無事でいられたのは、この腕輪のお陰なのだろう。

　天藍石の腕輪を贈おくってくれたのは、美しい若者だった。記憶はまだ朧だけれど、琰里を守るためだと腕輪を付けてくれたのだ。

　しかし、今思い浮かぶのは晧月のことばかりだ。そして何故かわからないが、若者のきれいな顔が、晧月の荒あら々あらしい顔にすり変わる。かけられた言葉も、晧月に言われたように感じることさえあって、琰里は混乱するばかりだった。

　晧月は自分に大切なものをくれた。安心して住める場所と最高の立場。まるで本当の家族であるかのように守ってくれて……。

　ひとりきりでいるのは慣れているはずだった。けれども、晧月をはじめとする青の皆の優やさしさを知ったあとは、ひとりでいることがこんなにもつらい。

　晧月は、何かあれば必ず自分の名を呼ぶようにと言ってくれた。

　晧月様、私はここにいます。お願いだから、助けに来て！

　琰里は心の内で、精一杯の声を上げた。

　そのときふと、間近から響ひびく声が聞こえてくる。

「ガルルル……ガルル」

　低い唸り声に、琰里ははっと我に返った。

　慌あわてて声のしたほうを見据えると、床と壁の隙すき間まに穴が空いていた。何者かがその穴を掘ほっているらしく、徐々に隙間が大きくなっていく。

　まさか、今の唸り声は狼？

　そう思った瞬間、壁と床の境目が大きく崩くずれる。

　顔を出したのは、白い狼だった。

　驚きで硬直している間に、その狼が牢の中まで入り込む。

　草原で戯たわむれていた内の一頭なのか、その狼は口に竹簡を咥くわえていた。琰里のそばまで来ると、狼はぽとりとその竹簡を落とす。

「これを読めと言うのですね？」

　琰里は小声で確認しながら、竹簡を開いた。

『青の者は全員無事に都から脱出。郊外で待機。母上と医官の救出を準備中。明日には目め処どが立つ。琰里様も必ず助け出すので、信じて待つように』

　署名はなかったが、おそらく祥季が認したためたものだろう。

　一番の気がかりがなくなって、琰里は静かに涙なみだをこぼした。

　すると狼が近づいて、宥なだめるように手を舐なめられる。

「おまえは草原にいた狼？」

　そう訊ねると、狼はまるで人間のように首を横に振った。

「でも、わざわざ知らせに来てくれたんだよね？」

　狼は何事かを訴えたいように低い唸り声を上げ、青の瞳で真剣に見つめてきた。

　琰里は狼の背をそっと撫なでた。狼の言葉はわからない。でも、もふもふした被毛に触ふれていると、張りつめていた気持ちが癒やされていく。

「おまえは草原の狼の仲間だよね？　晧月様に命じられて、私を助けてくれるの？」

　無意識に口を突いて出た言葉だが、狼ははっとしたように目を瞠みはる。

　そして次の瞬間、とても嬉うれしそうにふさふさの尻尾を揺らした。

　草原の狼もこの狼も、晧月を慕したう仲間なのだろう。

　そう思った時、ふいに脳裏を掠かすめた光景があった。

　小さな仔狼がたくさん集まって、皆で楽しげに転げ回っている。何故か幼い自分もその中に交じっており、もう一人背の高い大人が見守ってくれていた。

　それは過去の大切な思い出だった。

「あ……」

　そう気づいた琰里は激しく胸を喘あえがせた。

　背の高い大人は、腕輪をくれたあのきれいな若者だ。

　仔狼たちと戯れる琰里のそばには、いつもあの若者がいた。

　思い出した光景は、草原に集まる狼たちと晧月の姿に重なる。

　もう少しだ。全部思い出せば、晧月との関係にも新たな展開が望めるはず。

　だから、なんとしてもすべてを思い出さなければ……。

　琰里は過か酷こくな現実から離はなれ、過去の記憶を探ることに没ぼつ頭とうしていった。




　　　　†




　祥季からの竹簡で状況を知り、琰里は安心しきっていた。

　だが、一夜明けて事態が急変する。

「琰里、何をした？　青国の武官どもをどこへ隠した？」

　牢に姿を現したのは、怒ど気きをあらわにした太子だった。

　知らせを聞いてすぐに駆けつけてきたものか、髪も深衣も乱れている。後ろには、泡あわを食ったような宰相も従えていた。

「兄上、私はずっとこの牢にいました。青の武官が消えたとはどういうことですか？」

　琰里は真実を見み抜ぬかれないように、細心の注意を払って返答した。

　だが兄は、さらに怒いかりを煽あおられたようにいきり立つ。

「鍵かぎを開けて、そいつを外に出せ。無む理り強じいはするな。琰里、自分で出てくるんだ」

　冷え冷えと命じられ、琰里はいやな予感がして、背筋を震ふるわせた。

　牢から宮殿の中庭へと連れていかれた時に、その予感が現実のものとなる。

「母上！　病で伏せっておられるのに、なんてことを……」

　中庭の片隅で両膝をついていたのは、生気のない顔をした母だった。瘦せた身体には縄なわが打たれている。後ろには医官たちも捕らえられており、琰里はぎりっと奥歯を嚙みしめた。

　救出の手段は整っていたはずだ。なのに、もう少しといったところで、最悪の事態になってしまったのだ。

　琰里は必死で母のもとへと駆けつけた。そして、がっくりと膝をついた母を抱き起こす。

「母上、大丈夫ですか？」

「琰里……母なら大丈夫です。お薬をいただいて、気分もよかったのですが、急に捕らえられてしまって……。琰里、母のことはどうでもよいのです。でも、青の医官らは助けてあげられませんか？　なんの咎とがもない、しかも他国の方をこんな目に遭あわせてしまって……」

　母は浅い呼吸をくり返しながら訴える。

　琰里はこくりと頷うなずいてから、太子へと目を向けた。

「兄上、母は病ですし、医官らにはなんの罪もありません。今すぐ縄を解いてください」

「ふん、今さら遅いわ。それなら問うが、青の武官をどこへ隠した？　おまえの仕し業わざだろう」

「そんな……私は牢にいたのに」

「ふん、この何日かでおまえから訊くべきことは、すべて訊いた。だが、おまえは反抗的すぎる。母親をいちいち人ひと質じちに取るのも面倒だ。だから、ここで一緒に始末してやろう」

　琰里はいっぺんに青ざめた。

　今こそ、青の者たちに助けに来てほしいと思うが、連絡手段がない。だいいち、どこにいるかも知らなかった。せめてあの狼がいてくれればと思うが、影かげすら見えなかった。

「槍やり隊。その咎人たちを処しよ刑けいしろ」

　太子の命令で、後ろに整列していた三十人ほどの部隊がいっせいにこちらへと進んできた。

「兄上、お願いです。お考え直しを！」

　琰里は必死に声を張り上げたが、槍隊の勢いは止まらない。

「お覚かく悟ご！」

　そう言って、最初の兵が槍を突き出す。しかし、穂ほ先さきが琰里に触れることはなかった。それどころか、槍兵の巨きよ軀くが何かに弾はじきとばされたように空を飛ぶ。

　地面に叩きつけられた兵を見て、太子は激しく舌打ちした。

「怯むなっ！　続けよ。まわりにいる者から殺せ」

「駄目！　やめてください！」

　琰里は叫び声を上げながら、母の身体を抱え込んだ。

　しかし、母を助けることができても、他の者たちまで庇かばう余よ裕ゆうはない。

　太子に命じられた兵が再び槍を突き出す。だが、その槍も琰里を傷つけることはなかった。

「チッ、やはり槍では駄目か。おまえたちは下がれ。次は弓兵だ。ありったけの矢を放て！」

「兄上、お願いです！　どうかおやめください！」

　琰里は必死に叫んだ。

　だが、槍兵の代わりにずらりと並んだ弓兵が、こちらへと狙いを定める。いくら天藍石が守ってくれても、他の人間にまで効果は及およばない。何十本もの矢など避よけきれるわけがなかった。

　自分のせいで母と医官たちの命が奪われる。

　その恐怖で全身が凍りついた。

「お願い、晧月様！　助けて！　皆を助けてください、晧月様！」

　琰里は天に祈るように口にした。

　晧月ならば、きっと助けてくれる。自分を守ってくれると誓ちかってくれた晧月ならば。

　異変が起きたのは、その直後だった。

　腕に塡めた天藍石の腕輪が、パリンと音を立てて砕くだけ散る。

　それと同時に、空中に突然真っ白な獣が顕けん現げんした。

　軽かろやかに庭へと下り立った巨大な獣は、氷狼族の王だった。

　純白の被毛が朝の陽射しを浴びて輝いている。この世で一番美しく優美な獣は、天藍石のように青く澄すみきった双眸で、琰里を見つめてきた。

「晧月様！　ああ、晧月様なのですね。今までどうして気づかなかったのか。晧月様はあんなにも近くにいてくださったのに、別の人だと思っていて……。でも、助けに来てくださった」

　巨大な氷狼は青国皇帝の晧月。幼い日に番つがいになると約束した人だった。

「ようやく思い出してくれたようだな。しかし、先にここを片付けるとしよう。話はそのあとだ。皆、出て来い！　琰里に仇あだなそうとした者どもを片付けろ」

　氷狼の声があたりに響き渡る。

　その直後、白い毛並みの狼が何十頭となく中庭に駆け込んできた。

「な、なんだ？　あれは？」

「あの巨大な狼はなんだ？　あんなに多くの眷けん属ぞくを引き連れて」

「逃にげろ！　殺されるぞ！」

　氷狼の出現で我を忘れていた者たちがいっせいに逃げ出そうとする。

　その動きを許さなかったのは晧月だ。

「ガオ──ッ」

　恐ろしい咆ほう吼こうを放ったと同時に、太子や宰相、逃げ出そうとしていた兵たちの多くに風が吹き込んで、地面や塀へいに叩きつけられていた。

　なんとか立ち上がり逃げようとする者に、次々と白い狼が襲おそいかかっていく。

　一方的な蹂じゆう躙りんに、中庭は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと成り果てた。が、それも時間を置かずに終息する。

　中庭はすぐに静けさを取り戻し、重傷を負った者が時折呻き声を上げるだけだった。　>>>♥

　散っていた狼たちは巨大な氷狼のもとに集まって整列する。

「祥季、我は琰里を連れて一足先に帰る。あとの始末はおまえに任せた。琰里の母上を丁てい重ちように青までお連れしろ」

　氷狼は整列した狼の中の一頭にそう命じる。

　声をかけられた狼は、その場でゆらゆらと人の姿になった。

「祥季？」

　琰里が目を見開くと、祥季はにやりとした笑みを浮かべる。

　いつもどおり武官の格好で腰には長剣。それがほんの少し前まで狼だったとは、とても信じられなかった。おそらく牢へ知らせに来たのも祥季だったのだろう。

　そして他の狼たちも次々に武官の姿に戻っていく。

「琰里、帰るぞ。中に乗れ」

　琰里は涙を溢れさせながら、こくこくと頷いた。

　命じられたとおり、地面に身を伏せた晧月の背によじ登る。

　晧月はそのあとゆらりと立ち上がり、さらに空へと舞い上がった。

「しっかりつかまっていろ。可愛いおまえを落としたりはしないが、念のためだ」

「はい」

　胸が詰まって、はいとしか言えないのがもどかしかった。

　晧月はものすごい速度で空を飛んでいく。

　こうして陶国で起きた騒ぎはあっけなく終結したのだ。
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　琰里は懐かしい宮殿を見て、胸を震わせた。

　氷狼となった晧月は、いきなり結界内の狼の国へと琰里を連れてきたのだ。

　宮殿内に入り、人の姿に戻った晧月は、傷一つない端整な顔をほころばせる。

　天藍石の双眸で愛いとおしげに、琰里を見つめていた。

　人気のない宮殿の歩廊を進んでいくと、ふいに女官が姿を現す。

「覚えているか？」

「はい。蓉よう華か様、ですね」

「琰里様、お帰りをお待ちしておりました」

　丁寧に腰を折った女官は蓉華。礼華にそっくりなのは二人が姉妹だからだ。

「しばらく琰里と過ごす」

「かしこまりました。お部屋のほうの準備はできております」

　蓉華とのやり取りを終え、琰里は晧月に肩を抱かれながら、居室へと向かった。

　広々とした部屋の中央に、帳とばりを下ろした大きな寝台が据えられている。

　その横で晧月と向き合った琰里は、恥ずかしさで頰を染めた。

「助けに来てくださって、ありがとうございました」

「いや、ぎりぎりまで出て来られなくて、すまなかった」

「あそこに現れた狼たちは、皆、青国の武官なのですか？」

「そうだ。宮殿勤めの者すべてではないが、眷属の者が多い」

「では、草原の狼たちは？」

「あれらは人の姿は取らず、狼の姿のままで生きている眷属だ」

「そうだったんですね」

　琰里はほっと息をついた。

　すると晧月が手を伸ばし、乱れた金の髪を指で優しく梳き上げる。

「この結界は、狼の仔らを育てるためのものだ。幼い時はどうしても注意不足となる。変へん化げも不安定で、人に見られては大騒ぎになってしまう。それで、子供たちを集めてここで育てることにしたのだ。そうは言うものの、我らは長命ゆえに、繁はん殖しよくの間かん隔かくが長い。眷属のものが子をもうけるのは、十年か二十年に一度だ」

　幼い時、ここで暮らしていたが、そこまで詳くわしいことは知らなかった。

「氷狼族は、天から大いなる力を授さずかった。だが、人と一緒に暮らしていくうえで、数々の制限も受けている。祥季らは狼の姿の時は人の言葉が話せない。我とて同じこと。人の世界で真の力を振るえないように、数々の封ふう印いんが施されているのだ」

「もしかして、左右で目の色が違うのは、そのせいですか？　あと入れ墨とかも」

「そのとおりだ。あの姿でいることによって、力を制限している。それを解放するには、先に封印を解く必要がある。天意ゆえに、逆らうことは許されない。あの姿でおまえを怖がらせるのは本意ではなかったが」

「いいえ、最初は怖いと思いました。でも、私はあの姿の晧月様を好きになりました。だから、私を晧月様の本当の番つがいにしてください」

　そう訴えながら、琰里の頰はますます紅潮した。

　いつの間にか晧月を好きになっていた。子供の頃にも慕したっていたが、大人になった今は、好意にも種類があることを知っている。

　気づくのが遅くなったが、今は心から晧月を愛していると言える。

　恥はずかしさを堪こらえ、じっと見つめていると、晧月は深い息をつく。

「私はおまえが幼い頃から番にしようと決めていた。本当はおまえを帰したくなかったのだが、ずっと結界の中に閉じ込めておくわけにはいかない。おまえの記憶を消したのは、天意による決め事だった。封印された記憶を自ら取り戻すなら、その時こそ番に迎えようと思っていたのだが、我慢できずにおまえを呼びつけてしまった。あとはおまえも知るとおりだ。琰里、本当にいいのだな？　後悔はしないな？」

「はい。私を晧月様の番にしてください」

　琰里の答えは変わらなかった。幼い頃ころから望んでもらっていたことを知り、胸が震ふるえるほど嬉うれしい。断る理由などどこにもない。

　晧月はすぐにその琰里を抱き上げた。そして帳を払って寝台の上に細い身体を横たえる。

　上から覆おおい被かぶさってきた晧月に食い入るように見つめられ、琰里は大きく胸を喘あえがせた。

　きれいな顔が間近に迫せまって、唇くちびるを塞ふさがれる。

「あ……んぅ」

　蕩とろけるような口づけに、琰里はうっとりと目を閉じた。

　するりと舌を挿さし込まれて、余すところなく縦横に貪むさぼられる。

　執しつ拗ように口づけられているうちに、身体中が熱くなった。

「んぅ……く」

　晧月の唇がいったん離れ、琰里は大きく息をついた。

　しかし性急に深衣をはだけられて、驚おどろきで目を見開く。

「こうして、余すところなくおまえに触ふれたかった」

　晧月はにやりと笑いながら、頰から喉、胸から脇腹へと掌を滑らせてくる。

　恥ずかしくてたまらなかったが、晧月の手を止めることなどできなかった。

　どこに触れられても気持ちがいい。胸の頂を摘み上げられると、ひときわ大きな刺激でぴくりと身体が跳はねる。

「やはり、胸が弱いか」

　晧月はそう言いながら、硬くなった乳首を指で揉んだ。

「あ、んっ」

　痺れるような刺激が駆け抜けて、琰里は思わず甘い吐息を漏もらした。

　晧月は手と舌を使い、琰里を燃え上がらせていく。気持ちよさで淫みだらに腰をよじると、今度はその中心が狙われた。

　いきなり張りつめたものを口で咥くわえられる。

「や、あっ……っ」

　いきなりの行為に、琰里はひときわ高い声を上げた。

　口こう淫いんされるなど羞しゆう恥ちの極きわみだ。今すぐ逃げ出したいと思うのに、巧たくみな動きに翻ほん弄ろうされる。

　晧月は深く琰里を咥え込み、窄すぼめた口を上下させる。先せん端たんの窪くぼみにも舌を当てられて刺激された。

「ああっ、もう……あ、駄目……っ！」

　琰里はあっさり限界を超え、晧月の口中に欲望を吐き出してしまう。

　粗そ相そうしてしまったようで、いたたまれなかった。それなのに晧月は、琰里の腰をとらえてうつ伏せの体勢にする。

「今日は逃がさないからな」

「あ、……っ」

　激しい言葉に思わず息をのむと、今度は宥めるように双そう丘きゆうを撫でられた。

「琰里、おまえを愛している」

　耳元で突然甘く囁かれた瞬間、狙ったように狭い窄まりに指を挿し込まれる。

「あ、……んんぅ」

　敏感な壁を抉えぐるように指を動かされ、琰里は徐々に追い込まれていく。

　息が苦しくて何度も胸を上下させる。

　晧月の手は前にもまわり、中の指と一緒に乳首や中心も弄いじられた。

「ああっ、あ、んっ」

　異物を押し込まれ、苦しいはずなのに、唇から漏れる喘ぎがますます甘くなっていく。

　そのうち晧月の指が内ない壁へきの一点を掠かすめ、恐ろしいほどの刺激を感じる。

「ああっ、やあ、そこは……駄目、ああっ」

「ここが気持ちいいのか？」

　腰をよじって避よけようとしても、晧月は同じ場所ばかり刺激してくる。

「やっ、んっ……くぅっ」

　こんな目に遭っても晧月の手に包まれた中心が、ますます張りつめていく。中に入れる指の数を増やされると、先端からまた新たな蜜みつが溢れてきた。

　琰里を散々悶もだえさせたあと、晧月はようやく指を抜く。再び向かい合う形になって、琰里はいっそう頰を染めた。

「本当に最後まで抱くぞ。いいな？」

　琰里は羞恥を堪え、こくりと頷いた。

　晧月が好きで、ずっとそばにいたいと思う。青国のこと、氷狼族のことについて、まだ知らないことが多いけれど、ほんの少しでも晧月の支えになりたいとの野望も抱いだくようになった。

　だからこそ、この行為には意味があるのだと思う。

「琰里、おまえだけが我が番つがいだ。これから一生、おまえだけを愛すると誓ちかおう」

「晧月様」

　真摯に告白され、涙が溢れる。

　晧月は手早く深衣を脱ぎ捨てて、再び上に覆い被さってきた。

　足を大きく開かされ、その間の狭い窄まりに、熱く滾たぎったものが擦りつけられる。

　もう絶対に逃げ出さない。そう覚かく悟ごを決めていた琰里は、懸命に身体の力を抜いた。

　硬い切っ先が、狭い場所へと侵しん入にゆうを開始する。

「あ、……ぅう……く、うぅ」

　琰里は懸命に力を抜いて、逞たくましいものを奥深くまで受け入れた。

「琰里……やっとおまえと一つになれた」　>>>♥

「あ……あぁ……」

　晧月は琰里の腰を抱き、じっと見つめてくる。そしてゆっくりと動き始めた。

　硬いもので壁を押されると、思わぬ刺激が身体中を走り抜ける。

「ああ……んっ」

　唇から漏れるのは、ひときわ甘い喘ぎだけだ。

　ようやく晧月と一つになれた。

「おまえは本当に可愛い……これでずっと私のものだ」

「あ、ん……晧月、様……あ、んっ」

　巨大なものをゆっくり引き抜かれ、また奥まで押し戻される。

　熱く蕩けた壁を硬いもので擦られるのは、たまらなかった。

　身体の最奥から揺さぶられ、琰里は懸命に、晧月にしがみついた。

「ああっ、く、ふっ……ああぅ」

　身体の奥からまた熱いものが迫せり上がってくる。

「琰里」

「ああっ、こ、晧月……様……っ、ああ、くぅ」

　さらに晧月の動きが激しくなり、琰里はただ逞しい胸にしがみついているだけになった。

　ひときわ奥まで抉られた瞬間、琰里はどくりと欲望を吐き出した。

　晧月もほぼ同時に、琰里の中に熱い奔ほん流りゆうを迸ほとばしらせる。

「うぅ……く……ぅ」

　琰里は満ち足りた幸せの中で、徐々に意識を薄れさせていった。




　　　　†




　厳しい寒さが薄らいで春の息い吹ぶきを感じ始めた頃、氷狼族の結界内にたくさんの仔狼たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　今年この場所で育てられるのは全部で十五頭の真っ白な子供たちだ。

「あっ、えんりしゃまだー」

「こうげつしゃまもいっしょだよー」

「えんりしゃまー」

　仔狼たちは王の番つがいである琰里が大好きで、姿を見かけたと同時に、夢中で突とつ進しんしていく。

「うわっ、すごい勢い」

　人族の琰里は狼の姿にはなれない。それでも、巨大で美しい氷狼族の王の横で幸せそうに笑っている。

　人の世界では、玉座を巡めぐる争いが続いて陶国が滅ほろびてしまったそうだ。

　琰里はその話を聞いて悲しそうな顔をしていた。けれども結界で守られている仔狼たちには、隣国のことなど関係ない話だ。

「えんりしゃまぁ、あそんでー」

「えんりしゃまぁ」

　みんなでいっせいにすりすりすると、琰里がふわりと微笑む。

　氷狼族の王晧月は、青く澄すみ切った双そう眸ぼうで、愛する番を見守っている。

　結界の中では、今日も仔狼たちが楽しげに走り回っているだけだった。








あとがき






『氷ひよう狼ろう帝ていと約束の花はな嫁よめ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　中ちゆう華か風のお伽とぎ話ばなしでしたが、いかがだったでしょうか？

　今回のモフモフは、満を持して「フェンリル」の登場！　でも中華風の表記だと「氷狼」なんですよね。フェンリルだとわかってもらえるかどうか、ちょっと心配です。そこで、本作は数で勝負しようじゃないかと、小っこいのから大きいのまで、いっぱい出してみました。

　イラストの森もり原はら八よう鹿か先生にも、大小いっぱいモフモフ狼おおかみを描かいていただいて、作者は幸せ者です。そのうえ、晧こう月げつがすごくかっこよくて、琰えん里りも可か愛わいらしい！　森原先生、素す敵てきな挿さし絵え、本当にありがとうございました！

　お世話になりました担当様、制作に携たずさわってくださった方々も、ありがとうございました。

　最後になりましたが、お読みくださった読者様に、最大の感謝を捧ささげます。ご意見、ご感想などお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。次回作でも、またお目にかかれたら嬉うれしいです。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

「氷狼帝と約束の花嫁　後日談」







　目の前で多くの仔狼たちが楽しげに戯れている。

　子供たちが群がっているのは、人族の若い牡だった。

　宮殿の怖い筆頭女官が見立てた深衣は薄紅色。名を琰里という若者は、金色の髪を風になびかせながら、草むらでしゃがみ込んでいる。そして仔狼たちによじ登られても怒る素振りさえなく、にこにこと笑っていた。

「えんりしゃまぁ」

「えんりしゃま、おなかなでなでしてー」

　仔狼たちには遠慮というものがない。

　琰里に撫でてもらうのが大好きで、ごろんと転がっては無防備に腹をさらしている。

　いくら子供でも、それでいいのか？　おまえたちは誇り高き氷狼族だぞ。

　氷狼族を統べる王晧月より、琰里の警護を命じられている祥季は、胸の内でため息をついた。

　子供たちが無防備なのは、今に始まったことではない。自分にも覚えがあることだ。むしろ自分のほうが、ずっと無茶な真似をしたとの自覚もあった。

　子供たちが戯れる様を眺めていた祥季は、琰里と初めて出会った時のことを思い出していた。

　ある日のこと、祥季はふとした出来心で安全な結界から、外の世界へと飛び出した。

　父は表の世界で、青国を背負う将軍職に就いている。祥季もいずれは後を継ぎ、父の勇名に恥じぬよう務めるつもりで、日頃から鍛錬や勉学に励んでいた。

　ゆえに、結界の外へ出たのも決して悪戯というわけではなかった。ただほんの少し、外の世界を見ておきたかっただけだ。

　それなのに、まさか雪の中で迷うことになろうとは……。

　当時の祥季はまだ人の姿に変化ができず、純白の被毛を持つ仔狼の姿で山野を駆け回った。

　結界内にも広い野原が続いているが、外の世界のそれとは比べものにならない。それで、走り回るのが楽しくて、ついつい足を伸ばしすぎてしまったのだ。

　気づいた時にはかなり遠くまで来ていた。青国ではなく、隣の国にまで達していたのだ。

　そして、これはまずいかもと思った時に、獰猛な猪に出くわした。

　負けるつもりなど微塵もなかったので、爪を立てて引っ搔いてやった。少しばかり急所を外したが、思いきり牙も立ててやった。だが結局は体当たりをかまされて、吹き飛ばされた。

　小さな軀ではどうしようもなかった。

　途中でちらりと人間の子供の姿が目に入ったが、祥季はそのまま崖の下の木に叩きつけられた。

　軀に感じた痛みは大したことはない。傷ついたのは氷狼族としての誇りだ。

　しかも、近くに晧月様の気配を感じる。黙って結界を抜け出したので捜しに来たのだろう。

　叱られるのは最初から覚悟していたが、猪ごときに負けたのを見られたのは痛かった。

　しかし晧月様の行動は謎めいていた。

　ふと気づくと、人間の子供が間近に迫っていた。

　祥季が崖から落ちた直後、その子もつられるように足を滑らせたらしい。人間の子供は脆弱だ。でも晧月様がうまく受け留められたので、その子が怪我を負うことはなかった。

　問題はそのあとだった。

　何故か、その子供が自分のところへ近づいてきたのだ。そっと傷を調べられたあと、両手で抱き上げられた祥季は心底驚いた。

　いくら小さくとも祥季は誇り高い氷狼族だ。なのに、その子は怖がるどころか、祥季を仔犬と間違えているらしい。

　だが文句を言いたくとも、人間の言葉はしゃべれない。それに、か弱いものに襲いかかるわけにもいかない。

　どうしたものかと思い悩んでいるうちに、その子は寒さのせいか眠り始めてしまった。

　そこで初めて晧月様が穏行を解き、結局その子は結界内へと連れていくことになったのだ。

　まさか、その人間の子供が晧月様の番になろうとは、運命とは不思議なものだと思う。

　可愛い琰里は人族であるにもかかわらず、結界内で皆に慕われていた。もし晧月様という存在がなければ、皆が自分の番にしたいと思っていたのではないだろうか。

　祥季とて琰里からは目が離せなかった。でも自分の番にしたいとは思わなかった。たぶん琰里を弟のように感じているせいだろう。

　琰里と晧月様は、自分がきっかけで運命的な出会いを果たした。だから、ふたりを見守っていく役目は自分にしかできないとも思っている。

　大人になった琰里は、青国皇帝である晧月様の正妃となった。最初は記憶が封じられたままだったので、ずいぶんとはらはらさせられた。

　何故、大切な晧月様のことを思い出せないのだと、苛立ちをぶつけそうになったこともある。

　でも琰里は、なんとか自力ですべてを思い出した。

　祥季が一つだけ心残りなのは、自分の力だけで琰里を助けられなかったことだ。もっとかっこいいところを見せてやりたかったのに、結局は晧月様に全部持っていかれてしまったのだ。

　ともあれ、琰里を巡る問題はすべて片付いて、新しい子供たちも結界内に集められている。

　今の祥季の役目は、引き続き琰里を警護すること。そして結界内を含め、氷狼族が関係する青国を守っていくことだ。

　様々な考えを巡らせていた祥季は、背後から近づく強い気配に、さっと振り返った。

　純白の毛並みを持つ、ひときわ巨大な氷狼がゆったりと近づいてくる。

　最初に嬉しげな声を上げたのは琰里だった。

「晧月様！」

　さっと立ち上がり、そのまま氷狼族の王へと駆け寄っていく。

「あっ、こうげつしゃまだー」

「わーい、こうげつしゃがひょうろうになっておられるぞ」

「こうげつしゃま、あそんでー」

　子狼たちが歓声を上げて走り出す。

　でも一番に、氷狼姿の晧月に抱きついたのは、その番である琰里だった。

　純白の雄々しい氷狼に寄り添う嫋やかな人族の番。

　足元に群がって騒いでいる何頭もの仔狼たち。

　結界内の空はすっきりと晴れ渡り、爽やかな風が草原を吹き抜けていく。

　祥季はそのすべてを視界に収めながら、安堵の吐息をついた。
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